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リ
ッ
ト
が
生
じ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

特
に
農
畜
産
物
に
関
し
て
は
厳
し
い
国
際
競

争
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

本
市
に
お
い
て
も
、
国
や
県
の
施
策
と
併
せ
、
農

畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
は
じ
め
、
産
業
振
興
の

取
組
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
市
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
平

成
28
年
度
か
ら
の
市
政
の
羅
針
盤
と
も
な
る
「
第

２
次
下
野
市
総
合
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
、

「下

野
市
自
治
基
本
条
例
」
の
理
念
で
あ
る
「
市
民

と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
念
頭
に
「
と

も
に
築
き

未
来
へ
つ
な
ぐ

幸
せ
実
感
都
市
」

を
将
来
像
に
掲
げ
、
市
民
の
幸
福
感
を
高
め
る

こ
と
を
主
眼
と
し
た
計
画
の
策
定
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
国
家
的
課
題
と
な
っ
た
人
口
減
少
問

題
や
、
国
の
打
ち
出
し
た
「
地
方
創
生
」
に
適

切
に
取
り
組
む
た
め
「
下
野
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

や
「
下
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

総
合
計
画
を
は
じ
め
と
し
た
こ
れ
ら
の
計
画

に
基
づ
き
、
検
証
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
よ
り

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
施
策
を
展
開
し
、「
市

民
の
幸
福
感
の
向
上
」
と
「
人
や
企
業
に
選
ば

れ
る
自
治
体
」
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
財
政
は
、
合
併
以
来
、
行
財
政
改
革
へ

の
取
組
や
財
政
基
盤
の
立
て
直
し
を
着
実
に
実

行
し
、
現
在
で
は
、
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
財
政
健
全
度
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

平
成
27
年
度
を
も
っ
て
合
併
自
治
体
が
受
け
ら

れ
る
財
政
上
の
支
援
策
で
あ
る
交
付
税
の
合
併

算
定
替
の
特
例
が
終
了
と
な
り
、
今
後
５
年
間

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
あ
ふ
れ
る
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

下
野
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
、
１
月
10
日
で
満

10
年
を
経
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
10
年
間
、
様
々
な
課
題
と
向
き
合
い
な
が
ら
、

「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
念
頭
に
市
政

を
展
開
し
、
市
と
し
て
の
基
礎
を
作
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
の
も
、
市
民
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
多
く
の
声
と
、
よ
り
強
ま
っ
た
市
民

の
絆
の
強
さ
の
賜
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

新
年
を
迎
え
、
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
の

重
さ
を
自
覚
し
、
下
野
市
の
更
な
る
発
展
に
向

け
て
全
力
を
傾
注
す
べ
く
、
決
意
を
新
た
に
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

近
年
、
全
国
各
地
で
猛
暑
や
竜
巻
・
突
風
被
害
、

火
山
活
動
な
ど
、
私
た
ち
が
か
つ
て
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
９
月
に
は
本
市
の
み
な
ら
ず
、
広
い

範
囲
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
18
号

に
よ
る
「
関
東
・
東
北
豪
雨
」
が
あ
り
ま
し
た
。

本
市
で
は
宅
内
浸
水
や
道
路
冠
水
、
ま
た
、

作
物
被
害
等
も
発
生
い
た
し
ま
し
た
が
、
地
元

消
防
団
や
関
係
機
関
の
迅
速
な
対
応
に
よ
り
、

幸
い
に
も
人
的
被
害
が
無
く
乗
り
切
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

も
と
も
と
下
野
市
は
自
然
災
害
が
少
な
く
、

安
全
な
地
域
と
い
う
定
評
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
災
害
を
教
訓
と
し
、
な
お
一
層
の
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
）
へ
の
参
加
は
私
た
ち
の
生
活
の
広
い
分

野
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

に
わ
た
り
普
通
交
付
税
が
段
階
的
に
縮
減
さ

れ
、
大
幅
な
減
収
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
歳
出
面
で
も
少
子
高
齢
化
の
進
行
等
に

よ
る
社
会
保
障
関
係
経
費
や
、
公
共
施
設
の
更

新
に
係
る
費
用
の
増
加
は
避
け
が
た
く
、
各
種

事
業
に
お
け
る
地
方
負
担
も
確
実
に
増
加
す
る

と
見
込
ま
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、「
事
業
の
選
択
と
集
中
」
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
第
２
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

「
第
２
次
下
野
市
長
期
財
政
健
全
化
計
画
」
に
基

づ
き
、
健
全
財
政
の
堅
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
庁
舎
に
つ
き
ま
し
て
は
順
調
に
建
設
が
進

み
、
３
月
26
日
に
は
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式

典
と
併
せ
新
庁
舎
内
覧
会
を
行
い
、
５
月
６
日

に
は
開
庁
と
な
る
予
定
で
す
。
４
月
末
と
５
月

の
連
休
に
引
っ
越
し
作
業
を
終
え
、
市
民
の
皆

様
に
不
便
が
生
じ
な
い
よ
う
、
す
べ
て
の
窓
口
が

一
斉
に
業
務
を
開
始
で
き
る
よ
う
万
全
を
期
し
て

ま
い
り
ま
す
。

新
庁
舎
は
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
役
に
立
つ

所
（
役
所
）
と
し
て
、
市
民
の
交
流
の
場
、
ま
た
、

災
害
時
の
防
災
拠
点
と
し
て
、
そ
の
機
能
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
着
手
し
て
い
る
大
松
山
運
動

公
園
拡
張
整
備
や
（
仮
称
）
三
王
山
公
園
の
整

備
な
ど
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
な
る
活
用
を
模
索
し

な
が
ら
、
着
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本

年
が
さ
ら
な
る
躍
進
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

未来へつなぐ まちづくり
下野市長 広瀬 寿雄
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さ
て
、
市
制
10
周
年
を
迎
え
市
議
会
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
合
併
当
初
54
人
で
あ
っ
た
議
員

定
数
は
、
３
度
の
見
直
し
に
よ
り
現
在
の
18
人

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
25
年
に
は
議
会

基
本
条
例
を
制
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
「
議
会

報
告
会
」
を
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
市
民

の
皆
様
に
定
例
会
の
審
議
結
果
や
議
会
活
動
に

つ
い
て
ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、
広
く
ご
意
見
を

拝
聴
し
市
議
会
及
び
市
政
の
発
展
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
り
多
く
の
市
民
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
一
昨
年
に
設
置
さ
れ
た
議
会
活
性
化

特
別
委
員
会
に
お
い
て
は
、
現
在
も
市
議
会
の

改
革
と
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
続
け
て

お
り
、
会
派
制
の
導
入
に
向
け
た
調
査
研
究
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
た
ち
市
議
会
は
、
な
お
一
層
の
改
革
を
進

め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

話
は
変
わ
り
、
私
は
、
昨
年
の
９
月
28
日
か

ら
10
月
２
日
に
か
け
て
、
ド
イ
ツ
・
デ
ィ
ー
ツ
ヘ

ル
ツ
タ
ー
ル
市
へ
の
姉
妹
都
市
締
結
40
周
年
記

念
訪
問
団
派
遣
事
業
に
、
市
長
を
は
じ
め
と
し

た
16
名
の
団
員
の
一
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
市
は
、
赤
い
屋
根
の

家
並
み
が
緑
の
自
然
に
囲
ま
れ
、
畑
の
茶
色
と

牧
草
の
緑
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
と
て
も
美
し
い
ま

ち
で
し
た
。

現
地
で
は
、
Ｉ
Ｔ
企
業
や
介
護
施
設
、
若
者

支
援
施
設
な
ど
を
訪
問
し
、
産
業
事
情
や
施

設
の
運
営
形
態
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。
ま
た
、

市
議
会
の
シ
ョ
ー
ル
議
長
と
会
談
し
、
そ
れ
ぞ
れ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
議
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に
よ
り
、
円
滑

な
議
会
運
営
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
下
野
市
が
誕
生
い
た
し
ま
し
て
10
年

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
市
議
会
と
し
て
も
、
気

を
引
き
締
め
、
襟
を
正
し
て
頑
張
っ
て
参
り
ま

す
の
で
、
本
年
も
相
変
わ
ら
ず
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
９
月
９
日
、
10
日
に
発
生
し
た

50
年
に
一
度
と
い
う
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
り
、

下
野
市
内
で
も
各
所
で
家
屋
の
浸
水
、
農
作
物

や
耕
作
地
等
に
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
下

野
市
消
防
団
、
広
域
消
防
、
建
設
業
組
合
は
じ

め
関
係
団
体
の
皆
様
の
連
携
と
速
や
か
な
る
対

応
に
よ
り
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ

と
が
で
き
、
何
よ
り
人
的
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と

は
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

改
め
て
、
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
全
て
の
皆

様
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
議
会
で
は
市
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
市
議
会
災
害
対
策
支
援
本
部

を
設
置
し
各
議
員
を
招
集
、
対
策
を
協
議
、
各

議
員
か
ら
の
調
査
状
況
を
ま
と
め
対
策
本
部
に

報
告
を
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
議
会
と
し
て
も
今
回
の
教
訓
を
生
か
し
、

よ
り
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

の
議
会
の
現
状
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

旧
シ
ュ
タ
イ
ン
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
町
と
旧
石
橋
町
と

の
交
流
の
証
で
あ
る
石
の
橋
と
記
念
碑
、
五
重

の
塔
を
訪
れ
た
と
き
の
感
動
は
今
も
心
に
残
っ
て

お
り
ま
す
。

今
回
の
訪
問
団
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本

市
と
デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
市
と
の
40
年
と
い

う
長
い
年
月
の
交
流
が
生
ん
だ
強
い
絆
は
、
今

後
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
る
も
の
と
改
め
て
確

信
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
は
、
合
併
の
象
徴
で
あ
り
市
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
新
庁
舎
が
開
庁
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

「
第

２
次
下
野
市
総
合
計
画
基
本
構
想
・
前
期
基
本

計
画
」
、「
下
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
の
実
施
元
年
で
も
あ
り
、
本
市
の
未

来
へ
の
記
念
す
べ
き
年
に
な
り
ま
す
。

市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
政

課
題
の
解
決
に
向
け
議
会
機
能
の
一
層
の
充
実

を
図
り
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
二

元
代
表
制
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
執
行
機
関
と

健
全
な
緊
張
を
保
ち
な
が
ら
、
本
市
の
更
な
る

成
長
発
展
と
福
祉
の
向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
様
に
親
し
ん
で

い
た
だ
け
る
開
か
れ
た
議
会
と
な
る
よ
う
、
議

会
活
性
化
に
向
け
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
方
に
と
っ

て
実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

改革と成長発展をめざして
下野市議会議長 松本 健一
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市制10周年〔 年表〕

平
成
18
年

・
南
河
内
町
、
石
橋
町
、
国
分
寺
町
が
合
併
し
、
「
下
野

市
」
誕
生

・
下
野
市
消
防
団
発
足

・
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
策
定

・
審
議
会
な
ど
の
委
員
選
出
に
公
募
制
導
入

・
市
政
へ
の
提
案
箱
を
設
置

・
下
野
市
文
化
協
会
設
立

・
公
民
館
か
ら
こ
ん
に
ち
は
（
楽
習
ガ
イ
ド
）
発
行

・
集
中
改
革
プ
ラ
ン
策
定

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
導
入

・
け
ん
こ
う
広
場
完
成

・
下
野
市
国
際
交
流
協
会
設
立

・
非
核
平
和
都
市
宣
言

・
市
合
併
記
念
事
業
夏
季
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
「
み
ん
な

の
体
操
会
」
開
催

・
第
１
回
下
野
薬
師
寺
史
跡
ま
つ
り
開
催

・
財
団
法
人
下
野
市
農
業
公
社
設
立

・
第
１
回
し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化
祭
開
催

・
合
併
記
念
式
典
開
催

・
第
１
回
下
野
市
南
河
内
地
区
一
周
駅
伝
競
走
大
会
開
催

平
成
19
年

・
第
１
回
下
野
市
天
平
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

・
道
の
駅
建
設
協
議
会
設
置

・
市
の
木
「
け
や
き
」
、
市
の
花
「
ゆ
う
が
お
」
、
市
の

鳥
「
う
ぐ
い
す
」
制
定

・
下
野
市
総
合
防
災
訓
練
開
始

・
地
域
防
災
計
画
策
定

・
市
民
憲
章
制
定

・
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
施
行

・
祇
園
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
完
成
し
市
内
全
て
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
人
工
芝
の
ソ
フ
ト
コ
ー
ト
に

・
第
１
回
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
開
催

平
成
21
年

・
奨
学
金
貸
付
制
度
創
設

・
男
女
共
同
参
画
情
報
紙
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
発
行

・
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
（
屋
外
拡
声
器
・
告
知
端

末
機
）
設
置
構
築

・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

・
斎
場
使
用
料
補
助
制
度
創
設

・
光
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
構
築

・
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
策
定

・
「
下
野
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
」
を
「
下
野
市
ス

ポ
ー
ツ
交
流
館
」
に
名
称
変
更

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
が
お
、
障
が
い
者
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
地
域
設
置
型
発
熱
外
来
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
施

・
道
の
駅
建
設
事
業
着
手

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
・
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
策
定

・
中
期
財
政
計
画
策
定

・
ド
イ
ツ
・
デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
と
姉
妹
都
市
締
結

・
下
野
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会
発
足

平
成
22
年

・
次
世
代
育
成
支
援
後
期
行
動
計
画
策
定

・
第
２
次
下
野
市
行
政
改
革
大
綱
策
定

・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
元
気
ワ
イ
ワ
イ
・

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
南
河
内
」
発
足
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

天
平
の
花
ま
つ
り
は
今
年
で
何
回
目
？
①
10
回
目

②
37
回
目

③
１
０
０
回
目

問
1

・
市
内
の
小
中
学
校
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

・
行
政
改
革
大
綱
策
定

・
児
童
表
彰
条
例
（
子
ほ
め
条
例
）
に
基
づ
く
児
童
表

彰
実
施

・
箕
輪
橋
開
通

・
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
発
行

・
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
開
館

・
甲
塚
古
墳
か
ら
発
掘
さ
れ
た
馬
形
埴
輪
の
愛
称
が

「
こ
う
ち
ゃ
ん
」
と
「
甲
（
か
ぶ
と
）
く
ん
」
に
決
定

・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
し
も
つ

け
」
策
定

・
グ
リ
ム
の
館
で
「
第
１
回
グ
リ
ム
の
森
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
（
主
催
：
下
野
市
ウ
ィ
ン
タ
ー
活
性
化
推
進

協
議
会
）
」
開
催

平
成
20
年

・
フ
ァ
ミ
リ
エ
下
野
教
育
運
動
実
施

・
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
作
成

・
総
合
計
画
基
本
構
想
・
前
期
基
本
計
画
策
定

・
Ｊ
Ｒ
石
橋
駅
西
口
エ
レ
ベ
ー
タ
完
成

・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
開
設

・
育
児
マ
マ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
利
用
券
交
付
開
始
。

こ
ん
に
ち
は
赤
ゃ
ん
全
戸
訪
問
開
始

・
市
民
体
育
祭
に
「
キ
ン
ボ
ー
ル
大
会
」
「
テ
ィ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」
の
２
種
目
大
会
が
加
わ
る

・
健
康
し
も
つ
け
21
プ
ラ
ン
（
第
１
次
下
野
市
健
康
増

進
計
画
）
策
定

・
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
創
設

・
下
野
教
科
書
セ
ン
タ
ー
設
置

・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
夢
く
ら
ぶ
国
分

寺
」
発
足

・
生
涯
学
習
推
進
計
画
策
定

・
石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー
改
修
整
備
完
了

・
市
税
等
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
納
付
開
始

・
が
ん
検
診
に
係
る
費
用
を
公
費
負
担

・
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
助
成
開
始

・
子
宮
頸
が
ん
Ｈ
Ｐ
Ｖ‒

Ｄ
Ｎ
Ａ
併
用
検
診
開
始

・
天
平
の
丘
公
園
子
宝
橋
改
修

・
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
デ
ー
タ
放
送
開
始

・
市
議
会
議
員
が
24
人
か
ら
21
人
に

・
し
も
つ
け
ま
ち
づ
く
り
市
民
大
学
開
始

・
庁
舎
建
設
基
本
構
想
策
定

・
下
古
山
土
地
区
画
整
理
事
業
完
了
に
よ
り
「
下
古

山
（
一
丁
目
~
三
丁
目
）
、
文
教
（
一
丁
目
~
三
丁

目
）
」
誕
生

・
河
川
防
災
カ
メ
ラ
、
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
防
災
カ
メ
ラ
設
置

・
小
山
北
桜
高
校
生
が
ト
ウ
サ
ワ
ト
ラ
ノ
オ
の
研
究
成

果
発
表

・
道
の
駅
の
名
称
が
「
道
の
駅
し
も
つ
け
」
に
決
定

・
市
に
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
開
設

・
学
校
教
育
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
開
設

・
道
の
駅
し
も
つ
け
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
カ

ン
ピ
く
ん
」
誕
生

・
長
田
橋
開
通

平
成
23
年

・
第
５
回
下
野
市
天
平
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
増
田
明
美
選

手
招
待

・
市
制
５
周
年
記
念
下
野
市
民
音
楽
祭
開
催

・
市
民
活
動
支
援
サ
イ
ト
「
Ｙ
ｏ
ｕ

が
お
ネ
ッ
ト
」

オ
ー
プ
ン

・
生
涯
学
習
情
報
誌
「
エ
ー
ル
」
発
行
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市制10周年〔 年表〕

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
②

ス
テ
ー
ジ
出
演
者
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
20
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

・
道
の
駅
し
も
つ
け
オ
ー
プ
ン

・
Ｊ
Ｒ
石
橋
駅
東
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
成

・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
助
成
開
始

・
庁
舎
建
設
基
本
計
画
策
定

・
広
報
し
も
つ
け
震
災
特
集
号
発
行

・
天
平
の
丘
公
園
で
栃
木
県
植
樹
祭
開
催

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
開
設

・
第
１
回
し
も
つ
け
か
ん
ぴ
ょ
う
ま
つ
り
開
催

・
市
内
小
中
学
校
で
放
射
線
量
測
定
開
始

・
消
防
団
女
性
部
組
織

・
第
24
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

「
ス
ポ
レ
ク
〝
エ
コ
と
ち
ぎ

〞
２
０
１
１
」
キ
ン

ボ
ー
ル
大
会
開
催

・
テ
ー
マ
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

・
長
期
財
政
健
全
化
計
画
策
定

・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
「
お
で
か
け
号
」
運
行
開
始

平
成
24
年

・
環
境
基
本
条
例
制
定

・
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定

・
Ｊ
Ｒ
自
治
医
大
駅
東
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
成

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
の
改
正
に
よ
り
「
体
育
指
導
委

員
」
か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」
へ

・
下
野
市
地
産
地
消
応
援
団
設
置

・
市
民
活
動
補
助
事
業
開
始

・
天
平
の
花
ま
つ
り
に
亘
理
町
民
50
名
招
待

・
下
野
市
ト
ウ
サ
ワ
ト
ラ
ノ
オ
保
存
会
設
立

・
国
指
定
史
跡
下
野
国
分
寺
跡
（
仮
オ
ー
プ
ン
）
現
地

説
明
会
開
催

・
「
夕
顔
の
し
ず
く

下
野
の
お
い
し
い
水
」
完
成

・
ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル
棟
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

・
ゆ
う
ゆ
う
館
露
天
風
呂
オ
ー
プ
ン

・
学
校
適
正
配
置
基
本
計
画
策
定

・
Ｊ
Ｒ
自
治
医
大
駅
西
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
成

こ
れ

に
よ
り
、
市
内
Ｊ
Ｒ
３
駅
す
べ
て
の
東
西
口
及
び
駅
構

内
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
が
完
了

平
成
26
年

・
こ
ど
も
通
園
セ
ン
タ
ー
け
や
き
オ
ー
プ
ン

・
学
校
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
設

・
下
野
ブ
ラ
ン
ド
７
件
認
定

・
石
橋
・
古
山
小
学
校
屋
内
運
動
場
完
成

・
「
下
野
市
職
員
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
全
員

受
講
大
作
戦
！
」
が
行
わ
れ
、
市
役
所
全
職
員
が
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に

・
自
治
基
本
条
例
制
定

・
甲
塚
古
墳
か
ら
機
織
形
埴
輪
な
ど
の
形
象
埴
輪
群
出

土
・
天
平
の
丘
公
園
に
山
高
神
代
桜
が
咲
き
日
本
三
大
桜

の
子
孫
樹
が
揃
う

・
歯
及
び
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
制
定

・
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
の
コ
ン
ポ
ス
ト
の
引
き
取

り
事
案
訴
訟
に
つ
い
て
和
解
成
立

・
広
報
し
も
つ
け
１
０
０
号

・
下
野
国
分
寺
跡
保
存
整
備
事
業
完
成
記
念
式
典
・
記

念
公
演
「
し
も
つ
け
薪
能
」
開
催

・
市
議
会
議
員
が
21
人
か
ら
18
人
に

・
新
庁
舎
建
設
工
事
起
工
式

・
髙
藤
直
寿
選
手
下
野
市
後
援
会
設
立

・
栃
木
県
・
下
野
市
総
合
防
災
訓
練
実
施

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
策
定

・
第
１
回
下
野
市
中
学
生
平
和
派
遣
団
を
広
島
に
派
遣
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
特
命
課
長
に
任
命
さ
れ
た
の
は
誰
？

問
2

・
第
１
回
グ
リ
ム
の
森
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

・
広
報
し
も
つ
け
の
紙
面
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

・
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
策
定

・
第
１
回
下
野
市
産
業
祭
開
催

・
第
１
回
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
開
催

平
成
25
年

・
髙
藤
直
寿
選
手
が
市
民
栄
誉
賞
を
受
賞

・
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

・
高
齢
者
等
に
見
守
り
情
報
キ
ッ
ト
配
布

・
「
下
野
市
の
伝
説
」
作
成

・
第
２
次
長
期
財
政
健
全
化
計
画
策
定

・
環
境
基
本
計
画
策
定

・
石
橋
小
学
校
給
食
室
完
成

・
石
橋
・
国
分
寺
図
書
館
に
指
定
管
理
者
導
入

・
胃
ハ
イ
リ
ス
ク
検
査
導
入

・
下
野
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定

・
下
野
ブ
ラ
ン
ド
12
件
認
定

・
国
分
寺
西
小
学
校
を
小
規
模
特
認
校
に
指
定

・
成
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
費
助
成
開
始

・
香
川
県
高
松
市
と
歴
史
文
化
交
流
協
定
及
び
災
害
に

お
け
る
相
互
支
援
協
定
締
結

・
原
付
バ
イ
ク
等
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
交

付
開
始

・
一
般
社
団
法
人
下
野
市
観
光
協
会
設
立

・
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
番
組
「
し
も
つ
け
サ
タ
デ
ー
モ
ー
ニ
ン

グ
」
ス
タ
ー
ト

・
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
設
置

・
髙
藤
直
寿
選
手
が
下
野
市
長
特
別
賞
を
受
賞

・
新
庁
舎
建
設
造
成
工
事
開
始

・
市
議
会
基
本
条
例
施
行

・
関
東
道
の
駅
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
４
ベ
ス
ト
30
に
道
の

駅
し
も
つ
け
が
選
ば
れ
る

・
き
ら
ら
館
「
き
ら
ら
の
湯
」
廃
止

・
観
光
振
興
計
画
策
定

・
南
河
内
庁
舎
を
取
り
壊
し

・
第
27
回
全
国
健
康
福
祉
祭
と
ち
ぎ
大
会
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
栃
木
２
０
１
４
」
囲
碁
交
流
大
会
開
催

・
下
野
ブ
ラ
ン
ド
１
件
認
定

平
成
27
年

・
自
治
基
本
条
例
情
報
紙
「
ら
い
さ
ま
」
発
行

・
「
ま
ろ
に
☆
え
~
る
」
瓜
田
瑠
梨
へ
下
野
市
特
別
住

民
票
交
付

・
小
中
学
校
耐
震
補
強
事
業
完
了

・
下
野
ブ
ラ
ン
ド
４
件
認
定

・
子
育
て
応
援
し
も
つ
け
っ
こ
プ
ラ
ン
策
定

・
産
業
振
興
計
画
策
定

・
古
山
小
学
校
給
食
室
完
成

・
し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン

・
薬
師
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
着
工

・
第
１
回
下
野
市
総
合
教
育
会
議
開
催

・
全
小
学
校
の
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
完
了

・
プ
レ
ミ
ア
ム
20
共
通
商
品
券
発
売

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
ス
タ
ー
ト

・
下
野
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

・
下
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
策
定

・
第
１
回
下
野
市
菊
花
展
開
催

・P
e
p
pe
r

が
下
野
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
特
命
課

長
に
任
命

・
下
野
ブ
ラ
ン
ド
３
件
認
定

・
下
野
市
国
際
交
流
協
会
ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定

Shimotsuke
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Sh im o ts u k e -Ci ty  To p i c s まち の話題

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】P

e
p
p
e
r

下
野
市
の
魅
力
を
全
力
で
お
伝
え
し
ま
す

平成27年度 秋の叙勲、 危険業務従事者叙勲、秋の褒章で、受賞されました。

おめでとうございます。

秋の叙勲・ 危険業務従事者叙勲・ 褒章のお知らせ

髙藤直寿選手
柔道グランドスラム東京優勝

11月８日に下野市商工会青年部

（ 岡本晃部長） が清掃活動を実施

しました。

青年部員15名が、下野市川中子

の岡本部長を中心に第４回下野市

産業祭終了後の大松山運動公園を

清掃しました。 落ちているごみは

少なく 、来場者の方の環境意識の

高さを伺う機会となりました。 今

後も綺麗で、より住みよい街とな

る様に地域貢献活動を続けていき

ますのでご協力をお願いします。 12月４日に、東京都渋谷区の東京体育館で行われた「 柔道グランドスラ

ム東京2015」 において、本市出身の柔道家、髙藤直寿選手（ 東海大４年）

が男子60キロ級に出場し、見事優勝を果たしました。

準決勝では当時世界ランク１位のキムウォンジン選手（ 韓国）、決勝では

2014年世界選手権準決勝で屈したム

ドラノフ選手（ ロシア） と対戦し、

厳しい組み合わせでしたが、隙のな

い柔道で圧倒し、来年のリオデジャ

ネイロオリンピック出場へ大きく 前

進しました。今後の更なる活躍を期

待しています。

島田シンさん（ 大正4年10月生） が百歳を迎えられ、市長より祝詞とお

祝いの品を贈呈しました。

島田さんは、小学校の教員として、 30年

勤めておられました。 今は施設の皆さんと

テレビを見たりお話をしたりしています。

長生きの秘訣は、勉強になるのでたく さん

の人と話すこととおっしゃってました。

いつまでもお元気でお過ごしく ださい。

まちの話題
清掃活動を実施しました

百歳おめでとう ございます

昭和55年に下野市消防団に入団

し、長年にわたり消防団活動に尽力し、

現下野市消防団副団長を務めていま

す。

1968年県庁に入庁し、総務部長、

副知事を歴任しました。現在は、とち

ぎメディカルセンター理事長を務めて

います。

昭和37年に栃木県警察官となり、

主に刑事畑で県民の安心安全を守る

ことに貢献しました。平成15年に栃木

署で警部として退職しました。

岡本 忠士 氏麻 生 利 正 氏 髙 橋 邦 好 氏

藍綬褒章（ 消防功績）瑞宝中綬章（ 地方自治功労） 瑞宝双光章（ 警察功労）

Shimotsuke
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S h i m o t su k e - C i t y  T o p i cs ま ち の話題

ズ
イ
ク
け
つ
も
し

3

高齢者見守りネット ワーク事業調印式
事業の協定書調印式を開催しました

全国障がい者スポーツ大会優勝
2015紀の国わかやま大会

栃木県更生保護事業関係顕彰式で表彰

高齢者の安心・ 安全な地域づく りのため、 地域で

活動している団体、 企業、 高齢者と接する機会を有

する関係者が連携し、 地域全体で見守り活動を取り

組んでいます。

この事業において新聞販売店、 電力会社、 宇都宮

農業協同組合・ 小山農業協同組合等28事業所の協力

団体に加え、新たに日本郵便株式会社（ 市内6郵便局）

にご賛同いただき、 11月9日、 協定書調印式を行い

ました。

今後も事業者のご協力をいただき、 さりげない見

守り・ 声かけによ

り 地域の高齢者が

孤立し ないよう 、

住み慣れた地域で

安心して暮らし 続

けるよう 取り 組ん

でまいります。

第15回全国障がい者スポーツ大会が10月に和歌山

県で開催され、 卓球の部において藤沼さんが栃木県

代表として出場し、 見事優勝されました。

また、 昨年度長崎で開催された全国障がい者ス

ポーツ大会（ 県代表で出場） も優勝しており、 大会

二連覇を達成し まし

た。

藤沼さ んは、 11月

に市長へ報告に訪れ、

「 全国大会で優勝する

のは大変だった。 今

後も練習を重ね、 他

の大会でも優勝でき

るよう にがんばり た

い。」 と抱負を述べま

した。

11月18日、宇都宮グランドホテルで、更生保護事業に功績のあった

方に対しての表彰で、下野市の保護司７名、更生保護女性会会員８

名の15名の方が受彰されました。また、式典で第65回「 社会を明るく

する運動」 作文コンテスト 小学生の部で最優秀賞を受賞した石橋小

学校の本間風和里さんが、受賞作文を朗読発表しました。

今後の更生保護活動に対しても益々のご活躍を期待しております。

おめでとうございました。 　（ 敬称略）

■全国保護司連盟理事長表彰 中嶋孝子

■日本更生保護女性連盟会長表彰 諏訪美津枝

■関東地方更生保護委員会委員長表彰 永井克美、松本賢

■関東地方更生保護委員会委員長感謝状 上野雪子

■関東地方保護司連盟会長表彰 牧野角三郎 ■宇都宮保護観察所長表彰 荒川直男

■宇都宮保護観察所長感謝状 木村てる子、直井みつえ、中島アサ

■栃木県保護司会連合会長表彰 高橋享司、武田邦顕

■栃木県更生保護女性連盟会長表彰 関谷ト シ子、舘野幸子、藤田京子

11月14日早朝から、地元自治会や各種団体などから、 263名のご協力をいた

だき、姿川（ 市内総延長15㎞） のクリーン作戦を行いました。当日はあいにく

の雨でしたが、たく さんの皆さまにお集まりいただきました。

ごみの量は台風の影響もあり、例年よりも多い印象でしたが、参加された皆

さまのご協力で多くのごみを集めることができました。ありがとうございました。

きれいな場所にはごみは捨てにく いものです。今後も良好な河川環境の実

現のため、皆さまのご協力をお願いします。

第14回姿川クリーン作戦

Shimotsuke
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合
計
特
殊
出
生
率
の
向
上
、
本

市
で
今
後
も
子
育
て
を
し
て
い

き
た
い
と
思
う
保
護
者
の
割
合

の
増
加
を
図
り
ま
す
。

基
本
目
標
④

安
心
な
く
ら
し

を
守
り
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま

ち
を
つ
く
る

市
民
が
「
下
野
市
に
住
ん
で

い
て
幸
せ
」
で
あ
る
と
思
え
る

施
策
・
事
業
の
展
開
に
よ
り
、

人
が
人
を
呼
ぶ
好
循
環
が
生
ま

れ
る
も
の
と
考
え
、
人
口
減
少

克
服
の
大
き
な
取
組
の
一
つ
と

し

て
、
「
市
民
の
幸
福
感
の
向

上
」
を
位
置
付
け
、
保
健
福
祉

の
充
実
、
教
育
文
化
の
振
興
、

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
生
活

環
境
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

市
民
自
ら
が
ま
ち
の
活
力
を
創

出
し
て
い
く
市
民
協
働
の
取
組

を
推
進
し
ま
す
。

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
検
索

方
法
は
、

「
下
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

↓
「
組
織
か
ら
探
す
」
↓
「
総
合

政
策
課
」
↓
「
地
方
創
生
」
↓
「
下

野
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
下
野
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
」

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎（
40
）５
５
５
０

■
４
つ
の
基
本
目
標

基
本
目
標
①

魅
力
的
で
安
定

し
た
雇
用
を
創
出
す
る

産
業
振
興
計
画
に
基
づ
く
新

た
な
産
業
の
誘
致
・
育
成
、
新

規
就
農
者
へ
の
支
援
等
若
年
世

代
の
定
住
を
促
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
生
産
年
齢
人
口
の
維
持

を
図
り
ま
す
。

（
ア
）
商

工
業
に
よ
る
躍
進
す

る
ま
ち
づ
く
り

（
イ
）
地
域
の

特
性

を
活

か
し

た
農
業
・
農
村
づ
く
り

基
本
目
標
②

東
京
圏
か
ら
の

新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る

土
地
利
用
の
推
進
、
居
住
環

境
の
整
備
、
市
の
魅
力
を
積
極

的
に

発
信
す

る
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
等
に
よ
り
、

転
入
者
の
増
加
、
観
光
入
込
客

数
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

（
ア
）
快
適
に
住

み
続
け
ら
れ

る
住
環
境
、
緑
環
境
、
交

通
環
境
、
水
環
境
づ
く
り

（
イ
）
魅
力

あ
ふ
れ
る
観
光
ま

ち
づ
く
り

（
ウ
）
交
流
の
促
進
と
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

基
本
目
標
③

若
い
世
代
の
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を

か
な
え
る

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
等
に
よ
り
、

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
3
つ

小
金
井
駅
、
自
治
医
大
駅
、
石
橋
駅
そ
れ
ぞ
れ
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
は
放
置
せ
ず
駐
輪
場
に
停
め
ま
し
ょ
う
。

本
市
の
人
口
は
、
合
併
以
来

増
加
傾
向
で
あ
り
ま
し
た
が
、
近

年
は
自
然
減
や
社
会
減
が
見
受

け
ら
れ
、
将
来
の
人
口
推
計
に
よ

る
と
、
今
後
は
少
子
高
齢
化
が

進
み
人
口
減
少
に
転
じ
る
も
の
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も「
人
口
減
少
」

は
、
今
後
直
面
す
る
大
き
な
課

題
で
あ
り
、
人
口
問
題
に
関
す
る

市
民
の
認
識
の
共
有
を
図
る
と
と

も
に
、
そ
の
克
服
に
向
け
、
一
層

活
力
あ
る
地
域
社
会
を
創
生
し

て
い
く
た
め
の
取
組
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
」
に
基
づ
き
、
本
市

の
人
口
の
現
状
と
将
来
展
望
を

提
示
す
る
「
下
野
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
、
今
後
５
か
年
の
目
標
や

基
本
的
方
向
、
具
体
的
な
施
策

を
ま
と
め
た
「
下
野
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を

策
定
し
ま
し
た
の
で
、
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
人
口
の
将
来
推
計
及
び
人
口

の
将
来
展
望

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
デ
ー
タ
に
基
づ
く
人
口

推
計
に
よ
る
と
、
本
市
の
人
口

は
２
０
６
０
年
４
０
ʼ
７
０
３
人

（
２
０
１
０
年
国
勢
調
査
時
人
口
：

５
９
ʼ
４
８
３
人
）、
年
齢
３
区

分
別
に
お
け
る
老
年
人
口
の
割

合
は
37
・
9%

（
２
０
１
０
年
国

勢
調
査
時
割
合
：
19
・
１
%
）
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
本
市
は
、
自
然
環
境
・

交
通
環
境
・
居
住
環
境
・
医
療

「
下
野
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
及
び
「
下
野
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
ま
し
た

環
境
の
充
実
に
加
え
、
多
様
で

豊
か
な
地
域
資
源
を
有
す
る
な

ど
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
高
い
こ
と
か

ら
、
本
市
の
目
指
す
べ
き
将
来
の

方
向
を
定
め
、
そ
の
た
め
の
４
つ

の
基
本
目
標
を
設
定
し
、
人
口
減

少
克
服
、
地
方
創
生
、
地
域
活

性
化
に
向
け
た
施
策
・
事
業
を

展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
口
の

将
来
展
望
と
し
て
、
２
０
６
０
年

の
人
口
を
５
４
ʼ
２
４
２
人
（
現

在
の
約
9
％
減
）
、
老
年
人
口
比

率
を
29
・
6
％
と
推
計
し
て
い
ま

す
。

■
本
市
の
目
指
す
べ
き
将
来
の

方
向

○
「
市
民
の
幸
福
感
の
向
上
」

本
市
の
恵
ま
れ
た
医
療
環
境
、

自
然
環
境
、
居
住
環
境
、
交
通

の
利
便
性
等
の
強
み
を
活
か
し
、

「
下
野
市
に
住
ん
で
い
て
幸
せ
」

で
あ
る
と
思
え
る
施
策
・
事
業

に
よ
り
、
定
住
促
進
、
出
生
率

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

○
「
人
や
企
業

に
選
ば
れ
る
自

治
体
」

多
彩
で
豊
富
な
地
域
資
源
を

活
か
し
、
地
域
の
魅
力
向
上
と

雇
用
の
拡
大
に
つ
な
げ
、「
人

や
企
業
に
選
ば
れ
る
」
施
策
・

事
業
の
展
開
に
よ
り
、
本
市
へ

の
定
住
を
促
進
す
る
新
た
な
人

の
流
れ
を
創
出
し
ま
す
。

Shimotsuke
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
る
日
本
酒
「
獺
祭
（
だ
っ
さ
い
）」
の
原
料
と
な
る
酒
米
の
種
類
は
？
①
吉
田
錦

②
佐
藤
錦

③
山
田
錦

問
4

市の知名度やイメージを高める「 特産品」「 文化財等地域資源」 等を「 下野ブランド」 として認定します。

現在までに認定された27件のブランド品は、市内外に広く PRしているところですが、これらに続く 下野

ブランド認定品を募集しますので、たく さんのご応募をお待ちしています。

下野ブランド 「 市民サポーター」 を募集しています！

下野市を盛りあげたいという方なら、どなたでもサポーターになれます。

特典として会員証･ピンバッジのほか、季節のイベント情報を配信しています。

登録･年会費は無料です。詳しく はお問い合わせく ださい。

■認定の対象
⑴特産品
①一次産品、加工品、工芸品
下野市で生産、製造、加工されたもの及び本市の

生産物を材料として製造、加工されたもの

②市内産業の製品・ 技術
下野市内の事業所で製造された製品または技術

⑵文化財等地域資源
・ 歴史的遺産、文化的な行事・ 祭事・ 芸術・ 芸能・ 施

設、観光資源、自然、景観及び取組等

・ 本市に存するものまたは伝承されているもの

■認定期間
・一次産品、加工品、工芸品 平成31年3月まで

・ 市内産業の製品・ 技術 平成33年3月まで

・ 文化財等地域資源 無期限

■ブランド認定品の取り扱い
　「 市ホームページや広報紙への掲載」「 市内外イベ

ントでのＰＲ・ 販売」「 道の駅、観光協会によるＰＲ・

販売」 などを行います。

■審査基準
・ 下野らしさ（ 市内で生産された素材を活用している

かなど）

・ 独自性・ 希少性

・ 信頼性・ 安全性(一定の品質を有しているかなど)

・ 市場性・ 将来性（ 生産・ 販路拡大等に意欲的な取

組みを行っているかなど）

・ 普遍性（ 魅力を感じる、リピーターが期待できるなど）

・ 話題性（ 下野市のイメージ向上が見込まれるかなど）

■応募・ 問い合わせ先
1月20日㈬までに、申請書（ 特産品） 及び推薦書（ 文

化財等地域資源） に必要事項を記入し、商工観光課

へ直接持参のうえ提出してください。

申請書及び推薦書は、商工観光課（ 南河内図書館

２階）、国分寺庁舎・ 石橋庁舎市民課窓口で配布して

います。（ 市ホームページでもダウンロードできます。）

商工観光課 ☎　 （ 48）2112
 http://www.city.shimotsuke.lg .jp

石橋江戸神輿 小川 政次 氏

工芸技術本場結城紬特産品

下野ブランド

ロゴマーク
ブランド認定品には

このマークが付いて

います！
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
③

昨
年
か
ら
下
野
市
の
山
田
錦
が
獺
祭
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
税
に
関
す
る
標
語
」
の

表
彰11

月
12
日
、
公
益
社
団

法
人
栃
木
法
人
会
石
橋
地

区
会
主
催
の
入
選
作
品
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
選
作
品
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
略
）

○
栃
木
税
務
署
長
賞

古
山
小
学
校
６
年

若
松

す
ず
穂

「
税
金
を

納
め
て
築
く

明
る
い
社
会
」

○
下
野
市
長
賞

石
橋
小
学
校
６
年

田
﨑

祥
吾

「
税
金
は

明
る
い
未
来
を創

っ
て
る
」

○
下
野
市
教
育
長
賞

石
橋
小
学
校
６
年

小
野
澤

拓
海

「
税
金
は

な
い
と
こ
ま
る
ね

こ
れ
か
ら
も
」

○（
公
社
）栃
木
法
人
会
長
賞

石
橋
小
学
校
６
年

岸

裕
季

「
安
心
だ

生
活
と
夢

守
る
税
」

な
お
、
そ

の
他
の
法
人

会
石
橋
地
区

会
長
賞
等
作

品
は
、
国
分

寺
庁
舎
１
階

ロ
ビ
ー
に
掲

示
し
て
い
ま

す
。

国
税
庁
長
官
賞
を
受
賞

11
月
16
日
、
栃
木
市
商
工
会
議
所
に
お

い
て
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
・
国

税
庁
主
催
の
中
学
生
「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」
募
集
で
、
市
内
中
学
生
の
作
品
が
各

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

○
国
税
庁
長
官
賞

南
河
内
第
二
中
学
校
一
年

星

愛
優
香

「
姉
の
命
を
あ
り
が
と
う
」

○
栃
木
県
議
会
議
長
賞

石
橋
中
学
校
三
年

塚
田

日
南
子

「
新
し
い
学
校
が
で
き
る
」

○
栃
木
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

南
河
内
第
二
中
学
校
三
年

小
西

健
太

「
税
金
へ
の
関
心
」

○
下
野
市
長
賞

国
分
寺
中
学
校
三
年

檜
山

杏
奈

「
税
を
通
し
て
」

税のお知らせ

償
却
資
産
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く
！

償
却
資
産
と
は
、
土
地
、
家
屋
以
外
の

事
業
に
使
用
す
る
資
産
で
、
会
社
（
法
人
）

や

個
人
で
工
場
や
商
店
ま
た
は
駐
車
場
な

ど
を
経
営
し
て
い
る
方
が
事
業
の
た
め
に

用
い
て
い
る
構
築
物
、
機
械
、
器
具
・
備

品
な
ど
で
す
。

毎
年
1
月
1
日
現
在
で
償
却
資
産
を
所

有
す
る
方
は
、
法
令
に
基
づ
き
、
資
産
の

名
称
、
取
得
時
期
、
価
格
な
ど
を
市
に
申

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

償
却
資
産
の
申
告
期
限
は
、
2
月
1
日

ま
で
で
す
。
対
象
と
な
る
資
産
を
所
有
す

る
方
は
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
（
資

産
に
増
減
が
な
い
場
合
も
、
申
告
は
必
要

で
す
。）

昨
年
中
に
新
し
く
設
立
し
た
事
業
所
や
、

引
き
続
き
申
告
が
必
要
な
事
業
所
な
ど
に

対
し
て
、
昨
年
12
月
中
に
申
告
案
内
を
送

付
し
ま
し
た
。
申
告
案
内
が
届
い
て
い
な

い
場
合
や
、
新
た
に
申
告
す
る
た
め
申
告

用
紙
が
必
要
な
方
は
、
税
務
課
資
産
税
グ

ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
告
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電

子
申
告
「e

‐T
A
X

」
も
利
用
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
は
、
個
人

で
設
置
し
た
場
合
で
も
10

以
上
の
設
備

は
、
償
却
資
産
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
（
建

材
型
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
で
、
屋
根
材
と
し

て
家
屋
の
評
価
に
含
ま
れ
た
も
の
は
除
き

ま
す
。）

正
当
な
理
由
な
く
申
告
し
な
い
場
合
や
、

虚
偽
の
申
告
を
し
た
場
合
は
、
過
料
な
ど

の
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

ご
不
明
な
場
合
は
税
務
課
資
産
税
グ
ル
ー

プ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

☎
（
40
）
５
５
５
4

資産種類 内容

1
構築物

看板、 フェンスなど土地に定

着する工作物

2 機械及び

装置

印刷機械、太陽光発電設備、

建設機械などの機械装置

3 船舶 一般船舶、貨物船、漁船など

4 航空機 飛行機、ヘリコプターなど

5
車両及び

運搬具

運搬車、大型特殊自動車など

(自動車税や軽自動車税の課
税対象は除く 。 )

6 工事、器具

及び備品

エアコン、パソコン、冷蔵庫、

通信設備など

税のお知らせ

■問い合わせ先
税務課 ☎　 （ 40）5554

左から星さん、塚田さん、小西さん、 檜山さん
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所得税・ 市県民税申告相談のお知らせ

平成27年分の所得税及び復興特別所得税、 贈与税、 個人事業者の消費税及び地方消費税の申告相談及び申

告書の受付を下記のとおり行います。

確定申告会場は大変混雑し、 長時間お待ちいただく ことが予想されます。 申告書はご自分で作成して、 で

きるだけお早めに提出してく ださい。

※土・ 日曜日は開設していません。
※開設期間中は栃木税務署庁舎では申告相談を行っていませんのでご注意く ださい。
※申告会場では現金納付の窓口業務は行っていませんのでご了承く ださい。
※栃木商工会議所への直接のお問い合わせはご遠慮く ださい。
※申告会場の駐車場は、 混雑が予想されますので、 お車でのご来場はなるべく ご遠慮く ださい。

（ 注） 還付申告の方は、2月16日㈫以前でも税務署に申告書を提出することができます。

○確定申告書は自宅で作成できます
国税庁ホームページ「 確定申告書等作成コーナー」 をご

利用いただく と自宅等で確定申告書が作成できますので、

書面で印刷して送付またはｅ -Ｔ ａ ｘ で送信（ 事前準備が必

要） のいずれかでご提出く ださい。

栃木税務署からの
確定申告のお知らせです

■問い合わせ先 栃木税務署 ☎0282-22-0885

栃木税務署の確定申告会場は「 栃木商工会議所大ホール」です。

☆ 平成27年分の所得税及び
復興特別所得税の確定申告と納税  2月16日㈫～3月15日㈫

☆ 平成27年分の贈与税の申告と納税  2月   1日㈪～3月15日㈫

☆ 平成27年分の個人事業者の
消費税及び地方消費税の確定申告と納税 3月31日㈭まで

※税務署の閉庁日（ 土・ 日曜日・ 祝日等） は相談及び受付は行っていませんが、 申告書は郵便や信
書便による送付または税務署の時間外収受箱への投函により提出することができます。

税務署による申告相談 税理士会による申告無料相談

会 場 「 栃木商工会議所大ホール」　 栃木市片柳町２丁目１番46号

開設期間 2月16日㈫～ 3月15日㈫ 2月16日㈫～ 3月10日㈭

受付時間 午前9時～午後4時 午前9時～午後4時

確定申告書等

作成コーナー

をクリック

www.nta.go.jp

ここをクリック
国税庁
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所得税・ 市県民税申告相談のお知らせ

市県民税の申告と所得税の確定申告は３月15日㈫まで
市では、申告相談を以下のとおり行います。申告を忘れてしまいますと、「 各種証明書等を発行することができない」

「 国民健康保険税の軽減措置が受けられない」 等の支障をきたすことがあります。必ず期限内に申告してください。

平成28年度市県民税の
申告が始まります

■問い合わせ先 税務課 ☎４ ０ ‒５ ５ ５ ４

■申告相談に必要なもの
・ 印鑑

・ 前年中の収入金額と必要経費のわかる書類（ 事業所得の収支内訳書や給与・ 年金の源泉収票等）

・ 社会保険料（ 国民健康保険税、国民年金保険料等） の支払金額を証明するもの

・ 障害者控除を受ける方は、障害者手帳などその障害を証明するもの

・ その他各種控除を受ける方は、それらの証明書または領収書（ 医療費控除、住宅ローン控除等）

・ 銀行などの本人名義の口座番号（ 還付を受ける場合に必要です）

収支内訳書は帳簿等を基に事前に作成しておいてく ださい。

事前に作成されていない方は、 申告相談を受付できません。

※医療費は、領収書を集計し、『 医療費の明細書』（ 下野市や税務署または、 国税庁のホームページから入手
できます） に記入のうえ、領収書を持参して会場にお越しく ださい。

■その他
・ 例年、書類を忘れたり、持参せずに会場にお越しになる方が散見されます。必要な書類がないと、申告相談

ができませんので、必要な書類がそろっていることを事前に確認してから会場にお越しく ださい。（ 特に年金

の源泉徴収票をお忘れになる方が多数いらっしゃいます。年金を受給されている方はご注意く ださい。）

・ 譲渡所得（ 株式・ 土地等） の申告・ 青色申告・ 最初の年の住宅借入金等特別控除（ 住宅ローン減税） の申告・

リフォーム等各種住宅関係の申告・ 雑損控除の申告・ 過年度分の申告・ 贈与税の申告などをされる方は、栃木

税務署（ 栃木商工会議所大ホール） にて申告してく ださい。

○受付会場
　 ・ 南河内地区会場（ 南河内公民館会議室）

　 ・ 石橋地区会場（ 石橋庁舎3階会議室）

　 ・ 国分寺地区会場（ 国分寺庁舎隣 国分寺公民館内Ｉ Ｔ 研修室）

○受付期間

2月16日㈫～3月15日㈫（ 土・日を除く ）

受付時間は、午前の部は8時30分～11時、 午後の部は1時～3時30分です。

※午前中に受付の方でも、混雑状況により午後の受付とさせていただく 場合があります。
【 日程は別表（ 15ページ） のとおり】
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市県民税申告相談日程表

混雑緩和のために対象地区ごとに受付日を設けてありますので、

指定された日程での申告にご協力く ださい。

● 南河内地区会場（ 南河内公民館会議室）
受付日 対象地区 受付日 対象地区

２ ／16㈫～２ ／19㈮ 薬師寺・ 成田・ 町田 ２ ／29㈪～３ ／２ ㈬

本吉田・ 上吉田・ 下吉田

三王山・ 上川島・ 中川島

磯部・ 別当河原

２ ／22㈪～２ ／24㈬
仁良川・ 谷地賀
下文狹・ 田中

３ ／３ ㈭～３ ／８ ㈫ 祇園

２ ／25㈭～２ ／26㈮
上坪山・ 下坪山
東根・ 絹板・ 花田

３ ／９ ㈬～３ ／14㈪ 緑

３ ／15㈫ ※予備日

● 石橋地区会場（ 石橋庁舎 ３階会議室）
受付日 対象地区 受付日 対象地区

２ ／ 16㈫ 上大領 ３／１㈫～３／２㈬ 上古山・ 下長田

２ ／ 17㈬ 大光寺 ３／３㈭～３／４㈮ 文教

２ ／ 18㈭ 下石橋 ３／７㈪～３／ 11㈮ 下古山

２ ／ 19㈮～２  /25㈭ 石橋

３／ 14㈪
東前原・ 下大領
上台・ 大松山

２ ／ 26㈮ 花の木

２ ／ 29㈪ 中大領・ 細谷・ 橋本 ３ ／ 15㈫ ※予備日

● 国分寺地区会場（ 国分寺庁舎隣 国分寺公民館内Ｉ Ｔ 研修室）

受付日 対象地区 受付日 対象地区

２ ／ 16㈫～２ ／ 18㈭ 駅東・ 医大前・ 烏ケ森 ３／４㈮～３／７㈪ 国分寺・ 紫

２ ／ 19㈮～２ ／ 23㈫ 柴 ３／８㈫～３／ 11㈮ 川中子

２ ／ 24㈬～２ ／ 25㈭ 笹原・ 箕輪 ３／ 14㈪～３／ 15㈫ ※予備日

２ ／ 26㈮～３ ／３ ㈭ 小金井

所得税・ 市県民税申告相談のお知らせ

※予備日は、 市内の各申告会場で申告相談をしたが書類不備等で再度お越しいただく 方を中心に受付させていただきます。
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10
月
22
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、

平
成
27
年
度
市
政
懇
談
会
「
市
長

の
い
き
い
き
タ
ウ
ン
ト
ー
ク
」
を

市
内
3
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
3
日
間
で

延
べ

１
４
９
名
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
参

加
さ
れ
、
市
政
に
対
す
る
多
く
の

ご
意
見
・
ご
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
は
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
い
か
し
て
い

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎（
40
）５
５
５
０

ご
意
見
と
市
の
回
答
一
部
（
要

約
）
を
紹
介
し
ま
す
。

全
て
の
一
覧
は
、
総
合
政
策
課

（
国
分
寺
庁
舎
2
階
）及
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

災
害
時
の
情
報
伝
達
を

Q
９
月
の
豪
雨
の
際
に
、
屋
外
拡

声
器
等
を
通
じ
て
周
知
を
徹
底
し

て
ほ
し
い
。

A
９
月
の
豪
雨
で
は
、
深
夜
時

間
帯
で
あ
っ
た
た
め
、
屋
外
拡
声

器
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
、

使
用
せ
ず
、
地
域
消
防
団
の
力
添

え
の
下
、
状
況
確
認
を
含
め
て
個

別
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
屋
外
拡
声
器
に
よ
る

情
報
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
聞
き
づ
ら
い
等
、
内

容
等
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
今
後
、
検
証
を

行
い
な
が
ら
皆
さ
ま
に
安
全
な
情

報
伝
達
が
行
え
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

文
化
芸
術
施
設
の
建
設
は
？

Q
文
化
芸
術
施
設
の
建
設
計
画
は

検
討
委
員
会
で
検
討
す
る
よ
う
だ

が
そ
の
後
の
経
過
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

A
昨
年
、
教
育
委
員
会
で
、
文
化

芸
術
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
検
討

が
な
さ
れ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
必
要
で
あ
る
が
6

割
、
必
要
で
な
い
が
4
割
で
し
た
。

文
化
芸
術
推
進
の
た
め
に
、
文

化
芸
術
施
設
の
建
設
は
重
要
で

あ
る
と
は
思
わ
れ
ま
す
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
、
併
せ
て
建
設
費
及

び
維
持
管
理
費
を
勘
案
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
事
業
の
採
算
性
の
面
に

お
い
て
民
間
の
力
を
活
用
し
た
施

設
の
建
設
、
運
営
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
後
、
慎

重
に
調
整
と
検
討
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

空
き
家
対
策
は
？

Q
空
き
家
に
お
け
る
所
有
者
の
管

理
が
、
徹
底
さ
れ
る
よ
う
条
例
化

す
る
な
ど
明
確
に
し
て
ほ
し
い
。

A
市
内
の
空
き
家
調
査
を
昨
年
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
約
３
６
０
前
後

の
空
き
家
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、

管
理
さ
れ
て
い
る
も
の
、
管
理
さ

れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

市
長
の
い
き
い
き
タ
ウ
ン
ト
ー
ク
を

開
催
し
ま
し
た

国
で
は
、
空
き
家
対
策
の
法
律

が
施
行
さ
れ
、
こ
の
法
律
に
改
善

命
令
や
罰
則
が
規
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
市
に
お
い
て
も
、
法

律
に
基
づ
き
対
応
を
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

現
在
、
「
特
定
空
き
家
の
認
定
作

業
」
の
ル
ー
ル
化
を
図
り
、
現
地

調
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
「
特
定

空
き
家
」
と
い
う
管
理
さ
れ
て
い

な
い
空
き
家
を
特
定
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
今
後
、
具
体

的
な
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
長
と
い
き
い
き
ラ
ン
チ
ト
ー

ク
随
時
受
付
中
！！

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
長

と
ラ
ン
チ
を
食
べ
な
が
ら
気
軽
に

話
し
合
い
し
ま
せ
ん
か
？

家
庭
の
食
卓
で
す
る
よ
う
な
話

そ
ん
な
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合

い
市
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
ま
た
は

市
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
大

学
生
以
上
の
5
~
10
人
の
団
体
や

グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎(

40)

５
５
５
０

日 時 会 場 参加者 意見要望

10月22日㈭

午後7時～
国分寺公民館 53名 9件

10月23日㈮

午後7時～
南河内公民館 45名 5件

10月24日㈯

午前10時～

保健福祉センター

きらら館
51名 5件

合 計 149名 19件

ご意見・ ご要望等の内訳

生活基盤・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・   4件

生活環境・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・   5件

保健・ 福祉・ ・ ・ ・ ・ ・ ・   3件

教育・ 文化・ ・ ・ ・ ・ ・ ・   4件

市民生活・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・   3件

合計・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 19件
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低
所
得
者
層
の
子
育
て
支
援
は

Q
低
所
得
者
層
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
、
貧
困
と
向
き
合
っ
て
い

る
子
育
て
世
代
に
対
し
ど
の
よ
う

な
取
組
を
し
て
い
る
の
か
。

A
学
校
に
お
き
ま
し
て
は
、
要
保

護
・
準
要
保
護
制
度
を
活
用
し
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
関
し
て
の

経
費
の
補
助
、
教
育
補
助
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

内
訳
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
平

成
27
年
4
月
現
在
で
要
保
護
の
児

童
・
生
徒
は
小
中
学
校
で
約
20
名
、

準
要
保
護
に
つ
き
ま
し
て
は
、
約

１
０
６
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
児
童
・
生
徒
も
学
校

へ
通
学
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
50
日
以
上
学
校

に
登
校
で
き
な
い
児
童
・
生
徒
が

40
名
程
度
お
り
ま
す
が
、
市
で
は

ス
マ
イ
ル
教
室
を
活
用
し
、
児
童
・

生
徒
と
向
き
あ
う
よ
う
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
生
活
困
窮
家
庭
で
は
、

準
要
保
護
を
活
用
し
て
お
り
ま
す

が
、
義
務
教
育
終
了
後
の
進
学
が

不
利
な
状
況
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
市
で
は
、「
寺
子
屋
か
が

や
き
」
と
い
う
学
習
支
援
事
業
を

実
施
し
て
お
り
、
市
在
住
の
教
職

員
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
学
習
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
こ
の
会
場
は
現
在
石
橋

地
区
一
か
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
今
後
、
参
加
者
を
多
く
受
け
入

れ
る
上
で
会
場
を
増
や
す
な
ど
工

夫
を
し
な
が
ら
充
実
し
て
ま
い
り

ま
す
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

運
行
状
況
は
？

Q
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
利
用
し
て
い

る
の
だ
が
、
乗
降
経
路
が
わ
か
ら

ず
病
院
の
予
約
時
間
に
遅
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
運

転
手
の
対
応
が
統
一
さ
れ
て
お
ら

ず
不
愉
快
な
思
い
を
し
た
。
運
行

状
況
を
示
し
て
ほ
し
い
。

A
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て

は
、
23
年
か
ら
始
ま
り
当
初
の
利

用
者
は
１
，４
６
０
人
、
26
年
度

現
在
は
２
，６
７
０
人
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

運
行
に
つ
い
て
は
、
朝
7
時
か

ら
夕
方
5
時
の
時
間
帯
で
1
時
間

に
1
便
で
巡
行
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
運
行
の
予
約
時
間
に

来
な
い
な
ど
苦
情
が
で
て
お
り
ま

す
が
、
運
転
手
に
確
認
し
た
結
果
、

利
用
者
の
8
割
が
高
齢
者
の
方
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
乗
降
の
際
の

介
添
え
等
で
時
間
を
費
や
す
場
合

が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

市
で
は
、
乗
降
の
際

に
は
丁

寧
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
、
市
の

方
針
で

あ
り
ま
す
の
で
運
行
時

間
枠
で
の
遅
れ
が
出
て
い
る
の
は

現
状
で
す
。
デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
タ

ク
シ
ー
は
異
な
る
も
の
で
す
の
で
、

ご
予
約
さ
れ
る
際
に
は
、
時
間
に

余
裕
を
持
っ
て
予
約
さ
れ
ま
す
よ

う
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
運
転
手
の
対
応
で
す
が
、

ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
皆
さ
ま
が

快
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

委
託
し
て
い
る
交
通
事
業
者
に
随

時
、
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
現
在
、
市
で
は
交
通

会
議
の
中
で
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

運
行
形
態
の
在
り
方
、
利
用
時
間

帯
の
延
長
な
ど
の
意
見
等
を
踏
ま

え
つ
つ
、
見
直
し
を
含
め
て
、
今

後
よ
り
良
い
デ
マ
ン
ド
交
通
に
向

け
て
取
り
組
め
る
よ
う
、
計
画
を

策
定
し
、
新
た
な
交
通
体
系
で
皆

さ
ま
に
喜
ば
れ
る
よ
う
な
体
制
に

整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

放
射
能
の
測
定
は

継
続
し
て
い
る
の
？

Q
烏
ケ
森
調
整
池
で
は
、
釣
り
等

を
楽
し
む
方
が
い
る
。

市
民
の
安
全
安
心
の
た
め
、
調

整
池
の
放
射
能
測
定
を
継
続
し
て

ほ
し
い
。

A
烏
ケ
森
調
整
池
の
放
射
能
測
定

に
つ
き
ま
し
て
は
、
継
続
し
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

測
定
値
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基

準
値
以
下
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

調
整
池
の
土
砂
撤
去
の
際
に
、
放

射
能
測
定
を
実
施
い
た
し
ま
し
た

が
、
基
準
値
以
下
で
あ
り
ま
し
た

の
で
一
般
廃
棄
物
で
処
分
い
た
し

ま
し
た
。

今
後
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全

安
心
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を
周
知

し
て
ま
い
り
ま
す
。
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「 消費者力を 高めてつく ろう 安全・ 安心な地域社会を！」

■日時 1月31日㈰ 午前9時～午後１時30分

■場所 保健福祉センターきらら館（ 下古山1220）

■内容
・ 参加団体等による消費者情報や活動内容の展示、チラ

シ・ グッズの配布

・ 木工教室 先着50名（ 事前予約制： 農政課 TEL 48-2143

※市内在住の方のみ）
　・ 手づく りエコバッグ作成（ 先着50名） 、オリジナル缶

バッジ作成、ネームプレート 作成

※　 　 「 オリジナル缶バッジ作成」 には、直径35㎜の円に入

る写真・ イラストが必要です。

　・ 電気安全・ 省エネ相談、消費生活相談、水消火器体験・

煙道体験コーナー

　・ ゆずみそおでん、赤飯、やきそば、サンド イッチ、コ

ロッケ、太巻き、まんじゅう、クッキーなどの販売

　・ リサイクル品の展示、手作り陶芸品等の販売、刃物とぎ

■参加団体
環境課、都市計画課、農政課、消費生活センター、シルバー

人材センター、栃木県金融広報委員会、石橋消防署、下野

警察署、しもつけ環境市民会議、生活友の会、消費生活リーダー協議会、農村生活研究グループ協議会、関東

電気保安協会下野事業所、㈱かましん、NITE（ 独立行政法人製品評価技術基盤機構）

■タイムスケジュール
●９ :00 オープニングセレモニー
グリム保育園年長児の皆さんによる歌などの発表

●９ :30・ 12:15（ ２回公演）
　 　「 劇団らく りん座」 による消費者被害防止啓発劇「 タヌキとキツネがだまされた？」

●10:00 消費者啓発講演会
テーマ：「 最近の消費生活相談事例と成年後見制度について」

講師： 特定非営利活動法人とちぎ消費生活サポート ネット

代表 葛谷理子氏 司法書士 嶋田貴子氏

●11:45 防犯落語
テーマ：「 金持ちになる方法」

講師： 俺 家々スト ップ氏

※スタンプラリークイズを実施します！
※甘酒（ 11:15～・12:00～）、かんぴょう汁（ 11:30～）を無料配布します！
※カンピく んも来るよ♪

安全・ 安心な消費生活を目指し、生活に役立つ情報を集めて賢い消費者になりましょう！！

■主催 下野市・ 下野市消費者まつり実行委員会

■問い合わせ先 安全安心課 ☎　 （ 40）5555
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下野市では、市制10周年の記念事業として、市内の3つの道路で、これらの道路と周辺地区に愛着を持って

いただく ため、「 道路愛称」を募集します。分かりやすく 親しまれるような愛称、地域の特性を活かした愛称など、

皆さまからのたく さんのご応募をお待ちしてます。

■応募・ 問い合わせ先
下野市建設課　「 道路愛称」募集担当 あて

　〒329-0492 下野市小金井1127番地

☎　 （ 48）2113

（ 48）0011

 kensetsu@ city.shimotsuke.lg.jp

■募集期間
1月４日㈪～2月12日㈮　【 必着】

■応募資格
どなたでもご応募できます。

■応募路線
①市道1-5号線： 延長L=600ｍ
　（ JR石橋駅西口～文教通り）

県道鹿沼石橋線と石橋停車場線が移管されたこと

から、下野市道となりました。

石橋市街地の玄関口であり、通り沿いには、駅前

商店街や、石橋庁舎があります。

②市道2-13号線： 延長L=100ｍ
　（ JR自治医大駅西口～国道4号）

平成28年5月の新庁舎開庁に併せ、現在バリアフ

リー工事を行っています。

距離は短いですが、下野市の顔となる、新庁舎へ

のアクセス道路です。

③市道2-29号線： 延長L=200ｍ
　（ JR小金井駅東口～県道小山下野線）

小金井駅の東側市街地の玄関口です。

小金井郵便局や、下野市商工会へのアクセス道路

になっています。

■応募方法
　「 路線番号」「 愛称（ ふりがな）」「 理由」「 住所、氏名、

年齢、電話番号、職業等」を指定の応募用紙、または、

官製はがき・ 電子メ ール・ FAXに明記し、 応募し

てく ださい。

応募用紙・ 応募箱は、建設課（ 水道庁舎）及び国分

寺庁舎・ 石橋庁舎・ 南河内庁舎に設置します。

応募用紙は市ホームページからダウンロードする

こともできます。

■愛称名の選考について
道路愛称選定委員会で選考します。

採用作品に選ばれた方には、道の駅しもつけのお

買いもの券3,000円分を贈呈します（ 各路線3名まで）。

ただし、採用された愛称の応募者が多数いる場合は、

抽選となります。

■愛称の公表
愛称は、 5月中旬頃に市のホームページ、下野市

建設課及び、市民課窓口へ掲載し、公表します。

石
橋
駅

国
道
４
号

県
道
鹿
沼
下
野
線

（
文
教
通
り
）

大松山
運動公園

石橋小学校

石橋
高等学校

石橋庁舎

対象道路
（ 市道1-5号線）

対象道路
（ 市道2-29号線）
対象道路

（ 市道2-29号線）
至 国分寺東小

下野市商工会

小金井

郵便局

県道

小金井停車場線

小

金

井

駅

県
道
小
山
下
野
線

自
治
医
大
駅

対象道路
（ 市道2-13号線）
対象道路

（ 市道2-13号線）

市
道
２-

21
号
線

（
通
学
道
路
）

市道1-8号線（ 整備中）
県道下野二宮線

下野市

新庁舎

国
道
４
号

■■■「 道路愛称」を募集します！■■■
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花
ま
つ
り
ス
テ
ー
ジ

出
演
者
募
集
に
つ
い
て

第
37
回
天
平
の
花
ま
つ
り
の

ス
テ
ー
ジ
に
出
演
す
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

市

内
に

在
住
・
勤
務
す

る

個
人
及
び
団
体
。
（
内
容
は
演

舞
、
合
唱
、
合
奏
、
バ
ン
ド
演
奏
、

大
道
芸
な
ど
花
ま
つ
り
の
雰
囲

気
を
損
な
わ
な
い
も
の
）

■
応
募
方
法

出
演
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
下
野
市
観
光
協
会
（
オ

ア
シ
ス
ポ
ッ
ポ
館
内
）
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
書
は
観
光
協
会

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
募
集
期
間

１
月
29
日
㈮
午
後
５
時
必
着

■
注
意
事
項

出
演
時
間
は
45
分
で
す
。
出

演
者
は
、
審
査
会
を
実
施
し
決

定
し
ま
す
。
応
募
す
る
方

は
、

事
前
に
出
演
要
領
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
観
光
協
会

☎（
39
）６
９
０
０

天
平
の
花
ま
つ
り

~
一
日
出
店
者
募
集
~

「
第
37
回
天
平
の
花
ま
つ
り
」

期
間
中
の
平
成
28
年
４
月
10
日

~
30
日
ま
で
、
市
内
に
お
け
る

農
産
物
・
加
工
品
・
業
務
・
サ
ー

ビ
ス
・
活
動
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と

す
る
方
の
出
店
者
を
募
集
し
ま

す
。

■
出
店
方
法

（
１
）期
間
中
の
５
日
以
内
。
た

だ
し
、
飲
食
物
出
店
者
は

４
月
23
日
~
27
日
に
限
る
。

（
２
）市
観
光
協
会
が
用
意
す
る

テ
ン
ト
で
、
指
定
し
た
場

所
と
す
る
。

（
３
）
ア
ル
コ
ー
ル
の
提
供
は
で

き
ま
せ
ん
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
書
類

第
37
回
天
平
の
花
ま
つ
り

「
一
日
出
店
」
申
込
書

■
受
付
期
間

１
月
５
日
㈫
~
29
日
㈮

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
観
光
協
会

☎
（
39
）６
９
０
０

天
平
の
花
ま
つ
り

出
店
者
募
集

「
第
37
回
天
平
の
花
ま
つ
り
」

を
３
月
20
日
~
５
月
５
日
ま
で

天
平
の
丘
公
園
に
お
い
て
開
催

し
ま
す
の
で
、
そ
の
出
店
者
を

募
集
し
ま
す
。

■
出
店
日
時

・
淡
墨
桜
期
間
（
出
店
は
任
意
）

３
月
20
日
~
31
日

午
前
10
時
~
午
後
４
時
30
分

・
花
し
ら
べ
期
間
（
出
店
は
任

意
）

４
月
１
日
~
９
日

午
前
10
時
~
午
後
７
時
30
分

・
花
ま
つ
り
期
間

４
月
10
日
~
30
日

午
前
10
時
~
午
後
８
時
30
分

・
５
月
連
休
期
間

５
月
１
日
~
５
日

午
前
10
時
~
午
後
７
時
30
分

■
出
店
場
所

天
平
の
丘
公
園
内

花
広
場

■
出
店
資
格

（
全
て
を
満
た
す
方
）

⑴
本
市
に
５
年
以
上
住
所
を
有

す

る
者
（
個
人

）
、
法
人

に

あ
っ
て
は
本
店
ま
た
は
支
店

が
あ
り
営
業
し
て
い
る
こ
と
。

⑵
本
市
の
商
工
会
に
継
続
し
て

３
年
以
上
加
入
し
て
い
る
者

⑶
市
税
等
の
公
共
料
金
を
滞
納

第
37
回
天
平
の
花
ま
つ
り
募
集
！

し
て
い
な
い
者

⑷
登
記
簿
ま
た
は
定
款
の
目
的

欄
に

記
載
さ
れ
た
業
務
に
準

じ
た
出
店
で
あ
り
、
な
お
か

つ
営
業
許
可
を
有
し
て
い
る

者
。
個
人
事
業
者
に
あ
っ
て

は
営
業
許
可
を
有
し
て
い
る

者
⑸
名
義
貸
し
は
し
な
い
。
ま
た
、

出
店
者
及
び
そ
の
家
族
（
法

人
に
お
い
て
は
代
表
者
及
び

そ
の
家
族
）
が
１

名
以
上
常

駐
す
る
こ
と
。

⑹
出
店
従
事
者
は
、
出
店
申
請

書
記
載
の
代
表
者
と
従
事
者

届
書
記
載
の
も
の
で
あ
る
こ

と
。
出
店
従
事
者
は
、
検
便

な
ど
必
要
な
検
査
及
び
手
続

を
行
う
こ
と
。
従
事
者
を
変

更
す
る
場
合
も
同
様
と
す
る
。

⑺
指
定
規
格
の
小
屋
に
よ
る
出

店
と
す
る
。

⑻
出
店
者
は
、
花
ま
つ
り
期
間

中
効
率
的
な
運
営
を
図
る
た

め
出
店
協
力
会
に
加
入
す
る

こ
と
。

⑼
花
ま
つ
り
期
間
の
４
月
10
日

~
５
月
５
日
ま
で
は
連
続
し

て
出
店
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
３
月
20
日
~
４
月

９
日
ま
で
は
任
意

※
条
件
を
満
た
す
出
店
希
望
者

が
、
25
店
舗
を
超
え
た
と
き

は
抽
選
と
し
ま
す
。

■
申
込
書
類

⑴
出
店
申
込
書

・
添
付
書
類

①
上
下
水
道
料
金
納
入
証
明
書

②
納
税
証
明
書

③
店
舗
内
レ
イ
ア
ウ
ト

④
商
工
会
会
員
証
明
書
発
行
願

い
（
兼
）
会
員
証
明
書

⑵
使
用
人
許

可
申
請
書
（
様
式

は
観
光
協
会
、
市
内
商
工
会

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
印
刷
で
き
ま
す
。）

■
受
付
期
間

１
月
５
日
~
29
日

（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
観
光
協
会

（
オ
ア
シ
ス
ポ
ッ
ポ
館
内
）

☎（
39
）６
９
０
０

h
ttp
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w
w
w
.sh
im
ots
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k
e
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自治医科大学附属病院 連携協働コラム Jichi Medical University Hospital

皆
さ
ま
、
初
め
ま
し
て
。
自
治
医
科
大

学
と
ち
ぎ
子
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
の
臨
床

心
理
士
で
す
。
臨
床
心
理
士
よ
り
も
、
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
い
う
呼
び
方
の
ほ
う
が
、

馴
染
み
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
名
前

の
通
り
、
心
を
扱
う
職
業
の
私
達
で
す

が
、
そ
も
そ
も
、
心
と
は
ど
こ
に
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
目
に
は
見
え
な
い
け
れ
ど
、

日
々
喜
ん
だ
り
、
時
に
は
涙
し
た
り
、
皆

す
。心

理
士
と
話
す
と
「
心
が
読
ま
れ
て
し

ま
う
！
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
ん

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
臨
床
心
理
士
と

の
信
頼
関
係
の
中
で
、
相
談
者
の
方
が
生

き
や
す
く
な
る
よ
う
に
見
守
り
、
一
緒
に

考
え
る
こ
と
、
相
談
者
の
方
が
気
づ
か
な

か
っ
た
自
身
の
可
能
性
を
見
出
し
育
て
て

い
く
手
伝
い
を
す
る
時
間
が
心
理
面
接
で

あ
り
、
私
達
が
治
す
時
間
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

様
々
な
相
談
場
所

~
心
の
専
門
家
と
出
逢
う
に
は
~

皆
さ
ん
は
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
時
、

誰
に
相
談
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
友
人
、
親
、

身
近
に
い
る
信
頼
で
き
る
人
に
ま
ず
は
相

談
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

ど
う
し
て
も
心
が
痛
む
時
が
あ
る
、
ど
う

し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
い
時
、
そ
ん
な

時
に
は
心
の
専
門
家
を
訪
ね
て
み
て
く
だ

さ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ざ
相
談
し
た

い
と
思
わ
れ
た
と
き
、
ど
こ
に
行
け
ば
良

い
の
か
皆
様
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
「
心

の
悩
み
」
で
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は

精
神
科
と
い
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

心
の
大
切
さ
が
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

そ
の
相
談
先
も
拡
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

実
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
だ
け
で
、

地
域
の
様
々
な
場
所
に
相
談
で
き
る
所
が

様
も
確
か
に
心
の
存
在
を
感
じ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
目
に
は
見
え
な
い
も
の
を

扱
っ
て
い
る
と
い
う
点
が
臨
床
心
理
士
の

特
徴
で
あ
り
、
他
の
職
種
と
大
き
く
異
な

る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
、
当
セ

ン
タ
ー
に
は
5
名
の
臨
床
心
理
士
が
勤
務

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
私
達
、
臨
床
心
理

士
に
つ
い
て
皆
さ
ま
へ
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

心
の
お
仕
事
、
臨
床
心
理
士
！

近
年
、
い
じ
め
問
題
や
大
き

な
事
件
、
災
害
を
通
し
て
心
の

問
題
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と

と
も
に
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
臨
床
心
理
士
の
存
在

も
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
機
会
が
増
え
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、

そ
の
仕
事
内
容
は
ま
だ
ま
だ
知

ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

臨
床
心
理
士
の
業
務
は
、
「
臨

床
心
理
面
接
」
「
臨
床
心
理
査

定
」「
臨
床
心
理
的
地
域
援
助
」

「
調
査
・
研
究
」
の
4
つ
と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
私
達
も
、
当

セ
ン
タ
ー
に
入
院
・
来
院
さ
れ

て
い
る
お
子
さ
ん
に
心
理
面
接

及
び
心
理
検
査
を
行
っ
て
い
ま

多
々
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
学
校
に
来
て

い
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
県
市
町

の
教
育
セ

ン
タ
ー
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

ル
ー
ム
、
地
域
の
発
達
セ
ン
タ
ー
、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
児
童
相
談
所
、
精
神
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
や
心
療
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
親
の
会
な
ど
、
悩
み

に
応
じ
た
相
談
場
所
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
お
子
さ
ん
自
身

は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
の
方
々
の
相
談
に

応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
機
関
も
あ
り
ま
す
。

自
分
の
感
情
を
抱
え
続
け
る
こ
と
は
、

簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
心
の
痛
み
や
悲
し
み
を
味
わ
い
ぬ

く
こ
と
は
、
と
て
も
苦
し
い
こ
と
で
す
。

皆
様
に
と
っ
て
専
門
家
は
無
知
な
他
人
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
ん
な
悩
み
で
も
軽

ん
じ
た
り
、
秘
密
を
勝
手
に
漏
ら
し
た
り
、

勝
手
に
解
決
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ひ
と
り
で
は
抱
え
き
れ
な
い
気
持
ち
を
抱

い
た
際
に
は
、
我
慢
せ
ず
、
ま
ず
は
お
近

く
の
相
談
場
所
へ
赴
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

私
達
の
仕
事
は
、
人
々
が
生
き
て
い
く

中
で
紡
ぎ
出
す
物
語
を
読
み
解
い
て
い
く

こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
目
に
見
え
な

い
か
ら
こ
そ
難
し
い
「
心
」
で
す
が
、
お

子
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
と
共
に
悩
み
考
え

な
が
ら
、
子
ど
も
達
の
笑
顔
の
た
め
に
、

よ
り
良
い
心
理
的
援
助
を
続
け
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

心
の
お
仕
事
探
検
隊
！！

自
治
医
科
大
学
と
ち
ぎ
子
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

臨
床
心
理
士

大
お

お

も

り森

有ゆ

み

こ

美
子
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ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら

セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
23
年
の

オ
ー
プ
ン
以
来
、
５
年
目
を
迎
え

て
い
ま
す
。

依

頼

会

員

か

ら
は

毎

月

１
０
０
件
ほ
ど
の
依
頼
が
あ
り
、

現
在
の
提
供
会
員
で
は
対
応
し

き
れ
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

提
供
会
員
を
増
や
す
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
追
い

つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

提
供
会
員
養
成
研
修
会
で
は
、

和
や
か
に
お
話
を
し
た
り
、
折
り

紙
を
作
っ
た
り
と
、
楽
し
み
な
が

ら
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い
で
す
。

「
子
育
て
支
援
を
通
じ
て
、
地
域

に
貢
献
で
き
た
ら
・
・
・
」
と
お

考
え
の
方
、
一
度
お
電
話
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

富
田

宏
子
）

か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
共
働
き
な
の
で
、
小
学

生
の
娘
の
習
い
事
は
あ
き
ら
め
て

い
ま
し
た
が
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
援

助
で
通
え
て
い
ま
す
。

土
曜
出
勤
で
妹
２
人
が
保
育

園
の
日
は
、
お
迎
え
と
託
児
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
は

提
供
会
員
さ
ん
を
「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
」
と
呼
ぶ
ほ
ど
す
っ
か
り
な
つ

い
て
、
安
心
し
て
預
け
て
い
ま
す
。

様
々
な
相
談
に
も
対
応
頂
き
、

提
供
会
員
さ
ん
と
セ
ン
タ
ー
の
方

に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
依
頼
会
員

青
木
さ
ん
）

「
子
育
て
支
援
を
通
じ
て
、
地

域
に
貢
献
で
き
た
ら
・
・
・
」
と

お
考
え
の
方
は
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
で
は
、
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
に
子

育
て
世
帯
を
支
援
し
て
い
た
だ
き
、

み
ん
な
笑
顔
で
し
も
つ
け
っ
子
を

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
活
動

し
て
い
ま
す
。

こ
の
愛
称
「
フ
ァ
ミ
サ
ポ
」
は
、

依
頼
会
員
と
提
供
会
員
（
サ
ポ
ー

タ
ー
）
か
ら
な
る
組
織
で
す
。

●
依
頼
会
員
：
市
民
と
市
内
在

勤
者
で
、
生
後
６
か
月
か
ら
小
学

生
以
下
の
子
ど
も
の
保
護
者

●
提
供
会
員
：
心
身
と
も
に
健

康
な
20
歳
以
上
の
市
民

事
務
所
は
小
金
井
の
ゆ
う
ゆ

う
館
に
あ
り
、
依
頼
会
員
と
提

供
会
員
の
間
を
調
整
す
る
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

連
載
最
終
回
の
今
月
は
、
実

際
に
活
動
し
て
い
る
会
員
さ
ん
の

声
を
お
届
け
し
ま
す
。

依
頼
会
員
さ
ん
の
声

私
は
３
人
の
子
ど
も
を
育
て
て

い
ま
す
が
、
夫
と
私
の
実
家
は
遠

方
で
、
子
育
て
の
援
助
を
し
て
も

ら
え
る
方
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

三
女
が
お
腹
に
い
る
と
き
、
入
院

中
や
産
後
、
学
童
保
育
と
保
育

園
へ
の
送
迎
を
ど
う
し
よ
う
か
と

悩
ん
で
い
ま
し
た
。
急
な
入
院
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
と
き
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ
を

知
り
登
録
し
ま
し
た
。
出
産
後

１
か
月
間
、
提
供
会
員
さ
ん
に
子

ど
も
を
送
迎
い
た
だ
き
本
当
に
助

地
域
の
子
育
て

支
援
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

み
ん
な
笑
顔
で
、
し
も
つ
け
っ
子
を

育
て
る
た
め
に

下
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

☎
（
44
）
１
１
７
６６

その3

提供会員宅にてお預かり

迎
え
に
来
ま
し
た
！

楽
し
か
っ
た
か
な
？

提
供
会
員
さ
ん
の
声

私
は
、
提
供
会
員
に
な
り
、

4
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
塾
へ

の
送
迎
や
自
宅
で
の
お
預
か
り
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
車
で

の
送
迎
で
は
、
短
い
時
間
で
す
が
、

お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
季
節
を
感
じ

た
り
、
知
ら
な
い
遊
び
に
発
見
が

あ
っ
た
り
と
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
家
庭
の
お
力
に
な
れ

れ
ば
幸
い
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
提
供
会
員

須
藤
さ
ん
）

フ
ァ
ミ
サ
ポ
交
流
会

セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
相
互
の

親
睦
を
深
め
る
た
め
に
、
年
１
回

交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨

年
11
月
の
交
流
会
で
は
、
折
り

紙
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り

な
が
ら
話
が
盛
り
あ
が
り
ま
し

た
。

提供会員養成研修のようす

交流会のようす

Shimotsuke
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万
一
、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ
れ
た
場

合
や
届
か
な
い
場
合
に
は
、
日
本
年
金
機

構
の
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
い
て
源
泉
徴

収
票
の
再
交
付
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０-

05-

１
１
６
５
（
０
５
０

か
ら
始
ま
る
電
話
か
ら
か
け
る
場
合
は
☎

０
３-

６
７
０
０-

１
１
６
５
）

受
付
時
間

○
月
曜
日

午
前
8
時
30
分
~
午
後
7
時

○
火
~
金
曜
日

午
前
8
時
30
分
~
午
後
5
時
15
分

○
第
2
土
曜
日

午
前
9
時
30
分
~
午
後
4
時

・
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
以
降

の
開
庁
日
初
日
に
午
後
7
時
ま
で
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

※
祝
日
（
第
二
土
曜
日
を
除
く
）
、
12
月

29
日
~
1
月
3
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
せ
ん
。

※
発
送
ま

で
2
週
間
程
度
か
か
り
ま
す

の
で
、
お
急
ぎ
の
方
は
栃
木
年
金
事

務
所
お
客
様
相
談
室
（
０
２
８
２-

２
２-

４
１
３
４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
源
泉
徴
収
票
は
日
本
年
金
機
構

に
登
録
さ
れ
て
い
る
受
給
者
の
住
所
宛
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
来
訪
に
よ
る
源
泉
徴
収
票
の
再

交
付
の
受
付
、
そ
の
他
の
年
金
の
相
談
に

つ
い
て
は
年
金
事
務
所
及
び
年
金
相
談
セ

■
「
平
成
27
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
」が
発
送
さ
れ
ま
す
！

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
平
成
27
年
中
に

厚
生
年
金
保
険
、
国
民
年
金
等
の
老
齢

ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を

受
け
取
ら
れ
た
皆
様
に
、
平
成
27
年
分
と

し
て
支
払
わ
れ
た
年
金
の
金
額
や
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
額
等
を
お
知
ら
せ
す
る

「
平
成
27
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
」
が
1
月
中
旬
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
は
、

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
の
際
の
添
付
書
類
と
し
て
必
要
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
所
得

税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
課
税
対
象

に
な
っ
て
い
な
い
た
め
（
非
課
税
）
、
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に

は
源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問い合わせ先

市民課 ☎　 （ 40）5556
栃木年金事務所

☎0282（ 22）6074、 4134

国民年金だより

ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
等
の
際
は
、
年
金
証
書

等
の
基
礎
年
金
番
号
・
年
金
コ
ー
ド
が
分

か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
加
入
手
続

き
を
忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
！

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
か
ら

60
歳
の
方
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

や
が
て
訪
れ
る
長
い
老
後
生
活
の
保
障

だ
け
で
な
く
、
病
気
・
け
が
に
よ
り
障
が

い
が
残
っ
た
時
な
ど
、
生
活
の
安
定
を
損

な
う
よ
う
な
「
万
が
一
」
の
事
態
に
あ
な

た
や
あ
な
た
の
ご
家
族
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。20

歳
の
誕
生
日
の
前
月
末
頃
に
、
日
本

年
金
機
構
よ
り
「
国
民
年
金
加
入
の
ご
案

内
」
の
文
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

届
き
ま
し
た
ら
市
役
所
で
加
入
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
す

で
に

第
2
号
被
保
険
者
（
厚
生
年

金
・
共
済
組
合
等
の
加
入
者
）
と
な
っ
て

い
る
方
が
20
歳
に
な
っ
た
と
き
、
引
き
続

き
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
る
場
合

は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
第
2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
の
方
が
20
歳
に
な
っ
た
と

き
は
、
第
2
号
被
保
険
者
の
勤
務
先
を
経

由
し
て
第
3
号
被
保
険
者
の
加
入
手
続
き

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

受
付
窓
口

国
分
寺
庁
舎
市
民
課

南
河
内
図
書
館
2
階
市
民
課

石
橋
庁
舎
市
民
課

持
参
す
る
も
の

国
民
年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
書

印
鑑

■
国
民
年
金
の
保
険
料

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
の
保
険
料

（
定
額
）
は
月
額
１
５
，
５
９
０
円
（
平

成
27
年
度
）
で
す
。

な
お
、
経
済
的
な
事
情
で
保
険
料
を
納

め
ら
れ
な
い
と
き
の
た
め
に
「
保
険
料
免
除

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
一
定
の
基
準
を
満
た

し
て
い
れ
ば
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
全
額

ま
た
は
一
部
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

学
生
の
方
に
は
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
、
30
歳
未
満
で
納
付
困
難
な

方
に
は
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

※
手
続
き
を
せ
ず
、
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
時
効
に
よ
り
納
付
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
、
将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
病

気
や
け
が
に
よ
り
障
が
い
が
残
っ
て
も

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
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自
分
の
生
活
に
も
関
わ
る
こ

と
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
っ

て
、
家
族
や
近
所
の
人
と
話
し

を
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
例
え
ば

○
工
場
や
会
社
に
問
い
合
わ
せ

る
○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会
社
の

情
報
を
調
べ
る

○
地
方
自
治
体
の
環
境
部
局
に

問
い
合
わ
せ
る

下
野
市
環
境
課

☎（
40
）５
５
５
９

○
環
境
関
連
の
市
民
団
体
に
問

い
合
わ
せ
る

し
も
つ
け
環
境
市
民
会
議

☎（
40
）５
５
５
９

○
業
界
団
体
に
問
い
合
わ
せ
る

■
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
課

☎（
40
）５
５
５
９

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
茂
原
へ

見
学
に
い
き
ま
せ
ん
か
？

ご
み
ク
レ
ー
ン
で
ご
み
を
つ

か
ん
で
い
る
様
子
や
ご
み
発
電

シ
ス
テ
ム
、
び
ん
・
缶
な
ど
の

資
源
物
を
機
械
で
分
け
て
い
る

と
こ
ろ
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
が
案

私
た
ち
の
生
活
と
化
学
物
質
①

私
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
化
学

物
質
を
利
用
し
て
生
活
し
て
い

ま
す
。
身
の
ま
わ
り
を
見
ま
わ

し
て
み
る
と
、
食
品
、
自
動
車
、

洗
剤
、
化
粧
品
、
医
薬
品
等
、
様
々

な
と
こ
ろ
に
利
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
付
く
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ら
の
化
学

物
質
の
取
扱
方
法
や
安
全
性
に

不
安
を
抱
い
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

私
た
ち
は
何
を
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
？

取
組
そ
の
①

「
化
学
物
質
に
対
す
る
不
安
や

疑
問
を
そ
の
ま
ま
に
し
な
い
。」

●
あ
の
工
場
で
は
何
を
作
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
？

●
と
き
ど
き
臭
い
が
す
る
け
ど

大
丈
夫
な
の
か
な
？

●
今
、
私
が
使
っ
て
い
る
こ
の

製
品
に
は
何
が
含
ま
れ
て
い

る
の
か
な
？

・
不
安
に
思
っ
た
り
、
疑
問
に

思
っ
た
り
す
る
気
持
ち
が
行

動
の
第
一
歩
で
す
。

内
し
ま
す
。

ご
み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
「
環
境
」
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

火
曜
日
~
日
曜
日

午
前
10
時
~
正
午

午
後
１
時
~
３
時

（
所
要
時
間
は
１
時
間
程
度
。

相
談
可
。
）

■
定
員

２
~
80
名
程
度

■
申
込
方
法

事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

宇
都
宮
市

環
境
学
習

セ

ン

タ
ー

☎
０
２
８
（
６
５
５
）
６
０
３
０

駅
橋
石

クリーンパーク茂原

宇都宮市環境学習センター

石橋北小

下野警察署

グリムの森

古山小

石橋高

石橋庁舎

号
４
道
国

線
宮
都
宇
Ｒ
Ｊ

北関東自
動車道

化
学
物
質
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
に

（
3
回
連
載
）
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■
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
家
庭
用
品

の
出
し
方

透
明
・
半
透
明
の
ポ
リ
袋
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
粗
大
ご
み
に
該
当
す
る

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
家
庭
用
品
は
、

従
来
ど
お
り
、
粗
大
ご
み
と
し

て
受
け
付
け
て
回
収
し
ま
す
。

石
橋
地
区
の
皆
さ
ま
へ

蛍
光
灯
に
つ
い
て
は
、
電
球

と
と
も
に
有
害
ご
み
と
し
て
別

回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
蛍
光
灯
・
電
球
の
出
し
方

透
明
・
半
透
明
の
ポ
リ
袋
に

入
れ
、
口
を
し
ば
ら
ず
に
、
他

の
有
害
ご
み
と
混
ぜ
な
い
よ
う

に
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

~

シ
リ
ー
ズ
Q
＆
A

~

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装

４
月
か
ら
南
河
内
・
国
分
寺

地
区
で
実
施
さ
れ
る
（
石
橋
地

区
は
実
施
済
み
）
、
プ
ラ
容
器

包
装
の
分
別
等
に
関
す
る
疑
問

に
お
答
え
し
ま
す
。

Q
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
文
具
類
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に

な
る
の
？

A
文
具
類
は
、
製
品
と
し
て
販

売

さ
れ
た
も
の
で
、
プ

ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
文
具
類
に
限
ら
ず
、

使
い
終
わ
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
は
、
燃
や
せ
る
ご
み
で
お

出
し
く
だ
さ
い
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
の
分
別
は
、
プ

ラ
マ
ー
ク
の
有
無
で
判
断
し
て

く
だ
さ
い
。

Q
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

に
貼
り
付
け
ら
れ
た
値
段
シ
ー

ル
な
ど
は
、
全
て
剥
が
さ
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
か
？

A
ラ
ベ
ル
シ
ー
ル
（
賞
味
期
限

や
値
段
表
示
な
ど
）
は
、
簡
単

に
剥
が
せ
る
も
の
は
剥
が
し
て

い
た
だ
き
、
簡
単
に
剥
が
せ
な

い
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と
し
て
お

出
し
く
だ
さ
い
。

南
河
内
・
国
分
寺
地
区
の

皆
さ
ま
へ

蛍
光
灯
・
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

家
庭
用
品
の
別
回
収
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
製
品
は
、

解
体
時
等
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス

ト
飛
散
が
問
題
と
さ
れ
て
お
り
、

製
品
自
体
を
家
庭
内
に
所
有
す

る
こ
と
が
有
害
と
い
う
訳
で
は

な
く
、
ま
た
、
回
収
に
よ
る
飛

散
が
確
認
さ
れ
た
も
の
で
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
回
収
や
処
分
時

に
お
け
る
よ
り
一
層
の
安
全
性

を
確
保
す
る
た
め
に
、
小
山
広

域
保
健
衛
生
組
合
管
内
（
小
山

市
、
野
木
町
、
下
野
市
）
で
別

回
収
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
ご
み
と
し
て
出
す

際
は
、
次
の
と
お
り
他
の
有
害

ご
み
と
混
ざ
ら
な
い
よ
う
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
蛍
光
灯
の
出
し
方

購
入
時
の
箱
に
入
れ
、
透
明
・

半
透
明
の
ポ
リ
袋
に
入
れ
て
出

し

て
く
だ
さ
い
。
（
※

電
球

は

不
燃
ご

み
の

回
収

と
な
り
ま

す
。）

分
別
の
徹
底
を
！

不
適
正
な
分
別
排
出
で
、
ご

み
収
集
車
に
火
災
事
故
が
起
こ

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
適
正

分
別
・
適
正
排
出
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

ご
み
を
出
す
と
き
は
、
行
政

カ
レ
ン
ダ
ー
の
「
家
庭
ご
み
の

正
し
い
分
け
方
・
出
し
方
」
を

よ
く
確
認
し
、
次
の
事
を
必
ず

守
っ
て
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
小
型
家
電
製
品
・
コ
ン
ロ

火
花
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
池
は
必

ず
外
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ラ
イ
タ
ー

使
い
切
っ
て
か
ら
ガ
ス
を
抜

い
て

｢

有
害
ご
み｣

の
日
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
ス
プ
レ
ー
缶
・
卓
上
コ
ン
ロ

の
ガ
ス
ボ
ン
ベ

中
身
を
使
い
切
っ
て
か
ら
、

市
販
の
穴
開
け
器
な
ど
で
穴
を

開
け
て

｢

有
害
ご
み｣

の
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

蛍
光
灯
・
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
家
庭
用
品
の
分
別
回
収
に
つ
い
て

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築

と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
不
用
品
リ
サ

イ
ク
ル
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
『
譲
り
た
い
』
『
譲
っ
て

ほ
し
い
』
情
報
を
お
受
け
し
て
い
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
環
境
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
た
い
〉

・
県

立
高

校
男

子
学

生
服
（

冬

用

1
7
0
㎝
）
・
全
自
動
洗
濯
機
5
・
5

㎏
・
Ｌ
Ｐ
用
ガ
ス
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
・

コ
ン
テ
ナ
倉
庫
（
幅
4
0
0
㎜
、
奥
行

き
1
9
0
㎝
、
高
さ
2
0
0
㎜
）

〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉

・
女
児

服
（
１

０
０
㎝
）
・
男
児
服

（
95
~
１
０
０
㎝
）
・
石
橋
幼
稚
園
制
服

（
女
児
１
３
０
㎝
）・
石
橋
幼
稚
園
制

服
（
男
児
１
２
０
㎝

）・「
バ
イ
キ
ン
マ

ン
」
か
「
だ
だ
ん
だ
ん
」
の
お
も
ち
ゃ
・

登
山
用
雨
具
（
子
ど
も
用

１
２
０-

１
４
０
㎝
）・
登
山
用
雨
具
（
大
人
女

性
用
M
サ
イ
ズ
）・
登
山
靴
（
子
ど
も

用

20
、21
㎝
）・
子
ど
も
用
ス
ー
ツ
（
男

子
用
１
３
０
㎝
）
お
む
つ
カ
バ
ー
・
南

河
内
第
２
中
学
校
制
服
（
女
子
用
Ｌ
サ

イ
ズ
）・
卓
上
ミ
シ
ン
・
三
本
ロ
ー
ラ
ー
・

冷
蔵
庫
・
レ
コ
ー
ド
再
生
本
体
・
リ
フ

レ
の
水
着
（
女
児
１
４
０
㎝
）・
女
児

水
着(

１
３
０
㎝)

・
国
分
寺
東
小
学

校
体
操
着(

上
下
１
４
０
㎝)

・
鉄
棒
・

玩
具
（
シ
ル
バ
ニ

ア
フ
ァ
ミ
リ
ー
）
・

玩
具
（
こ
え
だ
ち
ゃ
ん
）・
玩
具
（
プ

ラ
レ
ー
ル
）・
栃
木
商
業
高
等
学
校
女

子
制
服
一
式
・
子
供
用
自
転
車
（
16
イ

ン
チ
以
下
）
・
南
河
内
中
学
校
制
服(

女

子
L
サ
イ
ズ)

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク

ル
情
報
の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
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平
成
27
年
度
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

栃
木
県
主
催
の
平
成
27
年
度

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が

平
成
27
年
11
月
19
日
に
栃
木
県

歯
科
医
師
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

下
野
市
か
ら
は
、
３
歳
児
よ
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
部
門
で
永
野
真

衣
さ
ん
が
優
良
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
歯
の
健
康
管

理
を
継
続
し
て
行
な
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

ま
た
、
来
年
も
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
４
月
号
広
報
し

も
つ
け
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の

受
診
が
必
要
で
す
。

○
う
つ
ら
な
い
・
う
つ
さ
な
い

た
め
に
、
次
の
こ
と
を
励
行
し

ま
し
ょ
う
。

・
う
が
い
、
手
洗
い

・
な
る
べ
く
人
ご
み
を
避
け
る

・
普
段
か
ら
十
分
な
栄
養
と
休

養
を
と
り
体
調
管
理
に
気
を

つ
け
る
。

・
咳
、
く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き
は
、

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

○
か
か
っ
た
か
な
？
と
思
っ
た

ら①
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
そ
の
際
は
必
ず
マ
ス
ク

を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

②
診
察
の
結
果
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
診
断
さ
れ
た
場
合
は

自
宅
療
養
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。
周
囲
の
方
へ
の
感
染
を

防
ぐ
た
め
、
熱
が
下
が
っ
て

か
ら
２
日
程
度
、
症
状
が
治

ま
っ
た
翌
日
か
ら
７
日
程
度

は
外
出
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

○
重
症
化
防
止
の
た
め
に
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

・
下
野
市
で
は
65
歳
以
上
の
方

の
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
広
報
11
月
号
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

お

知

ら

せ

冬
の
感
染
症
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

性
胃
腸
炎
や
食
中
毒
は
、
一
年

を
通
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

特
に
冬
季
に
流
行
し
ま
す
。
手

指
や
食
品
な
ど
を
介
し
て
、
経

口
で
感
染
し
、
人
の
腸
管
で
増

殖
し
、
お
う
吐
、
下
痢
、
腹
痛

な
ど
を
起

こ
し
ま
す
。
健
康
な

方
は
軽
症
で
回
復
し
ま
す
が
、

子
ど
も
や
お
年
寄
り
な
ど
で
は

重
症
化
し
た
り
、
吐
ぶ
つ
を
誤
っ

て
気
道
に
詰
ま
ら
せ
て
死
亡
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
が
な
く
、
ま
た
、

治
療
は
点
滴
な
ど
の
対
症
療
法

に
限
ら
れ
ま
す
。

予
防
対
策

患
者
の
ふ
ん
便
や
吐
ぶ
つ
に

は
大
量
の
ウ
イ
ル
ス
が
排
出
さ

れ
る
の
で
、

⑴
食
事
の
前
や
ト
イ
レ
の
後
な

ど
に
は
、

必
ず
手
を
洗

い
ま

し
ょ
う
。

⑵
下
痢
や
お
う
吐
等
の
症
状
が

あ
る
方
は
、
食
品
を
直
接
取
り

保

り便

健

HealthInformationHealthInformation
ヘルスインフォメーション

健康増進課 ☎　 （ ５ ２ ）１ １ １ ６問い合わせ先

扱
う
作
業
を
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

⑶
胃
腸
炎
患
者
に
接
す
る
方
は
、

患
者
の
ふ
ん
便
や
吐
ぶ
つ
を
適

切
に
処
理
し
、
感
染
を
広
げ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
特
に
子
ど
も
や
お
年
寄
り
な

ど
の
抵
抗
力
の
弱
い
方
は
、
加

熱
が
必
要
な
食
品
は
中
心
部
ま

で
し
っ
か
り
加
熱
し
て
食
べ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
調
理
器
具
等

は
使
用
後
に
洗
浄
、
殺
菌
し
ま

し
ょ
う
。

（
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
）

詳

し
く
は
、
厚

生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し

や
す
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
蔓
延
し
な

い
よ
う
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
感

染
防
止
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
？

・
突
然
の
発
熱
、
の
ど
の
痛
み
、

せ
き
等
の
呼
吸
器
障
害
の
ほ
か
、

頭
痛
、
関
節
痛
な
ど
の
全
身
症

状
が
見
ら
れ
ま
す
。

・
持
病
が
あ
る
人
、
妊
婦
、
乳

幼
児
、
高
齢
者
は
重
症
化
の
恐
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（
Ｐ
Ｍ
コ
ー
ス
）

１
時
30
分
~
３
時
30
分

（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容

沐
浴
実
習
・
産
後
の
マ
マ
の
心
と

身
体
に
つ
い
て
な
ど

レ
ッ
ス
ン
１
~
３
共
通

■
会
場

ゆ
う
ゆ
う
館

■
対
象
者

出
産
予
定
日
が
平
成
28
年
４
月

~
６
月
の
方

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具
・

水
分
補
給
の
た
め
の
飲
み
物
・
ス

リ
ッ
パ

■
定
員

レ
ッ
ス
ン
１
・
２
各
25
組
、

レ
ッ
ス
ン
３
午
前
・
午
後
各
16
組

■
申
込
締
切

各
レ
ッ
ス
ン
の
２
日
前
ま
で
（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
提
出

に
つ
い
て

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
ポ
イ
ン
ト
追

加
が
５
ポ
イ
ン
ト
貯
ま
っ
た
方
は
、

２
月
１
日
㈪
か
ら
２
月
29
日
㈪
ま

で
に
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
健
康
増

進
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵

送
可
）

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
は
、
必
ず

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
生
年

月
日
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
い
た
だ
い
た
方
に
道
の
駅

商
品
券
（
１
，０
０
０
円
）
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■
提
出
先

健
康
増
進
課

下
古
山
１
２
２
０

☎（
52
）１
１
１
６

相

談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る
現

代
社
会
で
は
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
」

が
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」
な
ど
、
誰
に
も

相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い
を
し
て

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

市
で
は
、
精
神
科
医
が
対
応

す
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を

実
施
し
ま
す
。
相
談
す
る
こ
と
で
、

今
の
つ
ら
さ
が
少
し
で
も
軽
く
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
程

１
月
19
日
㈫

午
後
２
時
~
４
時

■
場
所

き
ら
ら
館

■
相
談
員

精
神
科
医

■
料
金

無
料

※
１
月
12
日
㈫
ま
で
に
ご
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健
師

が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

子
育
て
巡
回
相
談

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
や
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
市

内
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、

心
理
士
・
保
育
士
等
が
お
受
け

し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

■
日
程

１
月
20
日
㈬
・
３
月
16
日
㈬

午
後
１
時
30
分
~
３
時
30
分

■
会

場

子
育
て
支

援
セ

ン

タ
ー
つ
く
し
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く

■
日
程

１
月
25
日
㈪

※
奇
数
月
に
実
施
予
定
。

午
前
９
時
~
11
時

■
会
場

子
育
て
支
援

セ

ン

タ
ー
み
る
く
（
わ
か
ば
保
育
園

内
）

※
「
み
る
く
」
を
初
め
て
利
用

さ
れ
る
場
合
に
は
、
防
犯
対
策

の
た
め
に
入
館
者
登
録
（
名
札

代
）
３
１
０
円
が
か
か
り
ま
す
。

※
相
談
当
日
は
母
子
健
康
手
帳

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
育
て
巡
回
相
談
日
以
外
で
も

随
時
保
育
士
が
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

教

室

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
・

パ
パ
教
室
（
両
親
学
級
）

出
産
を
控
え
た
マ
マ
や
パ
パ
の
た

め
に
、
安
心
し
て
出
産
が
迎
え
ら
れ
、

赤
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
が
楽
し
く
送

れ
る
よ
う
に
、
３
回
を
１
コ
ー
ス
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
夫
婦
で
も
マ
マ
だ
け
で
の
参
加

も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

レ
ッ
ス
ン
１

■
日
時

１
月
27
日
㈬

午
後
１
時
30
分
~
４
時

（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容

骨
盤
体
操
、
妊
娠
中
の
生
活
・

食
事
に
つ
い
て
な
ど

レ
ッ
ス
ン
２

■
日
時

２
月
18
日
㈭

午
後
１
時
30
分
~
４
時

（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容

お
産
の
経
過
・
安
産
の
コ
ツ
、
パ

パ
の
妊
婦
体
験
な
ど

レ
ッ
ス
ン
３

■
日
時

３
月
17
日
㈭

（
Ａ
Ｍ
コ
ー
ス
）

９
時
30
分
~
11
時
30
分

（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■問い合わせ先 健康増進課 ☎　 （ 52）1116
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■
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

笑
い
ヨ
ガ
を
開
催
し

ま
す

~

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く

り
の
一
環
と
し
て

~

■
日
時
・
場
所

１
月
24
日
㈰

南
河
内
公
民
館

大
ホ
ー
ル

午
前
10
時
~
正
午

■
参
加
費

無
料

■
定
員

先
着
50
名
（
要
予
約
）

■
内
容

「
笑
い
と
心
の
健
康
」

~
笑
い
ヨ
ガ
で
ス
ト
レ
ス
撃
退
！
~

講
師
：
上
都
賀
総
合
病
院

認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
長

衛
藤

進
吉

先
生

■
申
込
締
切

１
月
22
日
㈮

ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト
教
室

食
事
バ

ラ
ン
ス

ガ
イ
ド
を

使
っ
て
簡
単
に
食
事
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
お
子
さ
ん
の
離
乳
食

に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

１
月
29
日
㈮

午
前
10
時
~
11
時
45
分

受
付
：
午
前
9
時
15
分
~

■
会
場

き
ら
ら
館

研
修
室

■
対
象
者

平
成
27
年
６
・
７

月
生
ま
れ

の
、
生
後
６
~
７
か
月
児
を
持

つ
保
護
者

■
持
ち
物

母
子
手
帳

■
定
員

約
20
名

■
内
容

・
自
分
や
家
族
の
健
康
に
つ
い

て
振
り
返
っ
て
み
よ
う

・
野
菜
料
理
の
試
食
（
調
理
は

し
ま
せ
ん
。）

・
大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食

へ

の
取
り
分
け
の
工
夫

・
血
圧
測
定

■
申
込
締
切

１
月
22
日
㈮

し
も
つ
け
減
塩
部

（
高
血
圧
予
防
教
室
）

~
ゆ
う
ゆ
う
館
コ
ー
ス
~

高
血
圧
予
防
の
た
め
に
尿
検

査
か
ら
自
分
の
１
日
の
食
塩
摂

取
量
を
知
り
、
教
室
を
通
し
て

減
塩
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者

74
歳
以
下

の
市
民
で
①
・
②

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
血
圧
が
要
指
導
・
要
医
療
の

方
で
内
服
治
療
し
て
い
な
い

方
②
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
が
要
指
導
の

方
■
会
場

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー

ル■
定
員

30
名

■
費
用

無
料

■
申
込
締
切

１
月
15
日
㈮

※
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、

事
前
に
尿
検
査
の
容
器
と
ご
案

内
を
お
送
り
し
ま
す
。

日程 時間 内 容

１月25日㈪ 午前９ 時30分～11時30分

・ 高血圧予防のために（ 保健師）

・ 減塩生活はじめませんか（ 管理栄養士）

※尿検査回収①

２ 月15日㈪ 午前９時30分～正午

・ 尿検査①の結果について
・ 健康クイズ
・ 調理実習（ 塩分控えめの料理）

３ 月２ 日㈬ 午前８ 時45分～９ 時45分 ※尿検査回収②
３ 月23日㈬ 午前９ 時30分～11時30分

・ 尿検査②の結果について
・ まとめ～自分の１日の塩分摂取量はどう変わった？～

み
そ
汁
塩
分
測
定
会

お
う
ち
の
み
そ
汁

計
っ
て
み
そ
！

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

味
噌
汁
や
漬
物
を
多
く
と
っ

て
い
る
と
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
に

つ
な
が
り
ま
す
。

ま
ず
１
ｇ
の
減
塩
を
目
指
し

て
、
ご
家
庭
の
味
噌
汁
に
ど
れ

く
ら
い
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
る

か
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
・
会
場

１
月
18
日
㈪
き
ら
ら
館

研

修
室２

月
２
日
㈫
南
河
内
公
民
館

資
料
室

■
実
施
時
間

午
前
９
時
30
分
~
９
時
50
分

午
前
９
時
50
分
~
10
時
10
分

午
前
10
時
10
分
~
10
時
30
分

■
定
員

各
時
間
帯
10
名
（
先

着
順
）
※
前
日
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い

■
費
用

無
料

■
持
ち
物

味
噌

汁
ま
た
は

ス
ー
プ
（
１
０
０
㏄
以
上
を
タ
ッ

パ
ー
や
袋
に
入
れ
て
お
持
ち
く

だ
さ
い
）

※
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
小
さ

じ
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
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歩
あ
る

く

ら

す

~

健

康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
~

（
冬
コ
ー
ス
）

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
効

果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
方
法
を

学
び
ま
す
。

■
日
程
（
２
日
間
１
コ
ー
ス
）

１
回
目

１
月
22
日
㈮

２
回
目

２
月
１
日
㈪

午
前
９
時
45
分
~
11
時
30
分

受
付
：
午
前
９
時
30
分
~

血
圧
測
定
：
９
時
45
分
~
10
時

■
場
所

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者

下
野
市
民
で
健
康

診
断
を
受
診
し
た
方

■
定
員

30
名

■
内
容

血
圧
測
定
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
つ
い
て
の
講
話
、
ス

ト
レ
ッ
チ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

実
践
（
室
内
・
屋
外
。
た
だ
し
、

雨
天
時
は
室
内
の
み
。）

■
参
加
費

無
料

■
持
ち
物

運
動
可
能
な
服
装
、

タ
オ
ル
、
運
動
靴
、
室
内
用
運

動
靴
、
水
分
（
水
ま
た
は
お
茶
）

■
申
込
締
切

１
月
15
日
㈮

※
高
血
圧
、
関
節
に
痛
み
の
あ

る
等
で
運
動
に
制
限
の
あ
る
方

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ

教
室

健
診
結
果
の
体
重
が
ち
ょ
っ

と
増
え
た
か
な
と
思
っ
た
ら
要

注
意
！

ま
ず
は
自
分
の
体
を
知
り
、
無

理
の
な
い
運
動
と
食
生
活
の
改

善
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

３
月
18
日
㈮

午
前
９
時
30
分
~
午
後
１
時

30
分

受
付
：
午
前
９
時
15
分
~

■
会
場

き
ら
ら
館

研
修
室

■
対
象
者

下
野
市
民
で
健
診
を
受
診
し

た
74
歳
以
下
の
方
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
以
上
（
肥
満
）

の
方

②
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
が
気
に
な
る
方

■
内
容

・
打
倒
メ
タ
ボ
！
メ
タ
ボ
に
つ

い
て
学
ぼ
う

・
自
分
の
食
生
活
、
何
が
問
題
？

・
室
内
で
で
き
る
楽
々
運
動
の

実
践

・
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
の
試
食

■
持
ち
物

健
診
結
果
、
筆
記
用
具
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
（
水
ま
た
は
お
茶
）

※
運
動
可
能
な
服
装

で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
定
員

約
20
名

■
費
用

無
料

■
申
込
締
切

３
月
11
日
㈮

「
ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
講
座
」

更
年
期
女
性

の
た
め

の

健
康
づ
く
り
~
体

と
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
せ
ん
か
~

日
頃
頑
張
っ
て
い
る
自
分
へ

の
ご

ほ
う

び
と

し
て
、
ヘ

ル

シ
ー
お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら
、

自
分
を
見
つ
め
な
お
し
て
健
康

づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

■
日
時

３
月
２
日
㈬

午
前
10
時
~
午
後
０
時
15
分

受
付
：
午
前
９
時
45
分
~

■
会
場

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者

下
野
市
民
の
30
・
40
・
50
歳
代

の
女
性
（
更
年
期
の
健
康
づ
く
り

に
興
味
の
あ
る
方
）

■
内
容

・
ア
ラ
フ
ォ
ー
世
代

こ
れ
か

ら
ど
う
生
き
て
い
く
？

・
や
っ
ぱ
り
食
事
が
大
事
！
ヘ
ル

シ
~
お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら
…

・
し
な
や
か
な
美
し
い
か
ら
だ
作

り
（
コ
ア
ト
レ
）

※
年
度
内
1
回
の
参
加
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
平
成
27
年

10
月
８
日
の
回
に
参
加
さ
れ
た

方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
（
水
ま
た
は
お
茶
）
、
運
動

可
能
な
服
装
、
室
内
用
運
動
靴

■
定
員

約
20
名

■
費
用

無
料

■
申
込
締
切

２
月
24
日
㈬

■
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

脂し

っ
得
納
得
教
室

（
脂
質
異
常
症
予
防
）

脂
質
異
常
症
に
つ
い
て
気
に
な

る
方
向
け
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

脂
質
異
常
症
を
予
防
す
る
た
め
の

食
事
を
中
心
に
学
び
ま
す
。

■
対
象
者

下
野
市
民
で
健
康
診
断
を
受

診
し
た
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

①
脂
質
項
目
で
要
指
導
が
あ
る
方

②
脂
質
異
常
症
予
防
に
興
味
の

あ
る
方

■
内
容

・
脂
質
異
常
症
（
高
コ

レ
ス
テ

ロ
ー
ル
）っ
て
ど
う
い
う
病
気
？

・
脂
質
異
常
症
を
予
防
す
る
食

生
活
っ
て
？
自
分
の
食
事
の
傾

向
を
知
ろ
う
！

・
脂
質
異
常
症
予
防
食
の
試
食
、

野
菜
レ
シ
ピ
の
紹
介

■
日
時

２
月
５
日
㈮

午
前
９
時
30
分
~
11
時
30
分

受
付
：
午
前
９
時
15
分
~

■
会
場

き
ら
ら
館

研
修
室

■
持
ち
物

筆
記
用
具
、
健
診
結
果
が
わ

か
る
も
の

■
費
用

無
料

■
申
込
締
切

1
月
29
日
㈮

■問い合わせ先 健康増進課 ☎　 （ 52）1116
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フ
ッ
素
塗
布
・
歯
の
相
談

■
日
時

２
月
21
日
㈰

午
前
９
時
~
11
時

■
場
所

き
ら
ら
館

■
対
象

下
野
市
民
の
年
中
児
~
小
学

２
年
生
（
平
成
19
年
４
月

２

日
~
平
成
23
年

４
月
１
日
生
ま

れ
）

■
料
金

無
料

■
注
意

※
受
付
時
間
・
対
象
年
齢
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※
歯
を
磨
い
て
か
ら
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

※
フ
ッ
素
塗
布
30
分
間
は
飲
食

で
き
ま
せ
ん
。

※
当
日
は
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

も
実
施
し
ま
す
。

※
発
熱
・
せ
き
・
体
調
の
悪
い

方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
案
内

フ
ッ
素
塗
布
後
に
、
歯
科
医

師
に
よ
る
歯
科
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他

接
種
す
る
際
は
、
事
前
に
医
療

機
関
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
手
続
き
方

法
が
異
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
事
前
に
必
ず
、
健
康
増

進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ロ
タ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
費
の
助
成
に
つ
い
て

■
対
象
者
及
び
接
種
回
数

ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
：

生
後
６
週
~
24
週
の
乳
児
に
２

回
投
与

ロ
タ
テ
ッ
ク
：

生
後
６
週
~
32
週
の
乳
児
に
３

回
投
与

※
必
ず
同
じ
ワ
ク
チ
ン
を
必
要

回
数
投
与
く
だ
さ
い
。

■
助
成
金
額

ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
：

７
，５
０
０
円
を
２
回

ロ
タ
テ
ッ
ク
：

５
，
０
０
０
円
を
３
回

■
そ
の
他

接
種
す
る
際
は
、
事
前
に
医
療

機
関
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
手
続
き

方
法
が
異
な
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
事
前
に
必
ず
、
健

康
増
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

健

診

子
宮
頸
が
ん
検
診
は

お
済
で
す
か
？

20
歳
以
上
の
女
性
の
方
は
、
子

宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

早
期
発
見
で
完
治
す
る
可
能
性

は
高
ま
り
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
検
診
を
受
け
る
方
法
は

集
団
検
診
と
個
別
医
療
機
関
に
よ

る
検
診
の
２
通
り
が
あ
り
ま
す
。

○
個
別
医
療
機
関
に
よ
る
検
診

平
成
28
年
２
月
末
日
ま
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
指
定
の
医
療
機
関

に
予
約
を
し
、
受
診
券
（
ク
ー
ポ

ン
券
を
お
持
ち
の
方
は
ク
ー
ポ
ン

券
）
を
持
参
の
う
え
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
個
別
検
診
が
可
能
な
医

療
機
関
に
つ
い
て
は
、
健
康
増
進

課
☎（
52
）１
１
１
６
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

予

防

接

種

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
費
の
助
成
に
つ

い
て

今
年
度
よ
り
お
た
ふ
く
か
ぜ

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
の
助
成

を
開
始
し
ま
し
た
が
、
開
始
初

年
度
は
、
対
象
者
の
年
齢
条
件

を
未
就
学
児
ま
で
拡
大
し
て
い

ま
す
。
来
年
度
以
降
は
、
通
常

の
年
齢
条
件
の
方
の
み
と
な
り

ま
す
の
で
、
左
記
に
該
当
す
る

２
歳
~
未
就
学
児
の
お
子
さ
ま

で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

年
度
内
の
接
種
を
お
心
が
け
く

だ
さ
い
。

■
対
象
者

次
の
全
て
に
該
当
す
る
お
子
さ

ま①
１
歳
~
２
歳
未
満
の
お
子
さ

ま※
平
成
27
年
度
に
限
り
、
未
就

学
児
の
お
子
さ
ま
ま
で
対
象

②
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
か
か
っ
た

こ
と
が
な
い
お
子
さ
ま

③
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
予
防
接
種

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
お
子

さ
ま

■
助
成
金
額

３
，０
０
０
円
（
１
回
の
み
）

暮
ら
し
に
「
＋
10
分
運
動
」
を

取
り
入
れ
よ
う
！

寒
く
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

体
は
動
か
し
て
い
ま
す
か
？
健
康

を
保
つ
た
め
に
は
、
食
事
や
休
養

と
あ
わ
せ
て
運
動
も
大
切
で
す
。

運
動
を
す
る
と
筋
力
が
付
き
、

代
謝
が
上
が
り
血
流
が
良
く
な
る

こ
と
で
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
冷
え
性
・

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
に
も
効
果
が

期
待
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
き
ら
ら
館
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
や
ふ
れ
あ
い
館
の
プ
ー

ル
な
ど
、
運
動
で
き
る
施
設
が
あ

り
ま
す
。
特
に
、
プ
ー
ル
は
浮
力

に
よ
り
足
腰
へ
の
負
担
が
少
な
く
、

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
１
・
５
倍

~
２
倍
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
大
き

く
り
ま
す
。

忙
し
く
て
毎
日
運
動
す
る
の

は
難
し
い
と
い
う
方
は
、
１
日
の

中
で
＋
10
分
体
を
動
か
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

例
え
ば
、
自
転
車
で
通
勤
す
る
・

階
段
を
使
う
・
窓
拭
き
や
風
呂
掃

除
を
こ
ま
め
に
行
う
・
テ
レ
ビ
を

見
な
が
ら
筋
ト
レ
・
ス
ト
レ
ッ
チ

を
す
る
等
、
無
理
を
せ
ず
毎
日
続

け
ま
し
ょ
う
。
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人
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
一
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
3
人

の
高
齢
者
を
見
守
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

★
栃
木
県
法
人
会
石
橋
地
区
女

性
部
と
石
橋
商
工
会
職
員
の
37

名
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り

ま
し
た
。
参
加
し
た
方
か
ら
は
「
自

分
や
家
族
の
た
め
に
、
役
立
つ
内

容
だ
っ
た
。
認
知
症
の
理
解
が
深

ま
っ
た
。」
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

★
Ｊ
Ａ
宇
都
宮
の
職
員
25
名
が

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
し

た
。

■
会
場

道
の
駅
し
も
つ
け

■
講
師

医
療
法
人
ア
ス
ム
ス
理
事
長

太
田

英
樹

氏

■
定
員

１
２
０
名

■
参
加
費

無
料

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
事
前
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
５

（
52
）３
７
１
２

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な

み
か
わ
ち

☎（
44
）３
０
０
２

（
44
）１
０
２
１

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
み
な

さ
ん
の
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
！

●
家
族
介
護
者
交
流
会
の
お
知

ら
せ
~
恵
方
巻
き
~

介
護
し
て
い
る
方
の
交
流
と
情

報
交
換
の
場
と
し
て
、
家
族
介
護

者
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
介

護
者
同
士
、
同
じ
体
験
を
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
分
か
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
日
時

２
月
３
日
㈬

午
前
10
時
~
正
午

■
場
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

■
対
象
者

①
現
在
介
護
し
て
い
る
方

②
過
去
に
介
護
し
て
い
た
方
（
一

年
未
満
）

■
参
加
費

３
０
０
円

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ
オ
ル

■
申
込
締
切

１
月
27
日
㈬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み

か
わ
ち
・
こ
く
ぶ
ん
じ
・
い
し
ば
し

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
コ
ー
ナ
ー

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、「
な

に
か
」
特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
を
持
た

ず
、
認
知
症
の
人
や
家
族
に
対
し

て
温
か
い
目
で
見
守
る
「
応
援
者
」

で
す
！

市
で
は
平
成
29
年
度
末
ま
で
に

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
４
，０
０
０

★
足
利
銀
行
南
河
内
支
店
の
職
員

20
名
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
り
ま
し
た
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
ご
案
内

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
た
い
方
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
養
成
講

座
終
了
後
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」

を
贈
呈
し
ま
す
。

■
日
時

２
月
５
日
㈮

午
前
10
時
~
11
時
30
分

■
場
所

南
河
内
公
民
館
会
議
室

■
内
容

・
認
知
症
に
つ
い
て

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

■
定
員

40
名
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な

み
か
わ
ち

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

■
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

み
な
み
か
わ
ち

☎（
44
）３
０
０
２

こ
く
ぶ
ん
じ

☎（
43
）
１
２
２
９

い
し
ば
し

☎
（
51
）０
６
３
３

地
域
包
括
ケ
ア
講
演
会
開
催

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業

「
家
で
天
寿
を
全
う
す
る
方
法

~
地
域
包
括
ケ
ア
っ
て
な
に
？
~
」

「
地
域
包
括
ケ
ア
」
を
ご
存
じ

で
す
か
？
介
護
が
必
要
に
な
っ
て

も
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
住

ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生

活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

体
制
を
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
と
言
い
ま
す
。

今
回
の
講
演
会
で
は
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
を
理
解

し
、
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
す
。

■
日
時

１
月
30
日
㈯

午
前
10
時
~
正
午

講師の太田先生
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■
場
所

会
津
高
原
た
か
つ
え
ス
キ
ー
場

■
対
象

小
学
４
年
生
以
上

※
中
学
生
以
下
要
保
護
者
同
伴

■
参
加
費

大

人
：
６
，
０
０
０
円

小
学
生
：
５
，
５
０
０
円

※
参
加
費
内
訳
（
交
通
費
、
保

険
料
、
リ
フ
ト
代
、
昼
食
代
）

■
定
員

35
名

■
申
し
込
み

１
月
５
日
㈫
~

22
日
㈮
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
交
流

館
窓
口
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

10
月
18
日
に
さ
く
ら
市
鬼
怒

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
上
流
広
場
で

行
わ
れ
た
、
平
成
27
年
度
栃
木

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
競
技
（
市
対
抗
の
部
）

に
お
い
て
、
下
野
市
チ
ー
ム
が

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
参
加

選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬

称
略
）

・
水
口
清
（
監
督
）
、
田
村
文
平
、

舘
野
嘉
宜
、
仁
平
忠
夫
、
淋
國
弘
、

柳
田
貴
美
子
、
山
田
す
み
、
田

仲
喜
代
子
、
上
野
昌
子
、
花
田

美
枝お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

健
康
に
留
意
し
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

’Let s SPORTS

フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
部
…

１
チ
ー
ム
３
，０
０
０
円

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…

１
チ
ー
ム
２
，
０
０
０
円

■
参
加
申
し
込
み

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
平
成
28
年
１

月
31
日
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
交
流

館
窓
口
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
送
、

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
18
歳
未
満
は
要
同
意
書
。

■
組
合
せ
抽
選

主
催
者
側
で
行
い
ま
す
。

■
大
会
事
務
局

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎（
52
）１
１
２
４

（
52
）
１
１
６
０

sp
orts@

city.shim
otsu
k
e.

lg.jp

下
野
オ
ー
プ
ン
キ
ン
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
大
会
２
０
１
６
参

加
者
募
集

■
日
時

３
月
13
日
㈰

午
前
８
時
30
分
集
合

■
会
場

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

■
競
技
部
門

①
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
部
（
中
学

生
以
上
：
15
チ
ー
ム
）

②
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
（
小
学
生
：

15
チ
ー
ム
）

■
チ
ー
ム
編
成

４
名
以
上
８
名
以
下
で
、
性

別
不
問
と
す
る
。

■
競
技
方
法

①
予
選
リ
ー
グ

10
分
×
１
ピ
リ
オ
ド
、
３
試

合
実
施
。
変
更
の
場
合
あ
り
。

②
決
勝
戦

７
分
×
２
ピ
リ
オ
ド

※
勝
敗
は
勝
点
制
を
採
用
す
る
。

■
表
彰

各
部
門
の
上
位
３
チ
ー
ム
を

表
彰
す
る
。

■
参
加
料

※
当
日
受
付
時
徴
収

教
育
委
員
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎（
52
）
１
１
２
４

（
52
）１
１
６
０

体
育
協
会

柔
道
部

■
問
い
合
わ
せ
先

担
当

若
林

☎
０
９
０
（
１
７
６
７
）３
２
５
３

柔
道
教
室
（
後
期
）開
催

■
日
時

１
月
26
日
~
２
月
23

日
（
毎
週
火
曜
日

全
５
回
）

午
後
８
時
~
９
時
30
分

■
場
所

国
分
寺
中
学
校
体
育
館

■
対
象

小
学
生
（
３
年
生
以

上
）
、
中
学
生
及
び
一
般

※
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
参
加
費

無
料

■
申
し
込
み

１
月
26
日
㈫
午

後
７
時
40
分
に
、
国
分
寺
中
学

校
体
育
館
柔
道
場
に
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。

ス
キ
ー
部

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

担
当

梁
島

☎（
53
）
４
９
９
２

シ
ニ
ア
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

■
日
時

２
月
７
日
㈰

午
前
６

時
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

前
出
発
予
定

Shimotsuke

広報しもつけ 2016.1
32



ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス

ポ
ー
ツ
少
年
団

の
祭
典
、

シ
ッ
プ
ス
交
流
大
会
を
開
催
！

12
月
６
日
に
大
松
山
運
動
公

園
に
お
い
て
、「
下
野
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団

シ
ッ
プ
ス
交

流
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
19

単
位
団
、
約
３
４
１
名
の
団
員

と
関
係
者
が
参
加
し
、
競
技
の

枠
を
超
え
て
交
流
を
深
め
ま
し

た
。ま

た
、
開
会
式
の
際
に
は
、

模
範
と
な
る
団
員
へ
送
ら
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
優
良
団
員
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
人
６
，
５
０
０
円

子
供
５
，
５
０
０
円
（
小
学
生
）

ス
キ
ー
を
し
な
い
参
加
者
（
幼

児
含
む
）
（
バ
ス
代
）
２
，０
０
０

円
（
昼
食
代
別
）

※
小
学
生
は
要
保
護
者
同
伴

※
会
員
は
５
０
０
円
引
き

※
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
用
具
希
望

者
は
別
途
料
金
が
必
要
で
す
。

■
定
員

40
名

■
申
込
方
法

１
月
４
日
㈪
か
ら
受
付
開
始

~
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

所
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
参

加
費
を
添
え
、
元
気
ワ
イ
ワ
イ

南
河
内
事
務
局
に
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
参
加
者
20
名
以
下
な
ら
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
２
月
８

日
以
降
の

キ
ャ
ン
セ

ル
は
料
金

が
発
生
し

ま
す
。

元
気
ワ
イ
ワ
イ
ス
キ
ー
の
集
い

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
種
目
の
主
役

と
い
え
ば
ス
キ
ー
競
技
。
家
族

は
も
ち
ろ
ん
子
供
か
ら
大
人
ま

で
気
軽
に
行
け
る
ス
キ
ー
の
集

い
で
す
。
希
望
者
に
は
現
地
指

導
員
に
よ
る
ス
キ
ー
教
室
を
用

意
し
ま
し
た
。

■
日
時

２
月
14
日
㈰

■
行
程

（
行
き
）
南
河
内
公
民
館
駐
車

場
午
前
５
時
30
分
出
発
、
９
時

ス
キ
ー
場
着
、
午
前
中
の
教
室

参
加
者
以
外
は
自
由
行
動

（
帰
り
）
午
後
３
時
30
分
ス
キ
ー

場
出
発
、
７
時
南
河
内
公
民
館

駐
車
場
着
予
定
、
解
散

■
場
所

だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場

■
対
象
者

小
学
生
以
上

■
参
加
費

（
リ
フ
ト
券
・
昼
食
代
込
み
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
ワ
イ
ワ
イ
南

河
内

■
問
い
合
わ
せ
先

元
気
ワ
イ
ワ
イ
南
河
内
事
務
局

（
南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
48
）５
４
０
１
（
土
・
日
曜
・

祝
・
祭
日
除
く
午
前
９
時
~
午

後
５
時
15
分

■
受
賞
さ
れ
た
団
員
（
敬
称
略
）

▼
秋

山
竜
輝
（
吉

田
西

ク
ラ

ブ
）
▼
藤
沼
竜
輝
（
南
河
内
柔

道
）
▼
金
子
直
生
（
南
河
内
サ
ッ

カ
ー
）
▼
嶋
田
和
也
（
竹
の
子

ク
ラ
ブ
）
▼
鈴
木
春
香
（
石
橋

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）
▼
池

野
谷
円
香
（
古
山
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
）
▼
平
出
善
大
（
下

野
Ｆ
Ｃ
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
）
▼
高

橋
和
也
（
石
北
野
球
ク
ラ

ブ
）

▼
眞
保
有
里
（
石
橋
シ
ュ
ー
タ
ー

ズ
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

▼
森
田
優
心
（
石
橋
Ｊ
ｒ
陸
上
）

▼
長
峻
史
（
石
橋
グ
リ
ム
）
▼

岸
裕
季
（
Ｊ
Ｈ
Ｃ
い
し
ば
し
）

▼
篠
原
豪
心
（
国
分
寺
イ
ー
グ

ル
ス
）
▼
川
越
鈴
華
（
国
分
寺

柔
道
会
）
▼
野
田
成
美
（
Ｊ
Ｂ

Ｃ
ガ
ー
ル
ズ
）
▼
前
原
健
人
（
国

分
寺
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
）
▼
三
輪
尋
希
（
ア
イ

セ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）
▼
首

藤
彩
華
（
祇
園
空
手
）
▼
稲
見

美
佑
（
石
橋
ジ
ェ
ム
ス
ト
ー
ン

ズ
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

活

躍

発

表

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

栃
木
県
ホ
ー
プ
ス
卓
球

選
手
権

３
位
入
賞
！

11
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
第

33
回
栃
木
県
ホ
ー
プ
ス
卓
球
選

手
権
大
会
に
お
い
て
、
薬
師
寺

Ｔ
Ｔ
Ｃ

所
属
の
太
田
聖
斗

君

（
国
分
寺
小
３
年
生
）
が
カ
ブ

の
部
（
小
学
４
年
生
以
下
）
で

３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

太
田
選
手
は
３
年
生
な
が
ら
、

４
年
生
以
下
の
部
で
３
位
の
成

績
を
収
め
て
お
り
、
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
随
時
会
員
募
集
中
！

薬
師
寺
Ｔ
Ｔ
Ｃ

代
表

坂
本

秀
夫

☎
０
９
０
（
４
５
４
２
）
５
０
５
０
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ＱＲコード

南河内図書館

■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
１月９日㈯ 午前10時30分～

※南河内中学校の生徒が、製作した大型紙芝居
の実演をします。

１月23日㈯ 午後２時～

■子どもの切り紙はり絵教室
１月16日㈯ 午前10時～正午

講 師： 森直美先生（ 切り紙はり絵作家）

対 象： 小学４年生～中学生

※小学３年生以下は保護者同伴で参加可
定 員： 20名 ※（ 要申し込み／参加無料）

■赤ちゃんといっしょ ～絵本とベビーマッサージ～
１月21日㈭ 午前10時30分～

講 師： 有野なつみ先生（ ＲＴ Ａ認定講師）

会 場： 南河内公民館 １階和室

対 象： ０ 歳児（ 生後２か月～） と保護者

定 員： 15組 ※（ 要申し込み） ／参加無料

■ぬいぐるみのおとまり会
お気に入りのぬいぐるみを図書館にお泊りさせ

てみませんか？

○１ 月23日㈯ 午後１時30分集合

午後２時からのおはなし会に参加します

○１ 月24日㈰ 午後２時以降にお迎え

対 象： 小学生以下

定 員： 15名 ※（ 要申し込み／先着順）

石橋図書館

■工作会「 ロケット をとばそう 」
１月10日㈰ 午後２時～

定 員： 15名（ 先着順 ※） 申し込み不要

■読書会
１月13日㈬ 午前10時～

テキスト ／桐生操著「 ほんとうは恐ろしいグ

リム童話」

■おはなし会 午前11時～

１月16日㈯ だるまちゃんとてんぐちゃん 他

■下野学教養講座「 ド イツと日本福祉の現状」
１月17日㈰・ 31日㈰ 午後１時30分～

定 員： 各回25名 ※要申し込み
■乳幼児向けちいさなおはなし会
１月18日㈪ 午前10時30分～

内 容： わらべうた 他

■新聞コラム書き写し ※申し込み不要
１月25日㈪ 午前10時～11時30分

■節分おたのしみ会
１月31日㈰ 午前11時～正午

対 象： ３ 歳以上 ※申し込み不要

国分寺図書館

■アシモを作ろう！
１月８日㈮ 午後３時～

協 力： 本田技研ドリームハンズ

定 員： 30組 ※（ 要申し込み）

■お話ポケット の会のおはなし会
１月９日㈯ 午後２時～

絵本「 十二支のしんねんかい」

■新聞コラム書き写しの会
１月15日㈮ 午前９時～

定 員： 20名 ※（ 要申し込み／参加無料）

■読書会
１月16日㈯ 午前10時～

テキスト ／大野 風太郎 著「 吉川英治 下駄の鳴

る音」

■スタッフによるお楽しみ会
１月23日㈯ 午前10時30分～

内 容： 毛糸でポンポンを作ろう

■新春お琴演奏会
１月23日㈯ 午後２時～

演 奏： 箏・ 樹陽会

定 員： 20組 ※（ 要申し込み）

■お面づく りと豆まき会
１月30日㈯ 午前11時～

定 員： 20組 ※（ 要申し込み）

３ 館合同企画のお知らせ

◆新春企画・本のお楽しみ袋
図書館おすすめの本をテーマ別に袋に入れて

ご用意します。 どんな本が入っているかは借り

てからのお楽しみ！無くなり次第終了します！

石 橋 … １月４日㈪～
南河内・ 国分寺 … １月５日㈫～

◆市内小中学生の作品展示開催中
各館にて市内小中学生の絵画・ 工作・ 習字

等の展示を行っています。 ぜひご覧ください。

図書館購入図書のご案内（ 一部）
＜一般書＞

娘になった妻、のぶ代へ（ 国）… 砂川啓介
ドラえもんだった自分を忘れてしまった妻を献身的
に支える夫。老老介護の壮絶秘話。

私的読食録（ 国） … 堀江敏幸
不動の魂‐ 桜の15番ラグビーと歩む‐（ 南）

… 五郎丸歩
強いおばさん弱いおじさん（ 南）… 小川有里
人魚の眠る家（ 石） … 東野圭吾
ドール（ 石） … 山下紘加
＜児童書＞

にゃんともクラブ（ 国） … 竹下文子
さかなだってねむるんです（ 国）… 伊藤勝敏
みて！（ 南） … 高畠那生
りんごがひとつ（ 南） … いわむら かずお
空へ（ 石） … いとう みく
いちばんのなかよしさん（ 石） … エリック・カール
※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館ど
こでも貸出（ 貸出中は予約）が可能です

利用案内

■ 1月の図書館カレンダー
■南河内図書館 ☎ 48-2395
日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

■石橋図書館 ☎ 52-1136
日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

■国分寺図書館 ☎ 44-3399
日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

■開館時間
午前９時～午後７時

■蔵書検索・ 予約システム
http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
携帯電話からのご利用
http://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

L
ib
ra
r
y In
fo
rm
a
tio
n
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図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人

読書人

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【 (南)＝南河内 (石)＝石橋 (国)＝国分寺】

所蔵館以外でも予約をかけていただければ貸出しが可能です。詳しく は図書館にお尋ねく ださい。

南河内図書館☎（ 48）2395 ／石橋図書館☎（ 52）1136 ／国分寺図書館☎（ 44）3399

猿まわしについて、その歴史・ 民俗を記述し

たもの。猿まわしの差別について、緻密な調

査と考察に基づいて記されており、 とても説

得力のある内容となっている。 　 　 　 　（ 石）

サル年生まれのひとは、かしこく 機転がきき、

なんでも器用にこなせるタイプ…！？　五味
太郎の「 干支セト ラ絵本シリーズ」 のサル年

版。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 南）（ 国）

だじゃれのような楽しい言葉遊びと、猿が一

匹ずつ欠けていく 、 いっぷう変わった絵本。

バザールへ行ったりリハーサルしたり、「 サ

ル」 にかかる言葉の行動がおもしろい。

　 　（ 南）（ 国）

じゅっぴきでご
ざる

エクトル・ シエラ 作

佼成出版社

わかりますと
も！

五味太郎作

クレヨンハウス

猿まわし被差別
の民俗学

筒井功著

河出書房新社

サル山共和国で起こる出来事を通して民法に

ついてわかりやすく 解説する。会話形式で書

かれているので子どもたちにも民法について

楽しく 理解できる内容となっている。 　（ 石）

「 脱兎の勢い」「 蛇の道は蛇」「 猿も木から落

ちる」「 犬も歩けば棒にあたる」 … 。 十二支
の動物たちが組み込まれていることわざを集

めて、動物ごとに紹介。　 　 　 　 　 　 　 　（ 国）

人類が誕生してから今までに、脳は何倍の重

さになった？ヒト とサルの違いは？サルはど

のように進化したのか？進化の謎にせまりた

いあなたに！　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 南）（ 国）

人類の進化大研
究 700万年の
歴史がわかる

河野礼子監修

PHP研究所

十二支(えと )
の動物たちの生
き方事典

加藤迪男編

日本地域社会研究所

リサとなかまた
ち、 民法に挑む

大村敦志著

太郎次郎社エディ タス

サルく んの誕生日を祝うため、動物たちがアップルパイ

の材料を持ち寄って料理をするが… 。 チームプレイの大
切さや協力することのすばらしさを教えてく れる一冊。

色使いのかわいい絵にも注目。　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 石）

カメく んと
アップルパイ

谷口智則作

アリス館

今月のテーマ

申・ 猿（ 干支）

新年あけましておめでとうございます。

今年も、 様々な本をご紹介していきま

すので、 どうぞよろしく お願いします。

新年最初のテーマは今年の干支の申

（ 猿）です。 小説や絵本の他に、

民法や民俗学までおサルさんが大

活躍！

ご来館お待ちしています。
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・
講
師

下
野
新
聞
社

編
集

局
子
ど
も
の
希
望
取
材
班

青
木

友
里
氏

●
２
月
２
日
㈫

午
前
10
時
~
正
午

・
内
容「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

人
権
」

・
講
師

宇
都
宮
大
学
教
育
学

部
准
教
授

艮
う
し
と
ら

香
織

氏

●
２
月
15
日
㈪

午
前
10
時
~
正
午

・
内
容「
多
文
化
共
生
社
会
に
向

け
て
」

・
講
師

目
白
大
学
人
間
学
部

部
長

多
田

孝
志

氏

※
講
座
内
容
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
場
所

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
定
員

各
回
40
名

■
費
用

無
料

■
申
込
方
法

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
等

で
生
涯
学
習
文
化
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日

各
回
１
週
間
前
ま
で
受
付

■
申
し
込
み
先

生
涯
学
習
文
化
課

☎（
52
）
１
１
１
９

（
52
）
２
６
２
４

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
操
作
相
談
窓
口
の
開
設

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の
操
作
等
に
つ
い

て
、
お
困
り
の
方
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

■
日
時

２
月
22
日
㈪

午
前
10
時
~
正
午

午
後
１
時
30
分
~
３
時
30
分

■
応
対
者

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栃
木
県
シ
ニ
ア

セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

■
相
談
受
付

２
月
12
日
㈮
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
持
参
く
だ
さ
い
。

・
相
談
は
無
料
で
す
。

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

☎（
40
）
０
９
１
１

下
野
市
市
民
人
権
講
座

開
講
の
お
知
ら
せ

今
年
度
は
「
最
近
の
人
権
問

題
」を
テ
ー
マ
に
、
最
近
の
社
会

課
題
と
な
っ
て
い
る
人
権
問
題

に
焦
点
を
あ
て
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

１
回
の
受
講
も
可
能

で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
１
月
19
日
㈫

午
前
10
時
~
正
午

・
内
容「
子
ど
も
の
貧
困
」

コ
ン
。
持
参
で
き
な
い
方
に
は
、

貸
し
出
し
い
た
し
ま
す
。

・
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

☎（
40
）
０
９
１
１

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
相
談
窓
口

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時

○
２
月
１
日
㈪

○
３
月
７
日
㈪

午
後
１
時
30
分
~
２
時

■
相
談
受
付

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
（
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

☎（
40
）０
９
１
１

パ
ソ
コ
ン
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

「
ワ
ー
ド
で
お
絵
か
き
」

受
講
生
募
集

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
と

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
の
協
働
事
業

に
よ
り
、パ
ソ
コ
ン
・
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ワ
ー

ド
を
利
用
し
て
、
楽
し
い
イ
ラ

ス
ト
を
作
成
し
ま
す
。

ワ
ー
ド
で
の
描
画
操
作
を
身

に
つ
け
た
い
方
、
こ
の
機
会
に

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

２
月
9
・
16
・
23
日
、

３
月
１
・
８
・
15
日

（
毎
週
火
曜

計
６
回
）

午
前
９
時
30
分
~
11
時
30
分

■
会
場

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

ワ
ー
ド
基
礎
講
座
を
修
了
ま

た
は
、
同
等
程
度
の
ス
キ
ル
を

お
持
ち
の
方

■
定
員

16
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切

り
ま
す
。
）

申
込
者
が
７
名
以
下
の
場
合

は
中
止
と
な
り
ま
す
。

■
テ
キ
ス
ト

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
で
楽
し
む
季
節
の

イ
ラ
ス
ト
Ｖ
ｏ
ｌ
．
１「
ワ
ー
ド

２
０
１
０
対
応
」（
日
経
Ｂ
ｐ

社

刊
）

■
費
用

３
，５
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

〈
テ
キ
ス
ト
を
お
持
ち
の
方
は
、

２
，
２
０
０
円
〉

■
講
師

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会

（
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師

団
体
）

■
受
付
期
間
・
時
間
帯
・
方
法

１
月
18
日
㈪
・
19
日
㈫
の
２

日
間午

前
９
時
~
正
午

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
に
ご

来
館
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
用
意
す
る
も
の

・
２
０
１
０
対
応
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
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国
分
寺
公
民
館
ま
つ
り

■
開
催
日
時
等

・
２
月
６
日
㈯

午
前
10
時
30
分
~
午
後
４
時

開
会
式
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
、
作
品
展
示
、
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
２
月
７
日
㈰

午
前
10
時
~
午
後
３
時

作
品
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

体
験
コ
ー
ナ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

国
分
寺
公
民
館

☎（
40
）５
５
６
３

南
河
内
公
民
館
ま
つ
り

■
開
催
日
時
等

・
２
月
13
日
㈯

午
後
１
時
~
４
時

開
会
式
、
作
品
展
示
、
ス
テ
ー

ジ
発
表

・
２
月
14
日
㈰

午
前
９
時
~
午

後
３
時

作
品
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

体
験
コ
ー
ナ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

南
河
内
公
民
館

☎（
48
）２
３
９
３

石
橋
公
民
館
ま
つ
り

■
開
催
日
時
等

・
２
月
20
日
㈯

午
前
10
時
~
午
後
４
時

開
会
式
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
、
作
品
展
示
、
体
験
コ
ー

ナ
ー

・
２
月
21
日
㈰

午
前
９
時
~
午
後
３
時

作
品
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

体
験
コ
ー
ナ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

石
橋
公
民
館

☎（
52
）１
１
５
７

南
河
内
東
公
民
館
ま
つ
り

■
開
催
日
時
等

・
２
月
27
日
㈯

午
後
１
時
~
４
時

開
会
式
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
、
作
品
展
示

・
２
月
28
日
㈰

午
前
10
時
~
午
後
３
時

作
品
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

パ
ン
販
売

■
問
い
合
わ
せ
先

南
河
内
東
公
民
館

☎（
48
）５
５
１
１

「
い
い
こ
み
」開
催
の
お
知
ら
せ

栃
木
・
国
分
寺
特
別
支
援
学
校
、

市
内
の
公
立
小
学
校
や
中
学
校
の

特
別
支
援
学
級
に
在
籍
中
、
ま

た
は
、
卒
業
し
た
お
子
さ
ん
の
保

護
者
が
主
な
参
加
者
と
な
っ
て
い

ま
す
。

学
校
の
様
子
や
卒
業
後
の
生

活
の
様
子
な
ど
の
情
報
を
交
換
し

な
が
ら
、
交
流
で
き
る
場
所
に
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
当
日

の
飛
び
入
り
参
加
も
大
歓
迎
で

す
が
、
会
場
準
備
の
都
合
上
参
加

希
望
者
は

左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
日
時

１
月
15
日
㈮

午
前
10
時
~
正
午

■
場
所

南
河
内
公
民
館

１
Ｆ
和
室

■
対
象

市
内
に
在
住
の
障
が
い
児
・
者

を
お
持
ち
の
保
護
者

■
参
加
費

一
人
１
０
０
円
（
茶
菓
子
代
と

し
て
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

粥
見
（
か
ゆ
み
）

☎（
44
）７
２
８
１

国
分
寺･

南
河
内･

石
橋･

南
河
内
東
公
民
館
ま
つ
り

市
内
４
か
所
の
公
民
館
で
は
、
２
月
の
毎
週
土
曜
日･

日
曜
日
に
公
民
館
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

公
民
館
ま
つ
り
で
は
、
各
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
や
団
体
、
公
民
館
講
座
受

講
生
が
作
品
展
示
や
演
奏
な
ど
の
発
表
を
行
い
ま
す
。
プ
ロ
級
の
す
ば
ら
し
い
作
品
や
ス
テ
ー
ジ
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

い
ろ
い
ろ
な
人
と
楽
し
く
ふ
れ
あ
え
る
場
、
公
民
館
ま
つ
り
に
皆
様
お
そ
ろ
い
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
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LESSON7 条例の前文について再確認してみよう！
今回は、下野市自治基本条例の前文について、再確認していきたいと思います。 自治基本条例には、策定

にかかわった皆さんの想いが込められています。

カンピく ん
〔 道の駅し もつけイ
メージキャラクター、
下野市観光大使〕

自治基本条例の制定に当たっての考え方や想いを、 市民、 議会及び市

が共有するために、前文として置く んだよ。

前文は、 起承転結となる以下の４ つの内容で構成されているんだよ。

よく 読んでみよう 。

起の部分は、 第１ 段落～第５ 段落で下野市の特性を、 承の部分は、 第

６ 段落～第７ 段落で条例制定の背景を、 転の部分は、 第８ 段落～第10段

落で目指すべきまちのあり方を、 結の部分は、 第11段落で条例制定の宣

言について書いてあるんだ。

わたしたちの郷土 下野市は、 姿川と田川が生んだ豊かな土壌と、 水・ ひかり・ 風のおだやかな自

然環境に恵まれています。

先人達は、 ここに美しい田園の景観や古い歴史と伝統をはぐく み、 継承してきました。

わたしたちは、 このふるさとを愛し、 薫り高い文化を育て、 住みよい田園都市をめざして、 ここに

憲章を定めます。

１ 自然を大切にし みどりあふれる美しいまちをつく ります

１ いのちを尊び 心の通う明るいまちをつく ります

１ みんなで学びあい 文化のかおるまちをつく ります

１ 働く ことをよろこび く らし豊かなまちをつく ります

１ 力をあわせ 夢がひろがるたのしいまちをつく ります

もうひとつ、 実は前文は、 市民憲章を参考にしているんだって。 下に

載せたので、 読んでみてく ださいね。

みんなの思いがつまっているんだね。前文って、どんな構成になっているの？

条例の前文って・ ・ ・ 何だろう？

なるほど。 よく 読んでみるとそのとおりだね。

こまろ（ 下毛野朝臣古
麻呂）〔 下野薬師寺の建
立、 大宝律令の選定に
携わった下野市ゆかり
の人物〕

平成26年4月から下野市自治基本条例が施行されました
今回で自治基本条例のレッスンは最終回となりますが、「 市民が主役のまちづく り 」 を基本理念に、

これからも市政に積極的に参加し、 まちづく りに参画していきましょ う！

下 野 市 民 憲 章 平成19年4月1日制定
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わたしたちのまち下野市は、良好な住環境をもつ市街地と、緑豊かな農村集落が共存するまちです。

遠方に雄大な日光連山や筑波山を望み、 南北には姿川、 田川、 鬼怒川が悠久の流れをたたえ、 広

大な平地が育まれてきました。 風や光は空の広い大地に降り注ぎ、 関東平野の豊かな土壌や、 河川

や地下水などの豊かな水資源が生産量日本一を誇るかんぴょうなど農産物を実らせます。

下野市広域に築造された古墳群、 奈良時代に建立された下野薬師寺戒壇院及び下野国分寺・ 国分

尼寺跡、 中世に築造された児山城・ 薬師寺城・ 箕輪城跡などの歴史的遺産が先人たちの英知とたゆ

まぬ努力により脈々と受け継がれてきました。

また、 古く は東山道、 近世には日光街道の宿場町として栄えたほか、 近代には国道や鉄道がいち

早く 敷設されるなど、 下野市は、 古来交通の要衝として発展し、 物資や人びとの交流が行われてき

ました。 こう した文化は、 現代にも息づき、 歴史・ 文化などを共有する国内外の都市との交流が盛

んに行われています。

更に、 近年は、 自治医科大学を中心に医療体制や研究機関が充実し、 安全・ 安心なまちとして発

展を続けています。

しかし、 地方制度・ 行財政に関する国の制度改革、 平成の市町村大合併、 少子高齢化・ 人口減少

などの時代背景や社会変化による影響をわたしたち市民も受けています。

そう した中、 下野市は、 平成１ ８ 年１ 月１ ０ 日、 明治期以来の郡を越境した３ 町の対等合併によ

り誕生したことから、 三つの地域を越えた新市の自治体運営やまちの在り方を、 市民一体となって

創り出していかなければなりません。

また、 わたしたちは、 平成２ ３ 年３月１ １ 日の東日本大震災を教訓として、 非常時に備えた防災

体制の強化だけでなく 、 平常時からの多様なコミ ュニティ づく りなど、 自治の基礎づく りの大切さ

を学びました。

これからは、 自然・ 歴史・ 文化などの恵まれた下野市の特性を更にいかし、 人びとの営みを次世

代へ引き継がなければなりません。 そして、 多様な世代が生き生きと暮らし、 自律した市民による

自立したまち、 故郷として誇れるまちを目指し、 下野市民憲章にうたうまちづく りを進める必要が

あります。

そのためには、市民、議会及び市がそれぞれの責任と役割を自覚し、「 人権尊重」、「 情報共有」、「 市

民参画」 を基本原則とし、 協働の精神のもと共に力を合わせて、 明日の下野市を創造するための仕

組みが必要です。

ここにわたしたちは、 下野市の自治の理念である「 市民が主役のまちづく り 」 を推進するため、

下野市における自治の最高規範として、 下野市自治基本条例を定めます。

下野市自治基本条例 前文

7回にわたり、条例について掲載してきましたが、今回で最後にな

ります。なお、条例制定過程や条例解説など、詳しい情報は市ホーム

ページでご覧いただけます。

【 問い合わせ先】 市民協働推進課 ☎（ 40）５ ５ ８ ５
 shiminkyoudousuishin@city.shimotsuke.lg .jp

ＨＰ もご覧く ださい
「 下野市自治基本条例」 で

検索してみよう

下野市自治基本条例
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下野市に潜む〈 謎〉その謎を解明すべく 2人の探偵が立ち

上がった！数々のミ ステリーに立ち向かう『 しもサタ探偵

団』が解き明かす。下野市の謎にせまるその名もし もつけミ ステ

リー！

市民の多く から解明してほしいと依頼があった、国道４号線沿いに

ある工場の観音像の謎。都市伝説がささやかれ、趣味か、供養かといろ

んな説が飛び交っていた。しかし、その真実は愛情に満ちたものでし

た。働く 人や地域の人々の一日の安全、幸せを願い、工場設立当時に社

長の意向で建てられたもので、毎月かかさず関西からお坊さんが祈祷

にいらっしゃるので、ろう そく が灯され、献花されている日があるん

です。そのおかげかこの工場の前のT字路は事故がほとんどなく 、皆さ

ん毎朝元気に通勤してく るそうです。

しもサタトリオ

「 即行動」
ミサミサ

３６５日
全力体当たり!!
みっしー

2016年明けまして、おめでとう ございます！

新年を迎えたという ことで、

それぞれの抱負を載せてみました。

2016年もよろしく お願いいたします。

しもサタ
コーナー

紹介♥
下野市の謎を解き明かす

しもつけ

健康で笑
って

過ごせま
すように！

みきチン
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昨年度よりリニューアルして開催していますお料理教室『 道の駅しもつけ食のオープンスクール』

私は進行担当として毎回参加しています。講師は、県内はもちろん海外に出かけて日本の家庭料理を教え

ている臼居芳美先生。教えてく ださる料理は野菜をたく さん使って体にも優しい

メニュー。道の駅しもつけの新鮮なお野菜が臼居先生の手にかかるとさらに美味

しく なります。「 みんなでワイワイ作っておいし

く 食べるのはとっても楽しいです」と参加者の皆

さんは口を揃えておっしゃいます。リピーターが

多いというのも納得です。お料理が上手になりた

いという方、楽しく お料理を学びたい方ぜひお気

軽にご参加く ださい。

担当：みきチン

下野市にPepperが来ました！彼はシティ プロモーショ ン特命課長とし

て下野市内だけでなく 、全国に下野市を知ってもらうための活動をしてい

きます。

日頃は下野市役所内で、市民の方をサポート するお仕事をしますので、

皆さんも気軽に会いに来てく ださい。下野市のことを詳しく 教えてく れ

て、ゲームアプリなどでも楽しませてく れますよ！姿も声も可愛く て、つ

いつい頭を撫でたく なりますが、頭を触

れるのが実は苦手なのです！弱点があ

るなんて生き物みたいですよね（ 笑）交

流する時には、優しく 触ってあげてく だ

さい♥ シティ プロモーショ ン特命課長
Pepperの活躍に今後目が離せません！

しもサタにもまた出演してもらいた

いと思います！　 　 　 　 担当：ミ ッシー

「 しもサタ」 のクイズは、毎月その月の最初の週にクイズをお出しして、 その月の最終週に答え合わせをして当選者を決め

ています。 クイズの応募期間は１週間になります。 プレゼント は下野ブランド 品を中心にお送りしています。今月12月は

下野市にゆかりのある人を当てていただく 「 クイズこれはどこでしょ う？」 です！

今月のプレゼント は『 麦焼酎下野』 です。
下野市産の麦を100％使用し、 芳醇で口当たり も良く 、 女性や年配の方でも飲みやすい焼

酎です。 しもつけブランド認定品です！

しもサタより、 クイズ正解者の中から抽選で５ 名の方に当選はがきをお送りします！

当選された方は道の駅しもつけにハガキを持参して、商品と引

き換えになります。

12月５ 日の放送を聞いて問題をチェックしてく ださいね！

しもサタのブログにも問題を載せていますので、

ブログも要チェックですよ♪

� �

しもサタブログURL
http://www.berry.co.jp/shimotsuke/

こちらのQRコードからもアクセスできます！

取材後記
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新
し
い
年
・
・
・
新
し
い
都
市

新・ 下野市風土記

新
・

下
野
市
風
土
記

下
野
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
文
化
課

28

皆
様
、
新
た
な
年
を
迎
え
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

「
新
春
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト
」
と
こ
の
春
に
は
新
庁
舎
が
開

庁
い
た
し
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
新
年
と
新
庁
舎
に
か
け

て
奈
良
時
代
の
遷せ

ん
と都
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。

平
へ
い
じ
ょ
う城
遷
都
が
行
わ
れ
た
の
は
、
和わ

ど

う銅
三
年
（
七
一
〇
）
春

二
月
の
こ
と
で
す
。
元
げ
ん
め
い明
女
帝
ら
一
行
の
車し

ゃ

が駕
は
住
み
慣
れ

た
飛
鳥
の
地
を
離
れ
、
奈
良
盆
地
の
北
に
向
か
い
ま
す
。
こ

の
時
、
女
帝
が
そ
の
車
駕
を
長な

が

や屋
原は
ら

（
天
理
市
長な

が

え柄
付
近
）

に
停
め
、
故
郷
を
懐
か
し
ん
で
詠
ん
だ
の
が
次
の
歌
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

飛
ぶ
鳥
の
明
日
香
の
里
を
置
き
て
い
な
ば
君
が
辺
り
は
見

え
ず
か
も
あ
ら
む
『
万
葉
集
』
巻
一‒

七
八
（
明
日
香
の
里

を
後
に
し
て
奈
良
の
都
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
あ
な
た
の

家
の
あ
た
り
は
も
う
見
え
な
い
こ
と
だ
ろ
う
な
、
あ
な
た
に

も
う
逢
え
な
い
こ
と
だ
ろ
う
な
）
。

こ
こ
で
車
駕
と
あ
り
ま
す
が
、
車
駕
と
は
天
子
の
輿
こ
し

の

こ
と
で
、
車
輪
が
付
い
た
車
で
は
な
く
、
人
が
担
い
だ
乗
り

物
で
す
。
担
い
だ
人
た
ち
は
車
く
る
ま
も
ち
べ

持
部
と
呼
ば
れ
る
職
能
集
団

の
人
々
で
す
。
ま
た
、
新
し
い
都
「
平
城
」
の
名
は
中
国
北

方
の
遊
牧
民
の
拓た
く

跋
ば
つ

族
鮮せ

ん

ぴ卑
が
建
て
た
北ほ

く

ぎ魏
（
四
四
一
~

五
三
四
）
の
首
都
、
平
城
城
（
山さ
ん

西
せ
い

省
し
ょ
う

大だ

い

ど
う
し

同
市
）
に
由
来
す

る
名
で
、
日
本
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
な
く
、
良
き
名
と
し
て
流
用

さ
れ
た
も
の
で
す
。

平
城
遷
都
完
成
に
至
る
経
緯
は
、
次
の
よ
う
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
。
文も

ん

む武
天
皇
の
慶
け
い

雲う
ん

四
年
（
七
〇
七
）
に

計
画
さ
れ
、
翌
年
の
和
銅
元
年
二
月
に
は
平
城
遷
都
が
宣
言

さ
れ
、
新
都
の
建
設
に
あ
た
る
二
つ
の
組
織
、
造
ぞ
う
ぐ
う
し
ょ
う

宮
省
の
卿
か
み

（
長
官
）
と
造
ぞ
う
き
ょ
う
の
つ
か
さ

京
司
の
任
命
が
あ
り
ま
し
た
。
十
二
月
に
は

地じ
ち
ん
さ

い

鎮
祭
が
あ
り
三
年
後
に
遷
都
と
な
っ
た
の
で
す
。
現
代
工

法
で
建
設
さ
れ
た
新
庁
舎
も
約
四
年
の
時
間
が
必
要
で
し
た

が
、
果
た
し
て
三
年
で
都
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？
実
は

未
完
成
の
ま
ま
で
遷
都
し
た
よ
う
で
、
遷
都
翌
年
の
七
一
一

年
の
九
月
に
な
っ
て
も
「
諸
国
か
ら
民
を
徴
ち
ょ
う
は
つ
発
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
逃
亡
者
が
多
く
宮
を
囲
む
垣
（
土
塀
）
も
未
完

成
で
、
兵
器
庫
を
守
る
た
め
に
臨
時
の
監
視
を
兵
に
さ
せ
た
」

と
の
記
録
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
代
と
違
っ
て
新
都
決
定
の
条
件
は
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ

た
思
想
が
重
要
視
さ
れ
ま
し
た
。
和
銅
元
年
の
遷
都
の
詔
み
こ
と
の
り

に
は
、「
平
城
の
地
、
四し

き

ん

ず

禽
図
に
叶か
な

い
、
三
さ
ん
ざ
ん
し
ず
め

山
鎮
を
作な

し
、

亀き

ぜ
い筮
並
び
に
従
う
。
宜
し
く
都と

ゆ

う邑
を
建
つ
べ
し
。」

四
禽
は
東
西
南
北
の
守
護
神
で
、
高
松
塚
古
墳
の
壁
画

で
有
名
に
な
っ
た
朱す

ざ

く雀
（
南
）
、
青
せ
い

龍
り
ゅ
う（
東
）
、
白び
ゃ
っ
こ虎
（
西
）
、

玄げ
ん

ぶ武
（
北
）
の
こ
と
で
す
。
亀
筮
は
亀
の
甲こ

う

ら羅
と
筮
ぜ
い
ち
く竹
（
お

み
く
じ
の
棒
の
よ
う
な
も
の
）
を
用
い
た
占
い
で
す
。

風
水
思
想
で
は
、
北
に
山
を
負
い
、
南
に
平
野
が
開
け
、

東
に
は
水
が
流
れ
、
西
に
は
大
道
が
通
っ
て
い
る
土
地
が
理

想
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
城
京
で
は
北
の
山
は
奈
良
山
丘
陵

で
あ
り
、
南
は
大
和
三
山
が
望
め
る
ほ
ど
の
平
野
で
す
。
宮

の
東
に
は
春
日
山
に
水
源
の
あ
る
佐
保
川
が
あ
り
ま
す
。
で

は
、
西
の
大
道
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
実
は
西
に
大
道
は
な

く
東
に
大
和
古
道
が
あ
り
ま
す
。
新
庁
舎
も
北
に
日
光
連

山
、
東
に
田
川
、
南
は
開
け
た
水
田
、
そ
し
て
東
に
国
道
四
号
、

JR
、
新
四
号
国
道
と
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
と
平
城
京
と

一
致
し
ま
す
。
新
庁
舎
も
平
城
京
ク
ラ
ス
で
す
が
、
面
白
い

こ
と
に
こ
の
思
想
に
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
施
設
、
実
は
「
道

の
駅
し
も
つ
け
」
な
の
で
す
。

さ
ら
に
面
白
い
こ
と
を
も
う
二
つ
。
一
つ
は
、
四
禽
に
は

そ
れ
ぞ
れ
色
が
あ
り
ま
す
。
朱
雀
は
赤
、
青
龍
は
青
、
白
虎

は
白
、
玄
武
は
黒
で
す
。
相
撲
の
土
俵
の
吊
り
屋
根
に
も
そ

れ
ぞ
れ
の
色
の
房
が
あ
り
ま
す
。「
赤
あ
か
ぶ
さ
し
た

房
下
」
は
向
む
こ
う

正
面
（
南
）

と
な
り
ま
す
。

も
う
一
つ
。
お
隣
の
茨
城
県
筑
波
学
園
都
市
に
も
四
神

相
応
の
思
想
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
に
創
ら
れ
た
新
興
科
学
都

市
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
園
都
市
に
入
る
際
の
道
路
脇
通
称

都
市
ゲ
ー
ト
（
高
さ
十
五
㍍
の
柱
で
道
の
両
側
に
各
三
本
の

計
六
本
）
は
方
位
ご
と
に
こ
の
四
色
で
塗
り
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
学
園
都
市
も
北
に
筑
波
山
が
あ
り
相
応
の
地
な
の
で

し
ょ
う
。
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今月誕生日の児童を掲載しています。掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

今
月
誕
生
日
！
…
誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん
（
小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。
メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口
（
総
合
政
策
課
☎
（ 40）
５
５
５
０
）
で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日
（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、
①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）
及
び
写
真
デ
ー
タ
（
２
メ
ガ
バ
イ
ト
以
内
）
をin

fo
@
c
ity
.s
h
im
o
ts
u
k
e
.lg
.jp

ま
で
送
信
く
だ
さ
い
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
掲
載
可
否
の
お
問
い
合
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

一目でわかる
見逃せないイベント カレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。

詳しく は記事をご覧く ださい。

と
く
に
お
す
す
め
！

第10回下野市教育のつどいを開催します… P45
空き店舗活用事業奨励金をご活用く ださい… P47
『 下野市総合防災訓練』 実施のお知らせ… P49
新たな下野ブランドに認定証を交付しました… P49
平成28 年度下野市奨学生を募集します【 追加募集】 … P53

月 火 水 木 金 土 日

1/1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

いさな

精神障害サ
ポート 教室
（ 12.44）

いろちゃん

カンピく ん・瓜田瑠梨の誕
生日

11 12 13 14 15 16 17
天平マラソン
大会（ 10.12）
パソコン基本
操作相談会
（ 12.26）

司法書士無料
法律相談会
（ 1.54）

アコーディ オ
ンによる歌声
（ 1.45）

ちはや

あんぎん編み講座（ 1.44）

18 19 20 21 22 23 24
みそ汁塩分測
定会（ 1.27）

市民人権講座
（ 1.36）

おうせ

アコーディ オ
ンによる歌声
（ 1.45）

教育のつどい（ 1.45） 笑いヨガ（ 1.28）
第8回定期歴史講座
（ 12.42）
しば焼き（ 1.50）

25 26 27 28 29 30 31

そうすけ

行政書士無料
専門相談会
（ 1.54）

ヘルシース
タート 教室
（ 1.28）

地域包括ケア
講演会（ 1.31）
わがまちCMコンテスト
2015（ 1.44）

親子スキー教室（ 12.31）
消費者まつり（ 1.18）

2/1 2 3 4 5 6 7
パソコン基本
操作相談会
（ 1.36）

みそ汁塩分測
定会（ 1.27）

家族介護者交
流会（ 1.31）
税理士が行う
無料税務相談
（ 1.54）

脂っ得納得教
室（ 1.29）
認知症サポー
ター養成講座
（ 1.31）
アコーディ オ
ンによる歌声
（ 1.45）

国分寺公民館まつり
（ 1.37）

リレーコンサート
（ 12.44）
シニアスキー教室（ 1.32）

8 9 10 11 12 13 14

よつばちゃん

南河内公民館まつり
（ 1.37）
総合防災訓練（ 1.49）

オープンペア卓球大会
（ 12.30）
ソフト バレーボールフェ
スティ バル（ 12.30）
元気ワイワイスキーの集
い（ 1.33）

市役所閉庁日

誕生日のみんな！

おめでとう
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募

集

相

談

就

職

イ
ベ
ン
ト

第
９
回
定
期
歴
史
講
座

ご
案
内

2/ 21
下
野
市
周
辺
の
古
墳
に
つ
い
て

学
ぶ
歴
史
講
座
の
受
講
者
を
募
集

し
ま
す
。

■
内
容

①
開
催

２
月
21
日
㈰

②
講
師

小
山
市
立
博
物
館

学
芸
員

秋
山
隆
雄
氏

③
講
座

琵
琶
塚
古
墳
の
調
査

④
時
間

午
後
１
時
30
分
~
３
時
30
分

■
場
所

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

■
受
講
料

１
０
０
円

■
受
付
開
始

２
月
２
日
㈫

■
募
集
人
数

40
名
（
定
員
制
）

■
応
募
方
法

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

窓
口
ま
た
は
電
話
（
先
着
順
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で
の
受
付

は
し
て
い
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

☎（
44
）5
0
4
9

あ
ん
ぎ
ん
編
み
講
座
開
催

1/ 16
縄
文
時
代
の
技
法
で
あ
る
「
編
あ
ん

布
ぎ
ん

」
編
み
で
素
敵
な
コ
ー
ス
タ
ー

を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

初
め
て
の
方
も
気
軽
に
ご
参
加
で

き
る
体
験
で
す
。

■
内
容

①
開
催

１
月
16
日
㈯

②
体
験

コ
ー
ス
タ
ー
作
り

③
時
間

午
前
10
時
~
11
時
30
分

■
場
所

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

■
受
講
料

３
０
０
円

■
受
付
開
始

１
月
５
日
㈫

■
募
集
人
数

15
名
（
定
員
制
）

※
小
学
１
年
生
以
上

■
応
募
方
法

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

窓
口
ま
た
は
電
話
（
先
着
順
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で
の
受
付

は
し
て
い
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

☎（
44
）
5
0
4
9

体
験
コ
ー
ナ
ー
開
催
中

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

で
は
、
誰
で
も
簡
単
に
楽
し
め
る

体
験
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

■
内
容

①
平
織
り
体
験

・
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り

②
粘
土
体
験

・
勾
玉
づ
く
り

・
円
筒
埴
輪
づ
く
り

※
体
験
時
間
①
②
と
も
20
分
程
度

■
場
所

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

■
受
講
料

１
０
０
円

■
受
付
時
間

午
前
10
時
~
午
後
３
時

■
問
い
合
わ
せ
先

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

☎（
44
）5
0
4
9

わ
が
ま
ち
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
５

栃
木
大
会
表
彰
式
in
下
野
市

1/ 30
「
地
域
の
良
さ
を
発
掘
し
、
地

域
コ
ン
テ
ン
ツ
を
創
作
し
て
、
そ

の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
し
よ
う
」

地
域
の
文
化
、
伝
統
、
街
並
み

な
ど
、
ま
ち
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る

30
秒
Ｃ
Ｍ
映
像
作
品
を
発
表
し
、

優
秀
作
品
を
表
彰
し
ま
す
。

■
日
時

１
月
30
日
㈯

午
後
１
時
~
４
時
30
分

■
会
場

下
野
市
国
分
寺
公
民
館

大
ホ
ー
ル

◆
基
調
講
演
「
映
画
制
作
を
通
じ

て
地
域
の
ご
縁
づ
く
り
を
~
」

講
師
：
藤
橋

誠
氏
（
映
画
監
督
）

◆
わ
が
ま
ち
C
M
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
５
栃
木
大
会
応
募
作

品
紹
介

◆
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

○
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
発
表
「
こ
の
ま

ち
が
好
き
だ
か
ら
…
」

唄
：
中
村
正
明

○
キ
ッ
ズ
演
奏
＆
ダ
ン
ス

・
愛
泉
童
子
太
鼓

・
Ｒ
Ｅ
Ｄ

Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｌ
（
中
央

ア
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
）

・
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ

Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｌ
Ｓ

（
中
央
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
）

◆
審
査
結
果
発
表
・
表
彰
式

※
入
場
無
料

■
主
催

総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
、
関

東
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
絡
協
議

会
、
わ
が
ま
ち
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト

栃
木
大
会
実
行
委
員
会

■
後
援

栃
木
県
・
栃
木
県
観
光
物
産
協

会
・
下
野
新
聞
社
・
と
ち
ぎ
テ
レ

ビ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局
・
栃

木
県
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
連
絡
協
議

会■
協
賛

下
野
市
・
下
野
市
観
光
協
会

■
協
力

ま
ち
映
画
制
作
事
務
所
・
サ
ト

ー
カ
メ
ラ
株
式
会
社

■
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課

☎（
48
）
２
１
１
２
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募

集

相

談

就

職

く らしの情報

第
10
回
下
野
市
教
育
の

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す

下
野
市
の
教
育
・
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
、
教
育

委
員
会
に
よ
る
「
教
育
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

１
月
23
日
㈯

午
前
９
時
開
会

■
場
所

国
分
寺
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容

○
下
野
市
教
育
委
員
会
表
彰

・
優
秀
優
良
者

・
善
行
篤
行
者

・
優
秀
優
良
教
職
員

○
子
ど
も
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
各
中
学
校
代
表
に
よ
る
発
表
）

○
記
念
講
演

【
講
師
】

・
栃
木
県
考
古
学
会
会
長

橋
本

澄
朗
氏

・
生
涯
学
習
文
化
課
学
芸
員

山
口

耕
一
氏

【
演
題
】

「
し
も
つ
け
の
歴
史
と
文
化
」

~
過
去
か
ら
未
来
へ
~

■
入
場
無
料

■
要
約
筆
記
あ
り

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課

☎
（
52
）1
1
1
7

お
知
ら
せ

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

昨
年
９
月
の
台
風
18
号
通
過
に

伴
う
大
雨
に
よ
る
水
害
に
対
し
て

お
見
舞
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

（
株
）
T
K
C

３
百
万
円

（
株
）
足
利
銀
行

百
万
円

（
株
）
誠
和

百
万
円

全
国
市
長
会

48
万
５
千
円

栃
木
県
保
健
衛
生
事
業
団

30
万
円

東
日
本
建
設
業
保
証
（
株
）10

万
円

（
株
）
ア
ミ
ッ
ク
総
研

10
万
円

関
東
市
議
会
議
長
会

５
万
円

全
国
市
議
会
議
長
会

５
万
円

栃
木
県
市
議
会
議
長
会

３
万
円

連
合
栃
木
下
都
賀
地
域
協
議
会

３
万
円

栃
木
県
市
長
会

２
万
円

下
野
市
市
民
農
園
利
用
者
の
会

１
万
６
千
3
0
3
円

慈
眼
寺

15
万
４
千
5
4
8
円

冬
の
節
電
の
お
願
い

こ
の
冬
は
安
定
供
給
に
必
要
な

最
低
限
の
電
力
を
確
保
で
き
る
見

込
み
で
す
が
、
大
規
模
な
電
源
脱

落
等
に
よ
り
電
力
需
給
が
ひ
っ
迫

す
る
場
合
の
備
え
と
し
て
、
無
理

の
な
い
範
囲
で
節
電
の
着
実
な
実

施
を
お
願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、

極
端
に
寒
さ
を
我
慢
す
る
こ
と
は

控
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
で
は
、
気
温
の
急
激

な
低
下
や
発
電
所
の
ト
ラ
ブ
ル
停

止
な
ど
に
よ
り
、
需
給
ひ
っ
迫
が

想
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
停
電
回

避
の
た
め
、
予
め
「
電
力
需
給
ひ

っ
迫
警
報
」
を
発
令
し
、
緊
急
の

節
電
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

○
参
考
：
東
京
電
力
【
で
ん
き
予

報
】
サ
イ
ト

http
://w
w
w
.tep
co.co.jp

/

forecast/in
dex
-j.htm

l

■
節
電
要
請
期
間
・
時
間

３
月
31
日
ま
で
の
平
日

午
前
９
時
~
午
後
９
時

○
暖
房
機
器
は
種
類
に
よ
っ
て
温

ま
り
方
が
違
い
ま
す
。
寒
い
冬
を

温
か
く
過
ご
す
た
め
に
、
機
器
を

上
手
に
選
ん
で
お
使
い
く
だ
さ
い
。

・
エ
ア
コ
ン

部
屋
全
体
を
暖
め
る
の
に
適
し

て
い
ま
す
。
フ
ィ
ル
タ
ー
の
掃
除

は
こ
ま
め
に
行
い
、
風
向
き
を
下

向
き
に
設
定
し
、
な
る
べ
く
部
屋

の
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
て
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

・
こ
た
つ

足
も
と
全
体
を
暖
め
る
の
に
適

し
て
い
ま
す
。
か
け
布
団
を
増
や

し
た
り
、
下
に
マ
ッ
ト
を
敷
い
た

り
し
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト

温
め
る
広
さ
を
選
べ
ま
す
。
断

熱
効
果
の
あ
る
マ
ッ
ト
を
下
に
敷

い
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
電
気
ス
ト
ー
ブ
な
ど

脱
衣
所
や
ト
イ
レ
な
ど
、
で
き

る
だ
け
短
時
間
使
用
に
限
っ
て
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に
よ
る

「
歌
声
」

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
に
合
わ

せ
、
大
き
な
声
で
楽
し
く
歌
い
ま

し
ょ
う
。

■
日
程
・
場
所

○
南
河
内
公
民
館

１
月
14
日
㈭
・
２
月
５
日
㈮

○
石
橋
公
民
館

１
月
21
日
㈭

※
次
回
は
４
月
に
な
り
ま
す
。

■
時
間

午
後
２
時
~
４
時

■
参
加
費

５
０
０
円
（
歌
集
貸

出
・
申
し
込
み
不
要
）

■
講
師

三
好

創
（
先
生
）

■
問
い
合
わ
せ
先

代
表

佐
藤

☎（
48
）１
６
６
３

1



Shimotsuke

広報しもつけ 2016.1
46

自
動
交
付
機
廃
止
の

お
知
ら
せ

４
月
末
に
国
分
寺
庁
舎
内
に
設

置
し
て
あ
る
自
動
交
付
機
が
廃
止

と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
現
在
自
動
交
付

機
が
利
用
で
き
る
「
下
野
市
民
カ

ー
ド
」
と
「
南
河
内
町
民
カ
ー
ド
」

は
印
鑑
登
録
証
と
し
て
の
ご
利
用

の
み
に
な
り
ま
す
。
印
鑑
登
録
証

明
書
が
必
要
な
と
き
に
は
、
カ
ー

ド
を
持
っ
て
市
民
課
窓
口
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
手
数
料
は
一
通

３
０
０
円
で
す
。

【
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
案
内
】

お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
で
、
住
民

票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を

受
け
ら
れ
る
便
利
な
「
コ
ン
ビ
ニ

交
付
」
が
あ
り
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
受
け
る
に
は
、

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
作
り
方
は
次
の
記
事

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
」
で
既
に
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
受

け
て
い
る
方
は
、
基
本
的
に
、
有

効
期
限
ま
で
従
来
通
り
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課

☎
（
40
）5
5
5
7

郵
送
で
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
申
請
が
で
き
ま
す
！

【
申
請
は
任
意
で
す
】

下
野
市
に
お
い
て
個
人
番
号
カ

ー
ド
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
顔
写
真
付
公
的
身
分
証
明
書
と

し
て
の
利
用

●
コ
ン
ビ
ニ
交
付

●
公
的
個
人
認
証
（
パ
ソ
コ
ン
で

の
確
定
申
告
e
-T
a
x
等
）
ご

希
望
の
方
は
、
以
下
の
流
れ
で

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
1
2
0
（
95
）0
1
7
8

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

の
方
へ
の
お
願
い

医
療
費
削
減
の
た
め
に
、
一
人

一
人
が
見
直
し
ま
し
ょ
う
！

み
な
さ
ん
が
病
院
な
ど
の
窓
口

で
支
払
う
自
己
負
担
額
は
、
医
療

費
の
一
部
で
あ
り
、
残
り
の
医
療

費
は
保
険
者
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
財
源
は
、
み
な

さ
ん
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
税
な

ど
で
賄
わ
れ
て
お
り
、
医
療
費
が

増
え
る
こ
と
に
よ
り
保
険
税
も
上

げ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。

医
療
機
関
の
適
正
受
診
と
生
活

習
慣
病
の
予
防
に
よ
り
、
医
療
費

の
削
減
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

○
ま
ず
は
、
重
複
受
診
を
や
め
、

か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し

ょ
う

重
複
受
診
と
は
、
同
じ
病
気
で

同
じ
時
期
に
複
数
の
医
療
機
関
に

か
か
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

受
診
す
る
た
び
に
初
診
料
が
か

か
り
、
医
療
費
が
高
額
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
何
度
も
検
査
や
処
置
・

投
薬
な
ど
を
行
う
の
で
、
体
に
も

負
担
が
か
か
り
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
と
は
、
患
者
の

既
往
歴
や
健
康
状
態
な
ど
を
把
握

し
て
、
健
康
管
理
全
般
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
す
る
医
師
の
こ
と
で
す
。

か
か
り
つ
け
医
を
も
て
ば
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
も
あ
わ
て
ず
に

済
み
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
見

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課

☎（
40
）
5
5
5
6

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢

者
医
療
人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
用

助
成
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢

者
医
療
人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
用
助

成
の
申
し
込
み
は
、
１
月
29
日
㈮

が
締
め
切
り
で
す
。

受
診
は
、
３
月
31
日
㈭
ま
で
可

能
で
す
の
で
、
受
診
を
希
望
さ
れ

る
方
は
期
限
ま
で
に
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
１
月
30
日
㈯
以
降
の
お

申
込
み
に
つ
い
て
は
、
補
助
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
中
に
特
定

健
診
を
受
診
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

い
て
も
補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
か
ら
助
成
額
が
変

更
と
な
り
ま
す
。

・
国
民
健
康
保
険

７
割
助
成
↓
２
５
，０
０
０
円

・
後
期
高
齢
者
医
療

１
０
，
０
０
０
円
↓
２
５
，０
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課

☎
（
40
）5
5
5
6

Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

配
偶
者
や
交
際
相
手
な
ど
親

密
な
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら
の
暴

力
を
Ｄ
Ｖ
と
い
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は
、

殴
る
・
蹴
る
な
ど
の
身
体
的
暴
力

だ
け
で
な
く
、
経
済
的
暴
力
、
精

神
的
暴
力
、
性
的
暴
力
も
Ｄ
Ｖ
で
す
。

◆
Ｄ
Ｖ
に
よ
っ
て
あ
な
た
自
身
が

心
身
に
傷
を
負
う
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
に
Ｄ
Ｖ
を
見
せ
る
こ
と
は

心
理
的
虐
待
に
な
り
ま
す
。

◆
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
相

談
を
！

下
野
市
で
は
、
Ｄ
Ｖ
や
、
夫
婦

の
こ
と
、
家
族
の
こ
と
、
離
婚
な

ど
女
性
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
る

た
め
に
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
女
性
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
及
び
時
間

月
~
金
曜
日

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
~
午
後
５
時

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
福
祉
課

☎（
52
）１
１
１
４

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募

集

相

談

就

職

く らしの情報

下
野
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
（
52
）１
１
６
８

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

に
同
封
の
申
請
書
を
、
地
方

公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構

（
Ｊ-

Ｌ
Ｉ
Ｓ
）
に
郵
送
す
る

⇦

②
平
成
28
年
１
月
以
降
、
出
来
上

が
っ
た
個
人
番
号
カ
ー
ド
が
下

野
市
役
所
に
届
く⇦

③
個
人
番
号
カ
ー
ド
受
け
取
り
の

案
内
が
市
役
所
か
ら
申
請
者
に

送
付
さ
れ
る

⇦

④
指
定
さ
れ
た
窓
口
で
受
け
取
り

手
続
き
を
す
る

※
申
請

用
紙
に
印

字
さ
れ
た
氏

名
・
住
所
に
変
更
が
あ
る
場
合

は
、
市
民
課
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募

集

相

談

就

職

く らしの情報

空
き
店
舗
活
用
事
業
奨
励

金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

市
で
は
市
内
商
業
の
振
興
を
図

る
た
め
、
空
き
店
舗
活
用
事
業
奨

励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

下
野
市
内
に
出
店
を
お
考
え
の

事
業
者
の
皆
様
、
ぜ
ひ
と
も
こ
の

制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
空
き
店
舗
と
は

か
つ
て
事
業
の
用
に
供
さ
れ
、

そ
の
後
、
移
転
や
閉
店
等
に
よ
り

閉
鎖
さ
れ
、
３
か
月
以
上
事
業
の

用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
店
舗

■
交
付
額

・
事
業
を
開
始
し
た
月
か
ら
１
年

間
に
限
り
、
対
象
物
件
に
係
る
賃

借
料
（
敷
金
、
礼
金
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の

２
分
の
１
に
相
当
す
る
額

・
限
度
額
は
60
万
円

・
奨
励
金
は
６
か
月
ご
と
に
交
付

■
対
象
区
域

市
内
全
域

■
奨
励
金
受
給
資
格
の
認
定
申
請

奨
励
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
交
付
申
請
の
前
に
、

資
格
認
定
申
請
書
を
記
入
の
う
え
、

事
業
開
始
後
２
か
月
以
内
ま
で
に

必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
、
奨

励
金
受
給
資
格
者
の
認
定
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
認
定
の
要
件

⑴
市
内
に
お
い
て
空
き
店
舗
を
賃

借
し
て
事
業
を
開
始
す
る
方

⑵
１
年
以
上
営
業
を
継
続
で
き
る

方
⑶
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務

の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
23
年
法
律
第
１
２
２
号
）
第

２
条

に
規
定
す

る
風
俗
営
業

以
外
の
業
務
を
営
む
方

⑷
市
税
等
を
完
納
し
て
い
る
方

⑸
市
民
の
生
活
の
安
全
及
び
平
穏

を
確
保
す
る
こ
と
を
阻
害
す

る
お
そ
れ
の
な
い
方

■
認
定
の
通
知

申
請
後
、
審
査
を
行
い
、
奨
励

金
受
給
資
格
を
認
定
し
た
と
き
は
、

認
定
書
に
よ
り
通
知
し
ま
す
。

■
受
給
資
格
認
定
後
か
ら
奨
励
金

の
交
付
ま
で

①
奨
励
金
受
給
資
格
を
認
定
さ
れ

た
方
（
認
定
者
）
は
、
事
業
開

始
の
月
か
ら
６
か
月
経
過
し
た

後
及
び
１
年
を
経
過
し
た
後
に
、

奨
励
金
の
交
付
を
申
請
し
ま
す
。

②
奨
励
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た

認
定
者
は
、
請
求
書
を
提
出
し

ま
す
。

③
認
定
者
に
奨
励
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課

☎（
48
）２
１
１
２

栃
木
県
南
公
設
地
方
卸

売
市
場
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
実
施
に
つ
い
て

栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

事
務
組
合
で
は
、「
栃
木
県
南
公

設
地
方
卸
売
市
場
の
あ
り
方
に
つ

い
て
（
案
）
」
を
作
成
し
ま
し
た

の
で
、
構
成
市
町
内
の
住
民
等
か

ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

１
月
18
日
㈪
~
２
月
17
日
㈬

■
閲
覧
場
所

ア
栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

事
務
組
合

イ
商
工
観
光
課

ウ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
ア
、
イ
の
閲
覧
時
間
は
、
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30

分
~
午
後
５
時
15
分

■
意
見
の
提
出
方
法

次
の
方
法
に
よ
り
、
２
月
17
日

㈬
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
郵
便
イ
フ
ァ
ッ
ク
ス
ウ
電
子
メ

ー
ル
エ
直
接
書
面
に
よ
る
提
出

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

事
務
組
合

☎（
38
）3
3
3
0

（
38
）3
3
1
0

〒
3
2
9

－

0
0
5
2

小
山
市
大
字
下
河
原
田
９
５
４

kennanshijyo3330@
ninus.ocn.ne.jp

「
第
２
次
国
土
利
用
計
画
下

野
市
計
画
（
案
）
」
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
ま
す

市
で
は
、
「
国
土
利
用
計
画
法
」

や
「
第
２
次
下
野
市
総
合
計
画

（
案
）
」
の
土
地
利
用
方
針
に
基
づ

き
、
市
内
の
土
地
の
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
利
用
を
確
保
す
る
た
め
、

平
成
37
年
度
を
目
標
年
次
と
す
る

「
第
２
次
国
土
利
用
計
画
下
野
市

計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

「
下
野
市
総
合
計
画
審
議
会
」

に
お
い
て
本
計
画

に
か
か
る
意

見
・
提
言
や
、
「
国
土
利
用
計
画

栃
木
県
計
画
」
と
の
整
合
性
か
ら

栃
木
県
か
ら
の
助
言
等
を
受
け
、

原
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
募
集
し

ま
す
。

■
公
表
す
る
資
料

第
２
次
国
土
利
用
計
画
下
野
市

計
画
（
案
）

■
資
料
の
閲
覧
場
所

⑴
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

⑵
文
書
閲
覧

①
総
合
政
策
課

②
石
橋
庁
舎
相
談
室

（
１
階
ロ
ビ
ー
）

③
市
民
課
南
河
内
窓
口

（
南
河
内
図
書
館
２
階
）

※
閲
覧
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
土
・

日
祝
日
を
除
く
）

■
意
見
の
募
集
期
間

１
月
５
日
㈫
~
22
日
㈮

■
意
見
の
提
出
方
法

指
定
の
「
意
見
等
記
入
用
紙
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

①
郵
送

②
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
40
）
5
5
7
2

③
電
子
メ
ー
ル

④
直
接
持
参

総
合
政
策
課

な
お
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
く
際
に
は
、
氏
名
（
※
）
、
住

所
（
※
）
、
性
別
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
は
必
須
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
こ
れ
ら
の
明
記
の
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
受
付
で
き
ま
せ

ん
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
9

－

0
4
9
2

下
野
市
小
金
井
１
１
２
７

総
合
政
策
課

☎（
40
）5
5
5
0

sougouseisaku@
city.shim

otsuke.

lg.jp
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募

集

相

談

就

職

く らしの情報

農
業
用
軽
油
引
取
税
免
税

証
の
交
付
申
請
に
つ
い
て

農
業
用
免
税
軽
油
の
申
請
受
付

が
行
わ
れ
ま
す
。

■
場
所

・
南
河
内
公
民
館

１
階
会
議
室

■
申
請
の
際
に
持
参
す
る
も
の

⑴
免
税
軽
油
使
用
者
証

⑵
印
鑑

⑶
免
税
軽
油
の
引
取
り
に
係
る
報

告
書
（
納
品
書
ま
た
は
領
収
書

を
添
付
、
写
し
で
も
可
）

⑷
手
数
料
４
２
０
円

⑸
耕
作
証
明
書
（
新
規
申
請
及
び

耕
作
面
積
が
変
更

に
な
っ
た

場
合
）

※
使
用
者
証
更
新
の
み
の
場
合
は

耕
作
証
明
は
不
要
で
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

①
新
規
申
請
及
び
交
付
数
量
の
見

直
し
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
免
税

証
の
交
付
は
後
日
に
な
り
ま
す
。

②
新
規
申
請
及
び
登
録
機
械
の
入

れ
替
え
が
あ
る
方
は
、
機
械
の
「
メ

ー
カ
ー
名
」「
型
式
」「
馬
力
」
を

事
前
に
メ
モ
等
に
控
え
て
き
て
く

だ
さ
い
。

③
国
税
お
よ
び
地
方
税
の
滞
納
処

分
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
処
分
解

除
の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
け

れ
ば
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

※
朝
一
番
、
午
後
一
番
の
時
間
帯

は
混
雑
し
ま
す
。
遅
い
時
間
帯

が
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

※
更
新
手
数
料
４
２
０
円
は
つ
り

銭
の
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
指
定
の
受
付
日
に
申
請
す
る
こ

と
が
難
し
い
場
合
は
、
県
税
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

受
付
日
等
一
覧
表

※
南
河
内
地
区
に
つ
い
て
は
次
の

区
割
り
と
な
り
ま
す
。

①
下
原
・
西
区
・
薬
師
寺
一
丁
目

~
六
丁
目
・
成
田
・
町
田
上
・
町

田
下
・
谷
地
賀
上
・
谷
地
賀
下
・

下
文
狹
・
東
田
中
・
西
田
中
・
地

久
目
喜
・
仁
良
川
上
・
仁
良
川
下
・

祇
園
町

②
本
吉
田
北
・
本
吉
田
南
・
絹
板
・

絹
板
台
・
台
坪
山
・
的
場
・
上
坪

山
・
東
根
・
塚
越
・
磯
部
・
川
島
・

上
吉
田
・
鯉
沼
・
三
王
山
・
西
坪

山
・
祇
園
・

緑

■
問
い
合
わ
せ
先

○
栃
木
県
税
事
務
所

軽
油
引
取
税
調
査
担
当

☎
0
2
8
2（
23
）
6
8
8
2

○
下
野
市
農
業
委
員
会
事
務
局

☎（
48
）2
1
1
6

高
齢
者
向
け
住
宅
講
習
会

の
開
催
に
つ
い
て

■
日
程
及
び
会
場

【
佐
野
会
場
】
１
月
14
日
㈭

午
後
２
時
~
３
時
45
分

佐
野

市
中
央

公
民
館
２
階

会

議
室
（

佐

野
市
金

井
上

町

2
5
1
9
）

【
宇
都
宮
会
場
】
２
月
３
日
㈬

午
後
２
時
~
３
時
45
分

栃
木
県
庁
本
館

６
階
大
会
議

室
１
（
宇
都
宮
市
塙
田
1

－

1

－

20
）

■
テ
ー
マ
及
び
内
容

⑴
テ
ー
マ

「
高
齢
者
の
住
ま
い
探
し
と
資

金
計
画
」

⑵
内
容

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
や
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
高
齢

期
の
住
ま
い
の
選
択
肢
が
広
が
る

中
、
高
齢
者
向
け
の
施
設
や
住
宅

の
種
類
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
費
用
の
考

え
方
、
契
約
の
注
意
点
な
ど
、
探

し
方
の
ポ
イ
ン
ト
と
手
順
を
資
金

計
画
の
観
点
も
交
え
て
わ
か
り
や

す
く
解
説
す
る
。

■
講
師

Ｆ
Ｐ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

代
表

岡
本

典
子
氏

■
料
金

無
料

■
申
込
方
法

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
の
で
、
お
早
目
に
申
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
県
土
整
備
部
住
宅
課

☎
0
2
8（
6
2
3
）2
4
8
4

0
2
8（
6
2
3
）2
4
8
9

kika
ku
-sh
ien
@
p
ref.toch

igi.

lg
.jp平

成
27
年
度
栃
木
県
ま
ち

な
か
元
気
会
議
講
演
会
の

開
催
に
つ
い
て

■
内
容

栃
木
県
と
県
内
16
市
町
で
構
成

す
る
「
栃
木
県
ま
ち
な
か
元
気
会

議
」
で
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化

に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
講
師
は
富
士
宮
市
の
地
域

活
性
化
の
立
役
者
「
渡
邉
秀
彦
氏
」

で
す
。

講
演
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
左
記
に
よ
り
お
申
込
み

願
い
ま
す
。

■
日
時

２
月
10
日
㈬

午
後
２
時
~

■
場
所

栃
木
県
自
治
会
館
大
会
議
室

■
講
師

渡
邉
秀
彦
氏

（
富
士
宮
や
き
そ
ば
学
会
会
長
）

■
演
題

「
ご
当
地
グ
ル
メ
の
ブ
ラ
ン
ド

化
と
地
域
活
性
化
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
構
築
に
つ
い
て
」

■
対
象
者

栃
木
県
内
在
住
の
方

２
０
０
名
程
度
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画

課
ま
ち
づ
く
り
支
援
担
当

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
２
４
６
４

受付日

受付時間・対象地区

午 前

（ ９：00～11：30）

午 後

（ 13：00～15：30）

１月26日（ 火） 石 橋 全地区 石 橋 全地区

１月27日（ 水） 国分寺 全地区 国分寺 全地区

１月28日（ 木） 南河内 ①地区 南河内 ②地区
申 請 会 場

南河内公民館（ １階会議室）
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『
下
野
市
総
合
防
災
訓

練
』実
施
の
お
知
ら
せ

下
野
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊

な
ど
の
防
災
機
関
や
民
間
団
体
、

そ
し
て
地
域
の
皆
様
の
ご
参
加
に

よ
り
、
一
体
と
な
っ
た
訓
練
を
実

施
し
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
て

い
き
ま
す
。

■
日
時

２
月
13
日
㈯

午
前
９
時
30
分
~
正
午
頃

■
会
場

国
分
寺
運
動
公
園

下
野
市
総
合
防
災
訓
練
開
催

に
よ
る
交
通
規
制
・
市
内
公

共
施
設
の
営
業
時
間
変
更
、

利
用
中
止
に
つ
い
て

①
車
両
通
行
止
め

訓
練
会
場
東
側
の
道
路
（
右
図

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
が
、
２
月
13

日
㈯
午
前
中
、
車
両
通
行
止
め
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
訓
練
会
場

付
近
の
一
部
道
路
も
迂
回
と
な
り

ま
す
。

②
ゆ
う
ゆ
う
館
の
開
館
時
間

２
月
13
日
㈯
は
午
後
１
時
か
ら

の
営
業
と
な
り
ま
す
。

~
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
~

■
問
い
合
わ
せ
先

安
全
安
心
課

☎（
40
）５
５
５
５

「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
利
用
券
」

を
お
持
ち
の
方
へ

今
年
度
発
行
し
た
「
デ
マ
ン
ド

バ
ス
利
用
券
」
の
有
効
期
限
は
平

成
28
年
3
月
31
日
㈭
ま
で
と
な
り

ま
す
。
期
限
内
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。市

で
は
80
歳
以
上
の
高
齢
者
の

方
に
対
し
て
、
外
出
支
援
と
社
会

参
加
の
拡
大
を
図
る
た
め
「
デ
マ

ン
ド
バ
ス
利
用
券
」
を
交
付
し
て

お
り
ま
す
。

利
用
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
高
齢
福
祉
課
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課

☎（
52
）1
1
1
5

新
た
な
下
野
ブ
ラ
ン
ド
に

認
定
証
を
交
付
し
ま
し
た

11
月
８
日
、
下
野
市
産
業
祭
会

場
に
お
い
て
、
「
下
野
ブ
ラ
ン
ド

認
定
証
交
付
式
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今

回
、
新
た
に
下
野
ブ
ラ
ン
ド

に
認
定
さ
れ
た
「
か
ん
ぴ
ょ
う

が
ん
も
」
（
下
野
豆
富
あ
ら
た
家
）
、

「
ド
ラ
イ
ト
チ
オ
ト
メ
」
（
株
式
会

社
ト
チ
ギ
の
チ
カ
ラ
）
、
「
下
野
の

B
ナ
ス
」
（
水
茄
子
研
究
会
）
が

紹
介
さ
れ
、
各
申
請
者
に
認
定
証

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

防
衛
大
学
校
学
生
一
般（
後

期
）採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

平
成
28
年
４
月
に
入
学
す
る
防

衛
大
学
校
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

「
防
衛
大
学
校
学
生
」
と
は
、

一
般
大
学
と
同
等
の
教
育
に
加
え

（
学
士
取
得
）
、
独
自
の
防
衛
に
関

す
る
教
育
な
ど
、
多
用
な
授
業
を

通
じ
て
、
指
揮
官
と
し
て
の
資
質

を
磨
き
ま
す
。

将
来
は
幹
部
自
衛
官
と
な
り
幅

広
い
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
活
躍
が
待

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
入
学
金
・
学
費
は
免
除

さ
れ
、
学
生
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

■
応
募
資
格

高
卒
（
見
込
み
含
）

21
歳
未
満
の
方

（
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）

■
受
付
期
間

１
月
20
日
㈬
~
29
日
㈮

■
試
験
期
日
（
１
次
・
２
次
試
験
）

２
月
20
日
㈯
・
３
月
11
日
㈮

■
試
験
場

防
衛
大
学
校

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

☎（
25
）4
7
6
3

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

相

談

就

職

募

集

く らしの情報

ゆうゆう館

国分寺庁舎

通行止め区間

3

4
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（
一
社
）下
野
市
観
光
協
会
が
オ
ア

シ
ス
ポ
ッ
ポ
館
に
移
転
し
ま
す

一
般
社
団
法
人
下
野
市
観
光
協

会
は
、
今
ま
で
道
の
駅
し
も
つ
け

内
に
事
務
所
を
構
え
、
市
の
観
光

振
興
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
に

あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

１
月
か
ら
、
下
野
市
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
「
オ
ア
シ

ス
ポ
ッ
ポ
館
」
内
に
事
務
所
を
移

し
ま
す
。

市
の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
小
金

井
駅
前
と
い
う
立
地
か
ら
、
観
光

客

へ
の
情
報
発
信
の
充
実
を
始

め
、
一
層
の
観
光
事
業
発
展
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
所
在
地

小
金
井
３
０
０
９
番
地
12

観
光
協
会
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た

下
野
市
観
光
協
会
で
は
、
来
訪

者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
ら

れ
る
よ
う
㈱
あ
し
ぎ
ん
総
合
研
究

所

常
務
取
締
役

主
席
研
究
員

豊
田
晃
氏
を
迎
え
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
観
光
振
興
の
担
い

手
と
な
る
に
は
、
よ
そ
を
見
て
き

て
道
を
説
く
地
元
の
者
で
あ
る
と

し
、
県
内
各
地
で
活
躍
す
る
方
々

の
成
功
例
を
紹
介
し
、
下
野
市
の

観
光
振
興
の
強
み
を
活
か
し
た
成

長
戦
略
を
提
案
し
ま
し
た
。
ま
た
、

観
光
の
発
展
に
は
、
地
元
を
愛
す

る
人
が
不
可
欠
で
あ
り
、
官
民
の

協
力
が
重
要
で
あ
る
と
お
話
に
な

り
ま
し
た
。

市
民
農
園
ま
つ
り

11
月
７
日
に
生
産
者
と
消
費
者

の
交
流
を
目
的
と
す
る
第
10
回
市

民
農
園
ま
つ
り
が
、
市
民
農
園
利

用
者
の
会
な
ど
の
協
力
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

国
分
寺
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

や
薬
師
寺
保
育
園
児
の
遊
戯
を
見

よ
う
と
父
兄
等
、
多
く
の
お
客
さ

ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
新
鮮
野
菜
や
手
作

り
加
工
品
、
菓
子
等
の
販
売
に
加

え
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
ふ
か
し
芋
、

芋
煮
の
無
料
配
布
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
「
台
風
18
号
に
よ
る
災
害

義
援
金
」
の
協
力
箱
を
設
置
し
た

と
こ
ろ
１
６
，
３
０
３
円
の
義
援

金
が
集
ま
り
、
古
川
実
行
委
員
長

か
ら
市
長
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

「
し
ば
焼
き
」を
実
施
し

ま
す

越
冬
病
害
虫
を
防
除
す
る
た
め
、

あ
ぜ
道
等
の
し
ば
焼
き
を
実
施
し

ま
す
。

■
日
時

１
月
24
日
㈰

午
前
９
時
~
正
午

※
雨
天
等
に
よ
り
実
施
で
き
な
い

場
合
は
、
１
月
31
日
㈰
に
順
延

■
場
所

市
内
の
水
田
・
畑
の
あ

ぜ
道
等

■
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課

☎（
48
）２
１
４
３

下
野
市
消
費
者
ま
つ
り
で

木
工
教
室
を
開
催
し
ま
す

栃
木
県
産
材
を
使
っ
た
木
工
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

普
段
、
木
に
触
れ
る
機
会
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
市
民
の
方
々
に
、

木
の
良
さ
や
、
木
の
ぬ
く
も
り
、

そ
し
て
森
の
大
切
さ
を
実
感
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
森
林
を
守

り
育
て
る
重
要
性
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時

１
月
31
日
㈰

１
回
目
10
時
~
２
回
目
11
時
~

■
内
容

万
能
台
づ
く
り

■
集
合
場
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

会
議
室

■
募
集
対
象
・
定
員

下
野
市
内
在
住
の
方

先
着
50
名

た
だ
し
、
小
学
校
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
。

■
参
加
費
用

無
料

※
か
な
づ
ち
・
定
規
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法

電
話
に
よ
り
申
し
込
み
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
受
付
は
先
着
順

と
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

■
申
込
期
間

１
月
８
日
㈮
~
１
月
27
日
㈬

午
前
８
時
30
分
~
午
後
５
時
15

分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課

☎
（
48
）2
1
4
3

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募

集

相

談

就

職

く らしの情報

（
一
社
）
下
野
市
観
光
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
観
光
協
会

☎（
39
）６
９
０
０
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「
骨
盤
調
整
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
」好
評
開
催
中

ふ
れ
あ
い
館
で
は
、
12
月
よ
り
、

「
骨
盤
調
整
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

グ
」
と
題
し
、
健
康
増
進
を
目
的

と
し
た
教
室
を
開
催
中
で
す
。
こ

ち
ら
の
教
室
は
、
骨
盤
の
歪
み
を

調
整
し
、
日
常
的
に
使
わ
れ
に
く

い
筋
肉
の
強
化
に
よ
り
、
腰
痛
・

肩
こ
り
・
冷
え
性
、
内
臓
の
機
能

改
善
等
を
目
指
し
た
レ
ッ
ス
ン
で

す
。
毎
週
火
曜
日
、
午
前
10
時
30

分
か
ら
午
前
11
時
40
分
ま
で
（
70

分
）
、
ふ
れ
あ
い
館
１
階
プ
ー
ル

棟
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
て
開
催
中
で

す
。

■
講
師

松
本
恭
子
（
健
康
運
動

指
導
士
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

ト
レ
ー
ナ
ー
）

■
受
講
費

７
０
０
円
（
ワ
ン
レ

ッ
ス
ン
制
）

※
１
階
受
付
券
売
機
で
チ
ケ
ッ
ト

を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

■
対
象

高
校
生
以
上
（
性
別
不
問
）

■
定
員

20
名
（
先
着
順
）

「
エ
ア
ロ
ス
テ
ッ
プ
＆
ス

ト
レ
ッ
チ
」
好
評
開
催
中

「
エ
ア
ロ
ス
テ
ッ
プ
＆
ス
ト
レ

ッ
チ
」
と
題
し
、
初
心
者
で
も
安

心
し
て
運
動
が
で
き
る
教
室
を
開

催
中
で
す
。
こ
ち
ら
の
教
室
は
、

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
簡
単
な
ス
テ

ッ
プ
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
、
ス
ト
レ

ッ
チ
で
体
幹
部
を
強
化
し
な
が
ら
、

健
康
増
進
・
姿
勢
改
善
を
目
指
し

た
レ
ッ
ス
ン
で
す
。
毎
週
木
曜
日
、

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
前
11
時
40

分
（
70
分
）
ま
で
、
ふ
れ
あ
い
館

１
階
プ
ー
ル
棟
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に

て
開
催
中
で
す
。

■
講
師
：
鈴
木
静
（
Ａ
Ｆ
Ａ
Ａ
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ

ー
）

■
受
講
費

７
０
０
円
（
ワ
ン
レ
ッ
ス
ン
制
）

※
１
階
受
付
券
売
機
で
チ
ケ
ッ
ト

を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

■
対
象

高
校
生
以
上
（
性
別
不
問
）

■
定
員

20
名
（
先
着
順
）

「
か
ん
た
ん
ス
テ
ッ
プ
50
」

好
評
開
催
中

「
か
ん
た
ん
ス
テ
ッ
プ
50
」
と

題
し
、
ス
テ
ッ
プ
台
を
使
っ
た
簡

単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
開
催
中
で
す
。

音
楽
に
乗
り
な
が
ら
、
昇
降
運
動

の
基
本
的
な
動
き
を
マ
ス
タ
ー
し
、

膝
や
腰
に
負
担
を
か
け
ず
に
、
レ

ッ
ス
ン
を
行
い
ま
す
。
体
力
に
不

安
の
あ
る
方
で
も
安
心
し
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
毎
週
木
曜
日
、
午

後
６
時
40
分
か
ら
午
後
７
時
30
分

（
50
分
）
ま
で
、
ふ
れ
あ
い
館
１

階
プ
ー
ル
棟
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
て

開
催
中
で
す
。

■
講
師

馬
場
純
子

（
中
高
老
年
期
運
動
指
導
士
）

■
受
講
費

７
０
０
円
（
ワ
ン
レ
ッ
ス
ン
制
）

※
１
階
受
付
券
売
機
で
チ
ケ
ッ
ト

を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

■
対
象

高
校
生
以
上
（
性
別
不
問
）

■
定
員

20
名
（
先
着
順
）

プ
レ
ミ
ア
ム
20
共
通
商
品

券
を
お
持
ち
の
方
へ

９
月
に
発
売
し
ま
し
た
プ
レ
ミ

ア
ム
20
共
通
商
品
券
の
使
用
期
限

は
２
月
29
日
㈪
ま
で
で
す
。

使
い
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

払
い
戻
し
や
、
使
用
期
限
後
の

ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
願
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課

☎
（
48
）
２
１
１
２

第
３
回
下
野
市
市
長
杯

囲
碁
大
会
結
果

10
月
31
日
国
分
寺
公
民
館
大
ホ

ー
ル
に
て
開
催
（
敬
称
略
）

最
強
戦

優

勝

田
口
昴
征

準
優
勝

大
島
利
夫

３

位

前
田
宏

Ａ
ク
ラ
ス

優

勝

米
田
譲

準
優
勝

月
井
誠

３

位

岡
田
政
昭

Ｂ
ク
ラ
ス

優

勝

金
子
憲
一

準
優
勝

井
浦
昌
司

３

位

廣
瀬
零
央
名

Ｃ
ク
ラ
ス

優

勝

齋
藤
淳
哉

準
優
勝

黒
川
智
美

３

位

五
十
嵐
盈

■
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
文
化
課

☎（
52
）
１
１
１
９

市
民
将
棋
大
会
結
果

11
月
１
日
国
分
寺
公
民
館
和
室

･
研
修
室
に
て
開
催
（
敬
称
略
）

Ａ
グ
ル
ー
プ

優

勝

千
賀
章
久

準
優
勝

栃
木
昇

Ｂ
グ
ル
ー
プ

優

勝

外
山
周
作

準
優
勝

近
藤
利
己

Ｃ
グ
ル
ー
プ

優

勝

大
橋
達
之

準
優
勝

池
田
為
次

Ｄ
グ
ル
ー
プ

優

勝

設
楽
利
吉

準
優
勝

関
口
潔

Ｅ
グ
ル
ー
プ

優

勝

中
里
朝
雄

準
優
勝

高
橋
輝
男

■
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
文
化
課

☎（
52
）１
１
１
９

ふ
れ
あ
い
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ
先

ふ
れ
あ
い
館

☎
（
47
）１
１
２
６
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下
野
薬
師
寺
歴
史
館
オ
リ
ジ

ナ
ル
て
ぬ
ぐ
い
新
色
発
売
！

下
野
薬
師
寺
歴
史
館
オ
リ
ジ

ナ
ル
て
ぬ
ぐ
い
に
新
色
・『
茶
色
』

が
登
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
過
去

に
人
気
の
高
か
っ
た
『
う
ぐ
い
す

色
（
復
刻
版
）
』
も
販
売
い
た
し

ま
す
。

下
野
薬
師
寺
歴
史
館
、
し
も
つ

け
風
土
記
の
丘
資
料
館
、
生
涯

学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
に
て
１
枚

5
0
0
円
で
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

お
土
産
な
ど
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

☎（
47
）
3
1
2
1

募

集

第
16
回
グ
リ
ム
絵
画
展
作

品
募
集

多
く
の
文
化
財
や
公
園
が
点
在

す
る
歴
史
と
ロ
マ
ン
の
街
「
下
野

市
」
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
ふ
る
さ
と
「
下
野
市
」
を

再
発
見
す
る
た
め
に
、
昨
年
に
続

き
、
下
野
市
の
風
景
を
募
集
し
ま

す
。詳

し
い
要
項
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
テ
ー
マ

○
一
般
の
部

下
野
市
の
風
景

○
幼
・
小
・
中
の
部

下
野
市
の
風
景
や
日
常
風
景
な

ど
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
独
自
性

の
あ
る
風
景
画

■
応
募
規
定

大
き
さ
は
４
号
か
ら
20
号
ま
で
。

額
装
し
て
展
示
で
き
る
状
態
で
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
。
材
料
、
画
材
、

用
具
は
自
由
。
応
募
点
数
は
1
人

２
点
ま
で
。

■
応
募
方
法

グ
リ
ム
の
館
で
配
付
し
て
い
る

応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

搬
入
期
間
に
グ
リ
ム
の
館
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

出
品
料
は
無
料
で
す
が
、
結
果

通
知
書
に
52
円
切
手
が
必
要
で
す
。

■
搬
入
期
間

１
月
23
日
㈯
、
24
日
㈰

午
前
10
時
~
午
後
４
時

■
展
示

入
賞
、
入
選
作
品
は
、
２
月
14

日
~
21
日
ま
で
グ
リ
ム
の
館
に
展

示
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

☎（
52
）1
1
8
0

第
15
回
一
般
の
部
大
賞
作
品

「
夕
景
姿
川
」
作

佐
藤
惠
子
氏

て
ぬ
ぐ
い
リ
メ
イ
ク
術
講

座
を
開
催
し
ま
す

下
野
薬
師
寺
歴
史
館
オ
リ
ジ
ナ

ル
て
ぬ
ぐ
い
の
新
色
発
売
に
あ
わ

せ
て
、
て
ぬ
ぐ
い
リ
メ
イ
ク
術
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
活
躍
で
き

る
ア
イ
テ
ム
を
手
作
り
で
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

＊
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時

２
月
20
日
㈯

午
前
の
部

10
時
~
正
午

午
後
の
部

１
時
30
分

~
３
時
30
分

■
場
所

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

■
講
師

落
合

都

先
生

■
参
加
費

1
0
0
円

■
対
象

手
縫
い
（
波
縫
い
程
度
）

が
で
き
る
方
。
（
お
子
様
で
縫
い

物
経
験
が
な
い
方
は
保
護
者
の
方

が
付
き
添
っ
て
く
だ
さ
い
）

■
受
付
人
数

各
回
10
名

■
内
容

て
ぬ
ぐ
い
を
リ
メ
イ
ク

し
て
、ふ
く
さ
、
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
、

シ
ュ
シ
ュ
、
ク
ー
ル
ネ
ッ
ク
ホ
ル
ダ

ー
、
巾
着
、
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
、
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
な
ど
の
小
物
を
作
り

ま
す
。（
２
時
間
程
度
）

■
持
ち
物

て
ぬ
ぐ
い
（
歴
史
館

に
て
１
枚
5
0
0
円
で
購
入
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
針
や
糸
等
は

こ
ち
ら
で
準
備
し
ま
す
。）

■
申
し
込
み
期
間

２
月
２
日
㈫
~
19
日
㈮

午
前
９
時
~
午
後
４
時

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

☎（
47
）3
1
2
1

け
や
き
サ
ポ
ー
タ
ー
第
2

回
学
習
会
＆
け
や
き
懇
談

会
参
加
者
募
集

障
が
い
の
あ
る
こ
ど
も
の
子
育

て
の
こ
と
で
、
一
人
で
悩
み
を
抱

え
て
い
ま
せ
ん
か
？

今
回
の
学
習
会
で
は
、
前
向
き

に
こ
ど
も
と
向
き
あ
う
た
め
、
こ

ど
も
通
園
セ
ン
タ
ー
け
や
き
で
個

別
療
育
に
携
わ
っ
て
い
る
臨
床
発

達
心
理
士
の
池
田
良
子
先
生
を
囲

ん
で
話
し
合
い
を
行
い
ま
す
。

参
加
者
及
び
事
前
に
質
問
し
た

い
こ
と
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一

般
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

■
日
時

1
月
21
日
㈭

午
前
10
時
~
正
午

■
会
場

こ
ど
も
通
園
セ
ン
タ
ー
け
や
き

（
国
分
寺
図
書
館
隣
）

■
申
込
期
限

１
月
６
日
㈬

■
参
加
費

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
通
園
セ
ン
タ
ー
け
や
き

☎
（
40
）
０
９
０
９

（
37
）
７
７
７
３
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く らしの情報

■
受
付
期
間

１
月
12
日
㈫
~
２
月
10
日
㈬

■
募
集
人
数

若
干
名

■
申
請
資
格

⑴
~
⑹
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

す
方

⑴
高
等
学
校
（
高
等
専
門
学
校
、

中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
及
び

専
修
学
校
の
高
等
課
程
を
含
む
）
、

大
学
（
短
期
大
学
及
び
専
修
学
校

の
専
門
課
程
を
含
む
）
に
在
学
、

ま
た
は
入
学
し
よ
う
と
す
る
方

⑵
学
業
成
績
が
優
秀
で
意
欲
が
あ

り
、
品
行
方
正
な
方

⑶
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困

難
な
方

⑷
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
２
名
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
方
（
保
護
者

を
含
む
）

※
連
帯
保
証
人
は
、
独
立
の
生
計

を
営
ん
で
い
る

満
20
歳
以
上

の
方
で
、
市
区
町
村
税
を
完
納

し
て
い
る
方

⑸
保
護
者
が
下
野
市
に
１
年
以
上

住
所
を
有
す
る
方

⑹
他
の
機
関
か
ら
奨
学
金
そ
の
他

こ
れ
に
類
す
る
も
の
の
給
付
ま
た

は
貸
付
を
受
け
て
い
な
い
方

■
貸
付
額

（
修
学
資
金
・
入
学
一
時
金
）

・
高
等
学
校
奨
学
生

月
額
２
万
円
・
一
時
金
10
万
円

・
大
学
奨
学
生
（
選
択
制
）

月
額
３
万
円
の
場
合
は
50
万
円

月
額
４
万
円
の
場
合
は
30
万
円

月
額
５
万
円
の
場
合
は

入
学
一
時
金
無
し

※
修
学
資
金
の
み
の
貸
付
も
で
き

ま
す
。

■
貸
付
期
間

正
規
の
修
業
期
間

※
本
人
名
義
の
口
座
に
半
年
分
ま

と
め
て
年
２
回
振
込
み
ま
す
。

■
償
還
方
法

卒
業
後
１
年
間
据
置
。
据
置
期

間
後
、
貸
付
期
間
の
２
倍
ま
た
は

２
・
５
倍
の
期
間
内
に
償
還
（
年

賦
ま
た
は
半
年
賦
、
月
賦
）

■
募
集
要
項
等
配
布
場
所

教
育
総
務
課
（
石
橋
庁
舎
２
階
）
、

各
市
民
課
窓
口
、
各
図
書
館
、
各

公
民
館
、
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ

ー
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課

☎（
52
）1
1
1
7

消
費
生
活
相
談
員
を
募

集
し
ま
す

■
応
募
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

①
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
消
費
生
活
専
門
相
談
員

有
資
格
者

②（
財
）日
本
産
業
協
会
消
費
生
活

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
有
資
格
者

③
（
財
）
日
本
消
費
者
協
会
消
費
生

活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

有
資
格
者

④
消
費
生
活
相
談
業
務
の
経
験
が

１
年
以
上
あ
る
方

■
募
集
人
員

１
名

■
勤
務
場
所

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
国
分
寺
庁
舎
安
全
安
心
課
内
）

※
５
月
に
新
庁
舎
に
移
転

■
採
用
予
定
日

４
月
１
日

■
勤
務
条
件

・
職
種
…
消
費
生
活
相
談
員

・
身
分
…
地
方
公
務
員
法
第
３
条

第
３

項
に
規
定
す
る
非
常
勤

職
員
特
別
職

・
任
期
…
平
成
29
年
３
月
31
日

（
１
年
ご
と
に
更
新
）

・
勤
務
日
…
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
の
う
ち
、
週
２
日
程
度

・
勤
務
時
間

午
前
９
時
~
午
後
５
時

・
勤
務
体
制

原
則
、
１
日
１
人

体
制
で
相
談
業
務
を
行
う
。

※
経
験
の
有
無
に
応
じ
、
研
修
期

間
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
。

・
報
酬
額

日
給
９
，
０
０
０
円

・
研
修
等
…
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

及
び
県
等
で
開
催
す
る
研
修

等
に
参
加
可
能

・
そ
の
他

交
通
費
・
社
会
保
険
な
し

■
職
務
内
容

・
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
及
び

苦
情
処
理
、
あ
っ
せ
ん
、
助

言
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

相
談

内
容
入
力
業
務

・
消
費
者
被
害
防
止
啓
発
・
消
費

者
教
育
に
関
す
る
業
務

■
受
付
期
間
・
提
出
書
類

・
１
月
４
日
㈪
~
１
月
25
日
㈪

・
市
販
の
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

と
各
種
資
格
証
明
書
の
写
し
を

直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り

提
出
（
１
月
25
日
㈪
必
着
）

■
選
考
方
法

書
類
審
査
及
び
面
接

※
面
接
日
は
後
日
連
絡
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

安
全
安
心
課

☎（
40
）5
5
5
5

イ
ベ
ン
ト

相

談

お
知
ら
せ

募

集

就

職

広告

平
成
28
年
度
下
野
市
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
【
追
加
募
集
】

高
校
生
・
大
学
生
を
対
象
と
し
た
無
利
子
の
貸
付
で
す

5
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募

集

相

談

就

職

く らしの情報

人
権
推
進
審
議
会
委
員
を

公
募
し
ま
す

■
内
容

人
権
推
進
に
関
す
る
基
本
的
施

策
を
審
議
し
、
人
権
に
関
す
る
諸

問
題
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
及

び
調
整
し
、
市
人
権
行
政
の
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
施
策
の
推
進
を

図
る
た
め
意
見
、
提
言
を
い
た
だ

き
ま
す
。

■
任
期

２
年

■
会
議
開
催
回
数

平
成
28
年
度
…
年
３
回
程
度

平
成
29
年
度
…
年
５
回
程
度

■
報
酬

日
額
６
，０
０
０
円

■
応
募
資
格

①
下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
原
則

と
し
て
20
歳
以
上
の
方

②
原
則
と
し
て
、
下
野
市
で
設
置

す
る
他
の
審
議
会
等
の
委
員

で
な
い
こ
と

③
平
日
昼
間
開
催
さ
れ
る
会
議
に

参
加
で
き
る
方

④
下
野
市
の
議
員
及
び
職
員
で
な

い
こ
と

■
公
募
人
数

３
名

■
応
募
方
法

応
募
用
紙
（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
を
、
郵
送
、

F
A
X
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
直

接
持
参
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は

返
却
し
ま
せ
ん
。

郵
送
に
よ
る
場
合
は
当
日
消
印

有
効
。
窓
口
受
付
は
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
、
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で
。

■
募
集
期
間

１
月
20
日
㈬
~
２
月
10
日
㈬

■
選
考

選
考
審
査
会
で
決
定
し
、

結
果
は
ご
本
人
あ
て
直
接
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
推
進
課

☎（
40
）５
５
８
５

sh
im
in
k
you
d
ousu

ish
in
@

city
.sh
im
o
tsu
k
e.lg.jp

道
の
駅
し
も
つ
け
食
の
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル

実
施
中
！

~
道
の
駅
し
も
つ
け
の
新
鮮
食
材

を
使
っ
て
、
簡
単
！
お
い
し
い
！

調
理
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
~

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

料
理
研
究
家

臼
居
芳
美
先
生

■
定
員

１
回
32
名

■
受
付
方
法

電
話
（
午
前
９
時
30
分
~
午
後

６
時
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
メ
ー
ル
フ
ォ

ー
ム
（
午
前
９
時
30
分
~
午
前
０

時
）

※
小
学
生
未
満
の
お
子
様
の
参

加
・
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。

※
当
選
結
果
は
「
参
加
の
し
お
り
」

の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
参
加
費

１
，
２
０
０
円
程
度

（
当
日
集
金
）

※
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
運
営

事
務
局

☎
0
2
8（
6
3
5
）2
5
7
7

h
t
tp
:/
/
w
w
w
.k
a
n
p
i-

s
h
im
o
ts
u
k
e
.co
.jp
/
o
p
e
n
-

s
ch
oo
l/in
d
ex
.h
tm
l

相

談

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談
会

■
相
談
内
容

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
。

■
日
時

1
月
28
日
㈭

午
前
10
時
~
正
午

■
会
場

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員

４
名

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
時
間

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

行
政
書
士
会
小
山
支
部

生
田
目
安
夫

☎（
52
）2
3
5
0

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

■
相
談
内
容

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
売

買
な
ど
）
、
商
業
・
法
人
登
記
関

係
、
多
重
債
務
関
係
、
裁
判
手
続

き
関
係
（
1
4
0
万
円
を
超
え
な

い
簡
易
裁
判
所
の
民
事
裁
判
手
続

き
）
、
成
年
後
見
関
係

■
日
時

１
月
13
日
㈬

午
前
10
時
~
正
午

■
会
場

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
相
談
時
間

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

（
予
約
制
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

小
杉
孝
一

☎
（
21
）６
３
１
２

税
理
士
会
が
行
う

無
料
税
務
相
談

■
日
時

２
月
３
日
㈬

■
場
所

税
理
士
会
栃
木
支
部
各
会
員
事

務
所

■
対
象

所
得
金
額
3
0
0
万
円
以
下
の

給
与
所
得
者
及
び
年
金
受
給
者
で
、

少
額
の
還
付
申
告
相
談
（
内
容
に

よ
り
有
料
に
な
る
可
能
性
や
混
雑

の
こ
と
を
考
え
、
事
前
に
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

税
理
士
会
栃
木
支
部

☎
0
2
8
2（
24
）
4
8
6
1

月日 曜日 時間 テーマ（ メニュー） 申込受付日

2/5 金
10：30～
13：00

しもつけスイーツ・バレンタイン
（ オランジェット・アップルローズパイ）

１/６

3/14 月

10：30～
13：00 春の華やぎ和食

（ 飾り巻き寿司・ 桜もち）
2/15

14:30～
17:00

※内容は、変更になる場合があります。

スケジュール ※開催時間が二部制の場合には、いずれかをお選び下さい。
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就

職

平
成
28
年
度
臨
時
職
員
登

録
者
を
募
集
し
ま
す

下
野
市
で
は
、
臨
時
職
員
の
候

補
者
を
登
録
し
、
そ
の
中
か
ら
選

考
の
う
え
採
用
し
て
い
ま
す
。

■
職
種
と
賃
金
（
時
給
）

・
一
般
事
務
補
助

８
０
０
円

・
保
育
士

保
育
園
勤
務

１
，０
５
０
円

そ
の
他
勤
務

１
，０
０
０
円

・
保
健
師

１
，１
０
０
円

・
管
理
栄
養
士

１
，１
０
０
円

・
栄
養
士

１
，０
０
０
円

・
臨
床
心
理
士

２
，３
２
０
円

・
心
理
士

１
，５
５
０
円

・
看
護
師

１
，０
０
０
円

・
調
理
員
、
用
務
員

８
５
０
円

・
道
路
補
修
作
業
員

８
７
５
円

■
採
用
す
る
と
き

・
現
臨
時
職
員
の
採
用
期
間
満
了

に
よ
る
任
用
替
え
を
行
う
場
合

・
そ
の
他
、
管
理
運
営
上
櫃
が
生

じ
た
場
合

■
採
用
期
間

６
か
月
以
内
で
採
用
し
、
１
回

の
み
更
新
可
能
で
す
。

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
ま
た
は
臨
時
職

員
登
録
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。）
を
総
務
人
事
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
（
郵
送
可
）

※
資
格
職
の
場
合
は
、
資
格
者
証

等
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
は
そ
の
年
度
内
に
お
い
て

有
効
で
す
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申

請
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
人
事
課

☎（
40
）
５
５
５
１

労
働
条
件
相
談

ほ
っ
と
ラ
イ
ン

労
働
条
件
に
関
す
る
様
々
な

「
疑
問
」
「
悩
み
」
を
電
話
で
相
談

く
だ
さ
い
。
夜
間
、
土
・
日
曜
日

に
無
料
で
相
談
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

■
相
談
時
間

○
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
後
５
時
~
10
時

○
土
曜
日
・
日
曜
日

午
前
10
時
~
午
後
5
時

■
相
談
電
話

☎
0
1
2
0
（
8
1
1
）
6
1
0

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
労
働
局
基
準
部

☎
0
2
8
（
6
3
4
）
9
1
1
5

保
育
士
資
格
・
看
護
師
資

格
を
お
持
ち
の
方
へ

子
育
て
を
応
援
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

~
保
育
園
見
学
会
の
お
知
ら
せ
~

保
育
園
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の

か
、
保
育
士
や
看
護
師
が
保
育
園

で
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
公
立
保

育
園
で
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

保
育
園
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

保
育
園
で
仕
事
を
す
る
に
あ
た

っ
て
不
安
が
あ
る
方
も
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
日
程

１
月
８
日
㈮

午
前
10
時

１
時
間
程
度

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
場
所

グ
リ
ム
保
育
園
ホ
ー
ル
（
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館
と
な

り
）
■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
保
育
園

☎（
52
）1
1
2
7

午
前
９
時
~
午
後
５
時

※
ご
希
望
に
よ
り
、
後
日
体
験
会

も
予
定
し
ま
す
。

臨
時
保
育
士
等
を
募
集
し

て
い
ま
す

■
応
募
資
格

・
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
保
健
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
看
護
師
（
准
看
護
師
）
資
格
を

お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員

若
干
名

■
賃
金
等

保
育
士
：
時
給

１
，０
５
０
円

保
健
師
：
時
給

１
，
１
０
０
円

看
護
師
（
准
看
護
師
）：
時
給

１
，

０
０
０
円

（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤
務

手
当
有
）
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

月
曜
日
~
金
曜
日

午
前
７
時
~
午
後
７
時
の
う
ち

①
フ
ル
タ
イ
ム
：
７
時
間
45
分
（
休

憩
時
間
60
分
）

②
時
短
勤
務
：
４
時
間

※
週
5
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

■
勤
務
先

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資
格
証

の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
福
祉
課

☎（
52
）1
1
1
4

下
野
市
資
料
館

嘱
託
員
募
集

資
料
館
内
外
の
解
説
や
資
料
館

管
理
業
務
・
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を

担
当
し
な
が
ら
、
市
内
文
化
財
に

関
す
る
業
務
を
行
う
嘱
託
員
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数

若
干
名

■
任
期
等

4
月
1
日

~
平
成
29
年
3
月
31
日

■
試
験
方
法

作
文
・
面
接

■
応
募
資
格

高
等
学
校
卒
業
以

上
の
学
歴
を
有
す
る
方
で
18
歳
~

60
歳
未
満
の
方

■
勤
務
条
件

・
原
則
週
30
時
間
勤
務

・
原
則
土
・
日
曜
日
及
び
祝
祭
日

に
勤
務
で
き
る
方

・
報
酬

月
1
6
0
，0
0
0
円

■
業
務
内
容

見
学
者
解
説
業
務
・
施
設
清
掃

管
理
業
務
・
イ
ベ
ン
ト
企
画
、
立

案
、
運
営
。

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
添
付

し
、
生
涯
学
習
文
化
課
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限

1
月
22
日
㈮

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
文
化
課

☎（
52
）1
1
2
0

イ
ベ
ン
ト

相

談

お
知
ら
せ

募

集

就

職



Shimotsuke

広報しもつけ 2016.1
56

く らしの情報

下
野
市
税
等
徴
収
嘱
託
員

を
募
集
し
ま
す

■
募
集
人
員

２
名

■
職
務
内
容

・
市
税
等
の
徴
収

・
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
勧
奨

・
そ
の
他
市
税
等
の
徴
収
に
関
す

る
業
務

■
任
期

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

（
再
任
有
り
）

■
勤
務
条
件

・
勤
務
日

月
14
日
以
内

・
勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分~

午
後
５
時
15
分

■
報
酬
等

・
基
本
給

日
５
，
８
０
０
円

歩
合
給
あ
り

■
応
募
資
格

・
下
野
市
に
住
所
を
有
す
る
昭
和

26
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま

れ
た
方

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す

る
方

・
税
務
行
政
に
理
解
と
熱
意
を
有

す
る
方

・
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

■
応
募
方
法

・
市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
添
付

し
税
務
課
（
国
分
寺
庁
舎
１

階
）
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

■
応
募
期
限

・
１
月
20
日
㈬

午
後
５
時

■
採
用
試
験
の
内
容

・
書
類
審
査
及
び
面
接
試
験

※
面
接
試
験
日
は
応
募
期
限
後
、

通
知
し
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

☎（
40
）
５
５
５
４

下
野
市
税
務
課
窓
口
嘱
託
員

を
募
集
し
ま
す

■
募
集
人
員

３
名

■
職
務
内
容

・
税
務
課
窓
口
で
の
税
証
明
の
交

付
・
原
付
ナ
ン
バ
ー
の
交
付

・
そ
の
他
税
務
課
等
に
関
す
る
業

務
■
任
期

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

（
再
任
有
り
）

■
勤
務
条
件

・
勤
務

日

週
４
日
以
内
（
３

名
で
２
名
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
）
（
土
・
日
・
祝
日
・
年

末
年
始
除
く
）

・
勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分~

午
後
５
時
15
分

た
だ
し
、
延
長
窓
口
開
庁
時
は

午
後
７
時
15
分
（
嘱
託
員
間
で
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
）

■
報
酬
等

・
月
額
１
５
２
，０
０
０
円

・
有
給
休
暇

年
７
日

■
応
募
資
格

・
下
野
市
に
住
所
を
有
す
る
昭
和

26
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方

・
税
務
行
政
に
理
解
と
熱
意
を
有

す
る
方

・
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

■
応
募
方
法

・
写
真
を
添
付
し
た
市
販
の
履
歴

書
お
よ
び
所
定
の
申
込
書
を

税
務
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
定
の
申
込
書
は
、
税
務
課
窓

口
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

く

だ
さ
い
。

■
応
募
期
限

・
１
月
20
日
㈬

午
後
５
時

■
採
用
試
験
の
内
容

・
書
類
審
査
及
び
面
接
試
験

※
面
接
試
験
日
は
応
募
期
限
後
、

通
知
し
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

☎
（
40
）
５
５
５
４

「
と
ち
ぎ
就
職
支
援
合
同
面

接
会
」の
開
催
に
つ
い
て

栃
木
県
、
栃
木
労
働
局
及
び
宇

都
宮
市
で
は
、
栃
木
県
内
で
就
職

を
希
望
し

て
い
る
方
を
対
象
に

「
と
ち
ぎ
就
職
支
援
合
同
面
接
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

履
歴
書
を
複
数
ご
持
参
の
う
え
、

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。ま

た
、
事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
の
求
人
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
参
加
企
業
は
１
月
中
旬

に
わ
く
わ
く
と
ち
ぎ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

h
ttp://

w
w
w
.toch

igi.-w
ark2.

n
et/

■
日
時

２
月
２
日
㈫
・
３
日
㈬

午
前
の
部

9
時
30
分
~
正
午

午
後
の
部

１
時
30
分
~
４
時

■
場
所

栃
木
県
庁
東
館
４
階
講

堂
（
宇
都
宮
市
塙

田
1

－

1

－

20
）

■
参
加
企
業

１
日
あ
た
り
50
社（
午
前
の
部
・

午
後
の
部

各
25
社
）

計
1
0
0
社
（
予
定
）

■
対
象
者

栃
木
県
内
で
就
職
を

希
望
さ
れ
る
方

２
月
２
日
㈫
…
平
成
28
年
３
月
大

学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
等

卒
業
予
定
者
及
び
卒
業
後
３
年
以

内
の
未
就
職
者

２
月
３
日
㈬
…
一
般
求
職
者

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
産
業
労
働
観
光
部
労
働

政
策
課
雇
用
対
策
担
当

☎
0
2
8（
6
2
3
）3
2
2
4

「
と
ち
ぎ
障
害
者
合
同
就

職
面
接
会
（
県
南
会
場
）
」

開
催
の
お
知
ら
せ

県
南
地
区
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
栃
木
・
佐
野
・
足
利
・
小
山
）

合
同
で
、
障
害
の
あ
る
方
を
対
象

に
し
た
就
職
面
接
会
「
と
ち
ぎ
障

害
者
合
同
就
職
面
接
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時

２
月
５
日
㈮

午
後
１
時
~
４
時

（
受
付
開
始

午
後
０
時
30
分
）

■
場
所

栃
木
商
工
会
議
所

大
ホ
ー
ル

（
栃
木
市
片
柳
町
２

－

１

－

46
）

■
対
象
者

県
南
地
区
で
の
就
職
を
希
望
す

る
障
害
を
お
持
ち
の
方

■
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
山

☎
（
22
）
１
５
２
４

（
24
）
３
５
７
４

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募

集

相

談

就

職
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2

3

4

8

10

11

12

13

16

18

19

20

21

22

市長あいさつ

議長あいさつ

下野市制10周年 年表

Shimotsuke-City Topics まちの話題

人口ビジョ ン・ 総合戦略策定

下野ブランド認定品募集

税のお知らせ

確定申告のお知らせ

タウント ーク結果のお知らせ

消費者まつり開催

道路愛称募集

天平の花まつり募集

自治医科大学附属病院 連携協働コラム

下野市ファミ リー・ サポート ・ センター
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国民年金だより

保健だより

予防接種・ フッ素塗布・ 歯の相談

地域包括支援センターだより
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今月
の

表紙
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下野市公式
ツイッター

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

①
ク
レ
ー
ン
車

②
６
階
建
て

③
１
階
の
窓
の
数

今月の何の日

１
月
14
日

タ
ロ
と
ジ
ロ
の
日

１
９
５
９
（
昭
和
34
）
年
の
こ
の
日
、
南

極
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
南
極
観
測
隊
の
犬

た
ち
の
う
ち
、
タ
ロ
と
ジ
ロ
の
２
頭
の
生
存

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
５
６

（
昭
和
31
）
年
11
月
、
南
極
観

測
船
「
宗
谷
」
は
53
名
の
第
１
次
南
極
観
測

隊
員
と
22
頭
の
犬
（
樺
太
犬
）
を
乗
せ
、
東

京
湾
を
出
発
し
ま
し
た
。
隊
は
翌
年
１
月
に

南
極
に
到
着
し
、
昭
和
基
地
を
開
設
し
ま
し

た
。
隊
か
ら
選
抜
さ
れ
た
11
名
が
第
１
次
越

冬
隊
と
し
て
昭
和
基
地
に
残
る
こ
と
と
な
り
、

タ
ロ
・
ジ
ロ
を
含
む
犬
た
ち
も
犬
ぞ
り
隊
と

し
て
、
南
極
観
測
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

そ

ん

な

中

、

悲

劇

が

起

き

た

の

は

１
９
５
８

（
昭
和
33
）
年
２
月
の
こ
と
で
し

た
。
第
２
次
越
冬
隊
を
送
り
込
む
た
め
「
宗

谷
」
は
再
び
南
極
へ
と
向
か
い
ま
し
た
が
、

厚
い
氷
に
は
ば
ま
れ
て
し
ま
い
断
念
。
11
名

の
越
冬
隊
員
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
救
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
15
頭
の
犬
た
ち
は
救
う
こ
と
が

で
き
ず
、
氷
原
に
置
き
去
り
に
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
約
１
年
後
の
１
月
14
日
、
昭
和

基
地
に
到
着
し
た
第
３
次
越
冬
隊
が
タ
ロ
と

ジ
ロ
の
２
頭
の
生
存
を
確
認
し
、
日
本
中
に

大
き
な
衝
撃
と
感
動
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ジ
ロ
は
第
４
次
越
冬
中
に
南
極
で

亡
く
な
り
ま

し
た
が
、

タ
ロ

は
１
９
６
１

（
昭
和
36
）
年
に
日
本
に
帰
還
し
、
北
海
道

で
余
生
を
過
ご
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
北
海
道
大
学
植
物
園
に
タ
ロ

の
剥
製
が
、
国
立
科
学
博
物
館
に
ジ
ロ
の
剥

製
が
展
示
さ
れ
、
激
動
の
生
涯
を
送
っ
た
犬

た
ち
の
物
語
と
そ
の
雄
姿
を
今
に
伝
え
て
い

ま
す
。

グリムの森では毎年地元のみなさんの協力を得て、 イ

ルミ ネーショ ンを実施しています。

今年は、 市制施行10周年を記念して、 LED ライト を

30万球に増やして実施しています。

シティ ープロモーショ ン特命課長のPepper とのコラ

ボレーショ ンがとてもきれいでした。

期間は１月３日まで、 点灯時間は午後５時～９時です。



■人口と世帯（ 12月１日現在）
人口／60,146人（ -22）、男性／29,944人（ -12）、女性／30,202人（ -10）、世帯数／22,892、世帯（ +7）

F
ro
h
es n
eu
e
s Ja
h
r! 

あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て

今
年
が
良
い
１
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に

新
年
を
迎
え
ま
し
た
か
？
新
年
の
迎
え

方
は
国
に
よ
っ
て
様
々
で
す
よ
ね
。
日

本
で
は
大
晦
日
に
年
越
し
そ
ば
を
食
べ
、

家
族
と
一
緒
に
音
楽
番
組
を
見
な
が
ら

新
年
を
迎
え
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
ド
イ
ツ
で
は
、「
ベ
ル
リ
ー
ナ
」
と

い
う
ジ
ャ
ム
入
り
の
揚
げ
パ
ン
を
食
べ
、

〝D
in
n
er
 for O

n
e

〞
と
い
う
イ
ギ
リ
ス

の
コ
メ
デ
ィ
ー
映
画
を
見
る
の
が
恒
例

で
す
。
こ
の
映
画
は
毎
年
大
晦
日
の
夜

に
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
、
１
９
８
８
年

に
は
「
最
も
多
く
再
放
送
さ
れ
た
番
組
」

と
し
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
載
り
ま
し
た
。

下
野
市
国
際
交
流
協
会
のF

a
ce
bo
o
k

ペ
ー
ジ
で
こ
の
映
画
を
紹
介
し
て
い
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ご
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

新
年
に
な
っ
た
と
き

に
は
、
昨
年

の
辛
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
を
忘
れ
て
、

新
し
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気
持
ち
に
な
り

た
い
も
の
で
す
よ
ね
。
そ
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
気
持
ち
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち
は
新
年

の
目
標
や
新
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

こ
と
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
こ
こ
で
、
私
の
今
年
の
目
標
を

皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
一
つ
は
ジ

ム
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
入
り
、
健
康

の
た
め
に
も
っ
と
運
動
す
る
こ
と
、
も

う
一
つ
は
、
新
し
い
ス
キ
ル
を
身
に
付

け
る
た
め
に
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
や
言
語

の
勉
強
を
始
め
る
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
の
今
年
の
目
標
は
も
う
決
ま

り
ま
し
た
か
？
も
し
か
し
た
ら
数
独
や

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド･

パ
ズ
ル
を
新
し
く
始
め

た
い
と
い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ド
イ
ツ
で
も
頭
の
運
動
に
な
る
ゲ
ー

ム
は
大
人
気
で
す
。
た
と
え
ば
、
ド
イ

ツ
に
は
〝M

e
m
o
ry

〞
と
い
う
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
の

一
つ
で
あ
る
「
神
経
衰
弱
」
と
似
て
い
て
、

２
枚
ず
つ
全
く
同
じ
絵
が
あ
る
54
枚
あ

る
カ
ー
ド
の
中
か
ら
、
１
人
２
枚
ず
つ

め
く
っ
て
、
ペ
ア
を
探
す
ゲ
ー
ム
で
す
。

こ
の
ゲ
ー
ム
は
絵
を
覚
え
る
の
が
簡
単

な
の
で
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

誰
で
も
で
き
ま
す
。
絵
の
種
類
と
テ
ー

マ
は
、
景
色
や
飛
行
機
、
総
理
大
臣
な

ど
様
々
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
基

本
的
な
可
愛
い
絵
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
一

番
人
気
で
す
。
そ
の
基
本
的
な
バ
ー
ジ
ョ

ン
を
使
っ
て
、
ド
イ
ツ
で
は
〝M

e
m
ory

〞

の
全
国
大
会
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私

も
子
供
の
と
き
か
ら
こ
の
ゲ
ー
ム
が
大

好
き
で
、
特
に
両
親
や
祖
父
母
と
遊
ん

で
優
勝
す
る
と
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で

す
ね
。

今
月
の
国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
「
第
一
回
下
野
市
国
際

M
e
m
ory

大
会
」
を
開
催
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
一
緒
に
楽
し
ん
で
、
頭
の
運
動

を
し
ま
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
カ
ー
ド
を

取
っ
た
人
に
は
賞
品
が
あ
り
ま
す
よ
！

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト

第
14
回
「
マ
シ
ア
ス
の
町
遊
び
」

第
１
回
下
野
市
国
際M

e
m
o
ry

大
会今

月
の
国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

ド
イ
ツ
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
〝M

e
m
ory

〞

で
、

み
ん

な
で
遊

び

ま
し
ょ

う
。

〝M
e
m
o
ry

〞
は
ト

ラ
ン

プ
ゲ
ー
ム
の

神
経
衰
弱
と
似
て
い
て
、
２
枚
ず
つ
全

く
同
じ
絵
が
あ
る
54
枚
の
カ
ー
ド
の
中

か
ら
、
１
人
２
枚
ず
つ
め
く
っ
て
ペ
ア

を
探
す
ゲ
ー
ム
で
す
。
一
緒
に
楽
し
ん

で
、
頭
の
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
大
歓
迎
で
す
。
た
く

さ
ん
カ
ー
ド
を
取
っ
た
人
に
は
賞
品
が

あ
り
ま
す
よ
！

■
日
時

１
月
31
日
㈰

午
後
１
時
30
分
~
（
２
時
間
程
度
）

■
場
所

国
分
寺
公
民
館

２
階

和
室

（
下
野
市
小
金
井
１
１
２
７
番
地
）

■
定
員

50
名
（
年
齢
制
限
な
し
）

■
参
加
費
：
無
料

■
申
し
込
み
期
間

１
月
12
日
㈫
~
29
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

☎
（
40
）
５
５
８
５

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

今
年
の
決
意
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広報しもつけを設置協力いただけるコンビニエンススト アを募集しています。
ご協力いただける場合は総合政策課☎0285（ 40）5550情報広報グループまで
ご連絡く ださい。
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TAKE FREE

国際交流


